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本書に記載されたスケジュールは変更になる場合があります。（2023年３月10日時点）

表紙デザイン：DESIGN・ROOM所属

田谷・初音

〈CONCEPT〉
「女子美生が伸び伸び個性を発揮しながら、素敵な実りがありますように」という思いを込
めてデザインしました。女子美生が成長する姿を「女性」や冬の寒さに耐え花を咲かすこ
とから来ている「忍耐、辛抱」などの意味がある桃の実で表しています。人によって吸収
することも、表現することも様々だと思います。1年後にどんな実りがあるだろう？想像す
ると新学期の授業も楽しみです。
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建 学 の 精 神

「女子美」の名で知られる本学園は、女性に対して高等教育機関における美術教育への門戸
が開かれていなかった明治33（1900）年に、「芸術による女性の自立」、「女性の社会的地
位の向上」、「専門の技術家・美術教師の養成」を目指して、美術教育をおこなう学校とし
て創立しました。
以後、今日までの120年にわたる長い歴史の間に、画壇・デザイン界をはじめ、教育界な
どあらゆる分野に優れた人材を輩出するとともに、社会で自立できる女性たちを送り出し
てきました。
現代においても、知性と感性と技能を併せもち、美術の専門を活かして社会的、経済的に
自立できる人材の育成を、下記の教育理念のもとにおこなっています。

芸術学部 教育目標

芸術との感動的出会いを積み重ね、創造の喜びを培い、社会の流れを先取りする芸術的感
性と、広い視野、柔軟な思考力、確かな技術を持ち、時代を超えた美を追求する、個性豊
かな人材や専門家の育成を教育目標とします。

芸術学部 カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

芸術学部の教育目標を基に、美術・芸術を学ぶ上で、その基盤となる知識と教養、各分野・
領域の基礎力・発展力を身につけ、一人ひとりの個性を伸ばせる制作や研究を展開できる
教育課程とします。

芸術学部 ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

以下を身に付けたものに対して、学位を授与します。
・芸術をはじめ、広く、人文、社会、自然科学に関する知識を習得している。「知識・理解」
・課題やテーマに対して主体的、計画的に取り組む姿勢、生涯を通じて学び、創作や研究
に取り組む素養を身に付けている。「関心・意欲・態度」
・課題やテーマに対して、的確な情報収集や分析、論理的思考ができる。「思考・判断」
・芸術分野において必要とされる技術、表現力を身に付けている。「技能・表現」
・自らの創作や考えを伝えるコミュニケーション・スキルやプレゼンテーション能力を身
に付けている。「技能・表現」



４月 ５月 ６月
1 土 1 月 1 木
2 日 2 火 2 金
3 月 3 水 ※（憲法記念日） 3 土
4 火 4 木 ※（みどりの日） 4 日
5 水 入学式 5 金 ※（こどもの日） 5 月
6 木 6 土 6 火
7 金 7 日 7 水
8 土 8 月 8 木
9 日 9 火 9 金

10 月 前期授業開始 10 水 10 土
11 火 11 木 11 日
12 水 12 金 12 月
13 木 13 土 13 火
14 金 14 日 14 水
15 土 15 月 15 木
16 日 16 火 16 金
17 月 17 水 17 土
18 火 18 木 18 日
19 水 19 金 19 月
20 木 20 土 20 火
21 金 21 日 21 水
22 土 22 月 22 木
23 日 23 火 23 金
24 月 24 水 24 土
25 火 25 木 25 日
26 水 26 金 26 月
27 木 27 土 27 火
28 金 28 日 28 水 学生総会

29 土 ※（昭和の日） 29 月 29 木
30 日 30 火 30 金

日 31 水

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

7月 8月 9月
1 土 1 火 1 金
2 日 2 水 2 土
3 月 3 木 3 日
4 火 4 金 4 月
5 水 5 土 5 火
6 木 6 日 6 水
7 金 7 月 7 木
8 土 8 火 8 金
9 日 9 水 9 土

10 月 10 木 10 日
11 火 11 金 （山の日） 11 月 後期授業開始 

12 水 12 土 12 火
13 木 13 日 13 水
14 金 14 月 14 木
15 土 15 火 15 金
16 日 16 水 16 土
17 月 （海の日） 17 木 17 日
18 火 18 金 18 月 （敬老の日）

19 水 19 土 19 火
20 木 20 日 20 水
21 金 21 月 21 木
22 土 22 火 22 金
23 日 23 水 23 土 （秋分の日）

24 月 24 木 24 日
25 火 試験・集中補講日 25 金 25 月
26 水 試験・集中補講日 26 土 26 火
27 木 試験・集中補講日 27 日 27 水
28 金 夏期休業（〜９月 10 日） 28 月 28 木
29 土 29 火 29 金
30 日 30 水 30 土
31 月 31 木

※４月 29 日（土）、５月３日（水）〜５月５日（金）の祝日について、講義時間帯開設科目は通常授業日とします。実技時間帯開設科目は所属研究室に確認してください。
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主 要 日 程



10月 11月 12月
1 日 1 水 1 金
2 月 2 木 2 土
3 火 3 金 （文化の日） 3 日
4 水 4 土 4 月
5 木 5 日 5 火
6 金 6 月 6 水
7 土 7 火 7 木
8 日 8 水 8 金
9 月 （スポーツの日） 9 木 9 土

10 火 10 金 10 日
11 水 11 土 11 月
12 木 12 日 12 火
13 金 13 月 13 水
14 土 14 火 14 木
15 日 15 水 15 金
16 月 16 木 16 土
17 火 17 金 17 日
18 水 18 土 18 月
19 木 19 日 19 火
20 金 20 月 20 水
21 土 21 火 21 木
22 日 22 水 22 金
23 月 23 木 （勤労感謝の日） 23 土
24 火 24 金 24 日
25 水 25 土 25 月
26 木 26 日 26 火 冬期休業　（〜 1月7日）

27 金 27 月 27 水
28 土 28 火 28 木
29 日 29 水 29 金
30 月 創立記念日 ※通常授業日 30 木 30 土
31 火 31 日

女
子
美
祭
週
間

展
示
期
間

1月 2月 3月
1 月 （元日） 1 木 1 金
2 火 2 金 2 土
3 水 3 土 3 日
4 木 4 日 4 月
5 金 5 月 5 火
6 土 6 火 6 水
7 日 7 水 7 木
8 月 （成人の日） 8 木 8 金
9 火 授業再開 9 金 9 土

10 水 10 土 10 日
11 木 11 日 （建国記念の日） 11 月
12 金 12 月 （振替休日） 12 火 学位・修了証書授与式（予定）

13 土 13 火 13 水
14 日 14 水 14 木
15 月 15 木 15 金
16 火 16 金 16 土
17 水 試験・集中補講日 17 土 17 日
18 木 18 日 18 月
19 金 19 月 19 火
20 土 20 火 20 水 （春分の日）

21 日 21 水 21 木
22 月 後期授業終了 22 木 22 金
23 火 試験・集中補講日 23 金 （天皇誕生日） 23 土
24 水 試験・集中補講日 24 土 24 日
25 木 試験・集中補講日 25 日 25 月
26 金 春期休業開始 26 月 26 火
27 土 27 火 27 水
28 日 28 水 28 木
29 月 29 木 29 金
30 火 30 土
31 水 31 日

5
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２ ３ ● ● ● ● ２ １ ● ● ● ●

例：2023年度入学生 2023年度３年次編入学生

この番号が学籍コードです

学 籍 コ ー ド

入学から卒業に至るまでシステム処理上の不変コードとして使用されるもので、頭2ケタ
が西暦下2ケタの入学年度となっています（ 3年次編入学は、3年次在学生と同じ西暦と
なります）。学生証は身分証明書であり、試験や履修登録等で使用するので、常時携帯して
ください。

出 席 番 号

出席番号については入学時に配付されたアカウント通知書で確認してください。出席番号
は試験答案やレポート、聴講票、その他諸届に所属、年次とともに記入することになりま
すので間違いのないようにしてください。

	 例．洋画専攻　１年　５３番

	 	

▲ ▲ ▲ 　 この番号が出席番号です

本 学 ポータルサイト 「Active Academy」

本学は履修登録やシラバス閲覧、休講連絡、レポート提出、出欠、大学・研究室・授業担
当教員から皆さんへの諸連絡のため、本学ポータルサイト「Active Academy」（以後、「ポー
タルサイト」と記載）を用意しています。ポータルサイトは学内外を問わず、アクセス・
利用することが可能です。
利用方法については、P.138以降に記載しています。
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授　業

１．授業時間

第1時限   9：20 ～ 10：50 2・4 年次専門科目時間帯
（実技時間帯）第2時限 11：00 ～ 12：30

第3時限 13：20 ～ 14：50 1・3 年次専門科目時間帯
（実技時間帯）第4時限 15：00 ～ 16：30

第5時限 16：40 ～ 18：10

  ※立体アート専攻３年次は、１・２時限を専門科目時間帯とする。

●専門科目時間帯（実技時間帯）は各専攻・領域の専門科目を行います。
●専門科目時間帯（実技時間帯）は月～金曜日です（４年次は土曜日も含む）。
 

２．オンライン授業
一部の授業では、インターネットを利用した遠隔授業（オンライン授業）の形式で実施す
る場合があります。
遠隔授業の実施にあたっては、通信環境等の整備が不可欠になります。学生の皆さまには
受講環境の整備（通信および端末）をお願いいたします。
オンライン授業に際してのマニュアル等は、随時「学生用オンライン授業サポートページ」
（ガイダンス時に案内）にて公開致します。

３．休　講
授業担当教員の都合等により休講する場合は、休講掲示板に掲示するとともに、履修者に
ポータルサイト等にて告知します。
※ 休講掲示・告知がなく30分経過しても授業担当教員が来ない場合は、休講措置をとるこ
とがありますので教育支援センターに問合わせてください。

４．補　講
補講は、突然の休講などで延期されていた授業を、後に実施する授業のことで、その授業
を履修している学生は出席する必要があります。
原則、休講分の授業については、補講期間に補講を実施します。補講の日程についてはポー
タルサイトにて告知します。
補講日程はポータルサイトのトップ画面のMy Scheduleには反映されません。（通常の授
業日のスケジュールが表示されています。）
集中補講日の時間割については、必ず別途配信を確認してください。
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５．欠席の扱い
欠席理由により、公欠扱いとなる場合、公欠扱いとならない場合があります。以下の表を
参照し、手続きを行ってください。なお、表に記載された以外の理由については全て「欠席」
となります。

公欠…該当する授業の回数と欠席回数を公欠回数分減らす措置です。 
欠席を出席扱いにするものではありません。
例：半期 15 回の授業で教育実習で 3 回欠席し、それ以外は全

て出席した場合、12/12 回（出席回数 / 出席すべき授業回
数）となります。

欠席理由 公欠扱い 手続き方法

①教育実習 ○

掲示や事前指導の指示に従ってください。
②介護等体験 ○

③博物館実習 ○

④古美術研究
　（芸術文化専攻のみ） ○注１

⑤裁判員制度に伴う裁判参加 ○

「裁判員等選任手続期日のお知らせ（呼出状）」の発行日から14
日以内に、コピーを持参の上、教育支援センターに申し出てくだ
さい。また、事後手続きとして、公判終了日から７日以内に、裁
判所が発行する証明書を教育支援センターに提出してください。

⑥インターンシップ △注2

⑦ 学校保健安全法　感染症の
予防に関する規則　第19条
により出席停止

○注3 ※下記【「学校保健安全法施行規則（感染症の種類）第18条」
第一・二・三種疾患について】参照の上、手続きを行ってください。

（その他）
・忌引は公欠対象外です。
・大規模な自然災害で欠席が５日間以上に及ぶ場合は、交通機関の証明書等を持って
教育支援センターに申し出てください。

注１）授業期間に実施した場合のみ。
注２） 教務部長が特別に認めたもの（大学が認めた海外インターンシップ等）のみ公欠の対象とします。

注３） 【「学校保健安全法施行規則（感染症の種類）第18条」第一・二・三種疾患について】
　　以下の疾患に該当するとの医師の診断を受けた場合は、手続きが必要になります。

対象疾患：
第一種 治癒するまで入院治療が必要。

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白
髄炎（ポリオ）、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（SARSコロナウィルス）、中東呼吸器症候群（MERSコ
ロナウィルス）、特定鳥インフルエンザ

第二種 飛沫感染する感染症で、罹患が多く、学校で流行しやすい。

インフルエンザ、麻疹（はしか）、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、百日咳、咽頭結膜熱（プール熱）、結核、髄
膜炎菌性髄膜炎

第三種 経口感染症とその他学校で流行しやすい感染症。

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症（O157 等）、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出
血性結膜炎、その他の感染症［溶連菌感染症、手足口病、伝染性紅斑、マイコプラズマ異型肺炎、流行性嘔吐
下痢症（ウイルス性胃腸炎）、ウイルス性肝炎、伝染性眼疾患、伝染性皮膚疾患］

注４） 当面の間新型コロナウイルス感染症についても注３）の各種疾患と同様の取扱いと
します。

（手続き方法）
１．医務室に連絡

相模原キャンパス医務室：電話 042-778-6734　
杉並キャンパス　医務室：電話 03-5340-4571
※ 登校支障期間中に試験やレポート提出がある場合、追試験、追レポート対象と
なる科目もありますので、教育支援センターにお問い合わせください。
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　教育支援センター相模原グループ：電話 042-778-6613　
　教育支援センター杉並グループ　：電話 03-5340-4508

２．「登校許可書」提出
治癒して登校する場合には、本学所定書式「登校許可書」を担当医に記入いただき、
医務室へ提出してください。受診先の文書書式（感染症が治癒し感染の可能性の
無い事、及び登校支障期間を明示した文書）でもかまいません。
「登校許可書」は本学ホームページからダウンロードしてください。
※欠席の証明についてはこの登校許可書で行いますので、それ以外の診断書等は
不要です。

３．「公欠願」提出
対象疾患に該当の場合は公欠となります。「公欠願」は教育支援センターにて手続
きしてください。用紙は本学ホームページからダウンロードできます。
※ただし新型コロナウイルス感染症の場合、濃厚接触者として特定されるなど罹患
していなくても隔離されるような状況が生じた際は受講が困難であることを証す
る書類をもって公欠と認めます。

６．授業内容の録音・撮影について
本学では著作権保護等の観点より、あらかじめ許可されている場合を除いては、授業内容
の録音・撮影を原則禁止しております。

７．特別な配慮・支援を希望する学生へ
入学後、障がいや疾病で授業に関する特別な配慮・支援の必要が新たに発生した場合は、
教育支援センター、学生相談室、医務室に申し出てください。
関係部署との事前相談や面談を経て、正式な申請を行うことで、配慮・支援が可能となる
場合があります。なお、正式な申請の際には障がい者であることを証する書類や医師によ
る診断書が必要になります。
ただし、本人の希望する配慮・支援内容全てには対応できない場合があることや、出席回数、
成績評価基準の考慮は一切行わないことは、あらかじめご了承ください。

気 象 警 報 等 に よ る 授 業 の 休 講

〔相模原キャンパス〕
気象庁より、神奈川県西部相模原に「暴風警報」「大雪警報」「暴風雪警報」の気象警報が
発表された場合は以下のように取扱います（注意報は該当しません）。
・午前6時の時点で発表されている場合は、午前の授業を休講とする。
・午前10時の時点で発表されている場合は、午後の授業を休講とする。

〔杉並キャンパス〕
気象庁より、23区西部に「暴風警報」「大雪警報」「暴風雪警報」の気象警報が発表された
場合は以下のように取り扱います（注意報は該当しません）。
・午前6時の時点で発表されている場合は、午前の授業を休講とする。
・午前10時の時点で発表されている場合は、午後の授業を休講とする。

【休講の確認方法】
上記やその他の事由により授業を休講する場合は、以下にて告知しますので確認してください。
・学内掲示板
・本学ホームページ
・ポータルサイト
・本学代表電話 <相模原キャンパス> 042-778-6111 <杉並キャンパス> 03-5340-4500
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＜相模原キャンパス用＞ ＜杉並キャンパス用＞

デザイン・工芸学
△△△△△

３

１

１

火
３火

哲　学

女子美 花子
女子美 花子

01231 211

〇 〇

〇〇

哲　学
〇 〇

日付けを記入

授業の曜日・時限を記入

授業科目名

所属を記入

学籍コード

出席番号

〇〇　 △△　  ××
〇〇　 △△　 ××

短
期
大
学
部専攻科

造形学科

大 学 院

学　　部

コース

コース

研究領域

表現領域〇〇〇〇〇〇

出欠登録専用サイト
QRコード

出 欠 席

各授業では出欠席の確認を行います。
確認の方法は主に、パソコン・タブレットまたはスマートフォン端末を利用した出席確認
（Web出欠登録）と、この他に聴講票を配布する方法があります。
注）教員によっては、上記以外での出欠席の確認があります。その場合は担当教員の指示
に従ってください。

Web出欠登録の流れ

授業科目毎の出欠情報がActive Academyの「出席簿」へ自動で登録されるため、出欠
状況をリアルタイムに確認・把握する事が可能となります。

①出欠登録専用サイトに接続します。
　https：//aa.joshibi.net/attend/
②出席する授業のパスワードを入力し、登録を完了します。
　パスワードは授業時に指示があります。

※出欠登録専用サイトへのログインは、Active Academyに接続する際に使用するID・
パスワードと同一です。

※ 詳細は、130ページの「Web出欠登録の手順について」を参照してください。

聴講票の記入例
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単 位 の 基 準

各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構
成することを標準とし、授業の方法に応じ、次の基準により計算されます。なお、授業は
前期15週、後期15週の通年30週とし、時間割の1時限は正味90分ですが単位計算上は
2時間として計算しています。

講　義 15 時間の授業をもって１単位とする

演　習 15 ～ 30 時間の授業をもって１単位とする

実技・実習 30 ～ 45 時間の授業をもって１単位とする

＜単位のしくみ＞

単　位
（１単位＝ 45時間の学修） ＝ 授　業 ＋ 自学自習

（予習・復習・課題等）

（例） 4 単位の講義
（180 時間） ＝ 30コマの授業

（60 時間） ＋ 60コマ分の自学自習
（120 時間）

２単位の講義
（90 時間） ＝ 15コマの授業

（30 時間） ＋ 30コマ分の自学自習
（60 時間）

２単位の演習
（90 時間） ＝ 15～30コマの授業

（30～60時間） ＋ 15～30コマ分の自学自習
（30～60時間）

２単位の実技
（90 時間） ＝ 30～45コマの授業

（60～90時間） ＋ 0～15コマ分の自学自習
（0～30時間）

単 位 修 得 の 流 れ

履修計画を立てる ⇒ 履修登録 ⇒ 登録した授業に出席

試験を受ける

単位修得 ⇐ 合格　評価：S,A,B,C レポートを提出

⇐ 課題・作品を提出

不合格　評価：D,F

▲
▲
▲

授業の 2 ／ 3 以上を出席し
ないと、採点の対象になり
ません。

※必修科目は再履修
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履 修 科 目 の 登 録

１．年度始めに配付された「時間割表」にもとづき、その年度に履修する授業科目すべて（一
部の科目を除く）を、定められた期日までにポータルサイトで履修登録してください。
（P.19参照）

２．履修する授業科目を選ぶ場合は、自分の所属する学科または専攻・領域に配当され
た授業科目の中から選んでください。一部の科目を除き、他の学科や専攻・領域の
授業を受講することはできません。

３．履修希望者が多い科目は、人数を制限することがあります。また必修科目等一部の
科目を除き、履修希望者数が5人未満の場合は、不開講となることがあります。

４．1年間に履修登録できる単位の上限は1年次42単位、2年次以降49単位です。ただ
し下記科目は除きます。
資格科目
2023年度以降の入学生　アートを社会と生活に生かす「プロジェクト・スタディー
ズ」「インターンシップ１～ 4」「国際芸術プログラム」「卒業制作」「卒業研究」
2022年度以前の入学生　共通科目E群「サービス・ラーニング」「インターンシッ
プ A ～ D」「国際留学プログラム」

試　験

１．試験の方法
試験には筆記試験、レポート（Web提出含む）・作品の提出などがあります。

２．試験の時期
筆記試験は担当教員の指示に基づいて実施します。
レポートの提出による試験は、授業担当教員の指示で各授業内に提出する場合と、各学期
末に指定された日時・場所に提出する場合があります。
作品の提出による試験はレポートの提出による試験に準じて実施します。
試験（筆記試験、レポート・作品提出）、補講、教室変更、その他試験に関する必要事項はポー
タルサイトにて告知します。

３．受験の資格
次に該当する学生は原則として受験資格がありません。
・無登録者（授業科目の履修登録をしなかった者）
・出席が授業回数の3分の2に満たない者
・授業料を無断で滞納している者

４．試験の流れ

ポータルサイトで試験時間割を発表
前　　　期：  7 月上旬予定
後期・通年：12 月上旬予定

　　　　　
試験・レポート提出の日時を各
自で確認すること

➡ やむを得ない事情で
試験を欠席した場合 ⇨　 追試験・追レポート提出へ

試験を受ける
または

レポート・作品提出
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５．追試験・追レポート
・次の①～⑦の理由またはその他のやむを得ない事情により、筆記試験を欠席した場合や
レポート・作品提出日に提出できなかった場合、教育支援センターに追試験・追レポー
トを願い出ることができます。願い出が承認された場合、追試験を受験すること、レポー
ト・作品を追レポートとして提出することができます。

追試験・追レポート受験のための理由

① 病気（診断書・医療機関の領収書を要する）

② 交通事故・遅延（相当証明書を要する）

③ 冠婚葬祭（該当する催しの招待状等を要する）

④ 就職試験（企業の証明を要する）

⑤ 教員採用試験（教職課程の承認を要する）

⑥ 公欠扱いとなるもの（教育実習・介護等体験・博物館実習など）P.8 参照

⑦ 天災

追試験受験・追レポート提出が認められるか否かは、前もって教育支援センターで確
認してください。試験日時の勘違い、寝坊等の本人の不注意や、アルバイト、旅行等
の試験放棄は対象になりません。

・追試験・追レポートの申込み期間は掲示にて告知します。願い出る時は、試験を欠席し
た理由、レポート・作品を提出できなかった理由を確認できる証明書（上記の①～⑦参照）
が必要です。期間終了後は、一切受け付けません。

・追試験・追レポートの願い出が承認された場合は、所定の手続きと定められた手数料
（1,000円）を納入しなければなりません。公欠扱いとなる理由の場合、手数料は不要です。
・追試験の日時と試験場、追レポートの提出期限・提出場所についてはポータルサイトにて
告知します。

・Web提出でのレポートの場合は時間を問わず提出が可能なことから、追試験・追レポート
の実施はいたしません。

やむを得ない
事情で試験を
欠席又はレポー
トを提出でき
なかった場合

⇨ 教育支援センター
に申し出る ➡ 追試験申込書・許可書に理由等

を記入し、正当と認められた場合
は追試験・追レポートを許可する。➡ 指定日に追試験・

追レポート提出

追試験・追レポートには
手数料が必要です

６．再試験
・卒業年次の試験で、卒業に必要な科目・資格関連科目が不合格（Ｄ）の場合は、再試験
を受けることができます。ただし、評価が採点不可（Ｆ）の場合は受験資格がありません。

・再試験の願い出は、前期8月初旬・後期2月初旬の一定期間に行うとともに、所定の手
続きと定められた手数料（1,000円）を納入しなければなりません。期間終了後は一切
受け付けません。

・再試験の日時と試験場はポータルサイトにて告知します。
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７．試験（筆記試験、レポート・作品提出）に関する注意事項
〔筆記試験〕
・試験開始前に、「学生証」を机上に提示してください。紛失したり忘れた場合は教育支援
センターで「受験許可証」の発行を受け、受験してください。

・試験場では、筆記用具、許可された物品以外を机上に置いてはいけません。ノートや参
考書の使用を許可された場合も各自持参のものを使用し、互いの貸借は禁じます。

・遅刻者の扱いは、授業担当教員（試験監督者）の指示に従ってください。
・試験中に不正行為が認められた時は、教授会にはかり厳重に処分します。当該科目は採
点不可（Ｆ）とし、保証人に通知します。また教員免許状取得のための大学からの一括
申請は行いません。悪質と判断された場合、さらに懲戒処分を下す場合があります。

〔レポート・作品提出〕
・ポータルサイトで提出するレポート・作品の提出方法については、P.153の「Webレポー
ト提出の手順について」や、ポータルサイトのトップ画面に掲載されている「Webレポー
ト提出マニュアル」を参照してください。
・教育支援センターにて受け付けるレポート・作品については、「レポート提出票」を貼付し、
定められた日時・場所に提出してください。

・レポート提出時に「レポート提出票の控」を受け取って成績が出るまで保管してください。
・レポートや作品を許可なく直接授業担当教員に郵送することは禁止です。
・教育支援センターではレポート・作品は所定の日時以外は受け付けません。提出期限に
遅れた場合は 「５．追試験・追レポート」を参照し、手続きをしてください。

・レポートの提出方法は15ページの見本を参照してください。

他人の文章や作品（Webページを含む）を全部または一部でも出典を明示せずそのま
ま無断で借用することは剽窃（盗用）にあたります。Webページの文章を単にコピー・
アンド・ペーストしてレポート作成しないよう注意してください。剽窃は、カンニング同
様の不正行為とみなし、厳重に処分の上、当該科目は採点不可（Ｆ）になる場合があ
ります。作品の剽窃（盗用）に関しても同様です。
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１年  90番 和田 好美 

＜杉並キャンパス・学部生用＞

＜相模原キャンパス用＞

「生  物  学」      
杉 並 花 子 先生  

アート・デザイン学科メディア表現領域

１枚目「レポート提出票」    

１枚目「レポート提出票」  

レポート提出票の記入見本
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学 習 の 評 価 と G P A 制 度

履修登録した科目の成績を５段階で評価し、それぞれに対して４～０のグレード・ポイン
ト（以下、GPと表記）が付きます。GPA(Grade Point Average)とは、これらのポイント
の１単位あたりの平均値になります。

評価 評価基準 合否 GP

Ｓ １００～９０点

合　格

4

Ａ ８９～８０点 3

Ｂ ７９～７０点 2

Ｃ ６９～６０点 1

Ｄ ５９点以下 不合格 0

Ｆ 採点対象外（出席不良等） 採点不可 0

評価の基準・方法は試験の点数だけでなく、課題・レポート内容や受講態度等を含めた評
価によります。評価基準は各授業科目ごとに異なるので、ポータルサイトの「シラバス」
に掲載されている「評価方法」欄を十分確認してください。
※不合格（D）、採点不可（F）は、「成績通知」には表示されますが、「成績証明書」には表示
されません。

GPAの種類は以下の通りになります。
学期GPA
・当該学期に成績評価された単位を対象として計算したGPA
・通年科目は後期に算出されます

通算GPA
・入学時から当該学期までに成績評価された単位を対象として計算したGPA

GPA計算方法（Ｄ・Ｆ評価も含めて計算します。）

前期GPA
②（前期履修登録単位数）×GPの合計 ＝ 14

＝2.00
① 前期履修登録単位数 ＝  7

後期GPA
④（後期履修登録単位数）×GPの合計 ＝ 8

＝0.89
③ 後期履修登録単位数 ＝ 9

通算GPA＝
入学時から当該学期までに履修登録した科目の（単位数×GP）の合計 ② 14＋④ 8

＝1.38
総履修登録単位数 ①　7＋③ 9

通算 GPA（入学時から当該学期まで計算）

前期 後期 通算

2.00 0.89 1.38

成績通知書　例

※入学時から当該学期まで計算

学期 GPA ＝
学期毎で履修登録した科目の（単位数×GP）の合計

当該学期履修登録単位数

通算 GPA ＝
［学期毎で履修登録した科目の（単位数×GP）の合計］の総計

総履修登録単位数

科目名 単位数 評価 GP
●●ゼミ 2 S 4
○○論 2 A 3
□□概論 2 D 0
△△演習 1 F 0
①前期履修登録単位数→ 7

単位数×GP
2 単位× 4 ＝ 8
2 単位× 3 ＝ 6
2 単位× 0 ＝ 0
1 単位× 0 ＝ 0

②単位数×GPの合計→ 14

前期（前期開設科目のみで計算）
科目名 単位数 評価 GP

●●語Ⅰ 2 B 2
○○学 4 C 1
□□論 2 D 0
△△実技 1 F 0
③後期履修登録単位数→ 9

単位数×GP
2 単位× 2 ＝ 4
4 単位× 1 ＝ 4
2 単位× 0 ＝ 0
1 単位× 0 ＝ 0

④単位数×GPの合計→ 8

後期（後期・通年開設科目のみで計算）
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GPA対象外科目
・認定科目（編入学、転学科、転専攻・領域、外国語検定資格、既修得単位認定、単位 
　互換制度協定校提供科目等）
・卒業要件に含まれない科目（教職に関する科目、博物館に関する科目）

一部の科目を除き、単位修得した科目を再履修する事はできません。
不合格・採点不可科目を再履修し単位修得した場合、当該科目の不合格、採点不可の際
の単位については、総履修登録単位数から減算します。

単 位 の 授 与

授業回数の3分の2以上出席し、試験等の評価がＣ以上だった科目は合格とし、所定の単
位を与えます。一部の科目を除き、単位修得した科目を再度履修することはできません
（P.20〔複数履修できる科目〕参照）。

不合格（Ｄ）・採点不可（Ｆ）だった場合は、次期以降に再履修することができます。
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成 績 通 知

１．成績通知
今年度履修科目の成績通知（成績・修得単位）は以下の時期に通知します。

成績通知（前期科目） 成績通知（通年・後期科目）

１～３年次 ９月後期授業開始日に配付 春期休業中（３月中旬）に
ポータルサイトにて通知

４年次 ９月後期授業開始日に配付 ２月中旬に配付

保証人 保証人に年１回（５月頃を予定）、「成績通知」を送付します。

２．成績照会
成績はポータルサイトで確認できます。（P.139【メニューの機能】参照）

３．採点調査願
 「成績通知」に疑問がある場合は、成績評価が「Ｄ」または「Ｆ」の科目に限り、所定の期
間に「採点調査願」を教育支援センターで受け付けます。（期間を過ぎたものは受け付けま
せん）申請方法はポータルサイトにて告知します。
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履 修 登 録

１．履修計画
どの科目を履修するかについては、卒業までのプロセスを自分なりに考え、授業科目を体
系づけて計画することが必要です。また、教員免許状・学芸員免許状などの免許や資格を
取得する場合は、あわせて履修計画を立てなければなりません。
卒業に必要な単位数は124単位です。それを4年間で修得するために各自しっかり履修計
画を立ててください。
各自の履修計画を立てるには、「履修の手引」、シラバス、「時間割表」及びカリキュラムマッ
プ・カリキュラムツリー（本学ウェブサイト掲載）を参考にするとよいでしょう。
履修や学修について相談したいことがあるときは、教育支援センターまでご相談ください。

２．履修科目の登録方法
授業科目を履修するためには、その年度に履修する授業科目の全てについて、履修登録を
しなければなりません。履修登録が完了しないと、授業を受講できないとともに単位が修
得できません。
履修登録はポータルサイトでの手続きとなります。必ずWeb履修登録締切までに完了して
ください。
※ Web履修登録の詳細については、P.138以降で使用方法を確認してください。ポータル
サイトのログインページは「https://aa.joshibi.net/」です。

　履修関係書類の交付
①　1～ 4年次とも4月の専攻・領域別オリエンテーションに「履修の手引」「時間割

表」を配布します。
②　「時間割表」の訂正、教室の変更等はポータルサイトにて告知します。ポータルサ

イトからの配信には十分注意してください。

　履修計画の立案、決定
①　「履修の手引」「時間割表」およびポータルサイト「シラバス」、2～ 4年次生は「前

年度の成績通知書」の単位修得状況を確認しながら、今年度の履修計画を立てて
ください。授業科目の授業内容については、ポータルサイトの「シラバス」を参
照し、また各科目区分の「履修上の注意」もよく読み、間違いのないようにして
ください。

②　専門科目時間帯（実技時間帯　P.7参照）は各専攻・領域の専門科目を履修する
ものとして履修登録し、その他の時限に「時間割表」を参照して、卒業必要科目
から順に各自が希望する講義系科目を決定（履修登録）していきます。

③　年次指定のある科目については必ず指定年次に履修してください。
学部共通科目および学科共通科目等の年次指定のない科目については遅くとも3
年次終了までには卒業要件を充足するように履修計画を立ててください。

④　1年間に履修登録できる単位の上限は1年次42単位（資格科目は除く）、2～４
年次49単位です（資格科目は除く）。　
下記科目については別途履修登録を行うので、この時点で登録はしないでくださ
い。（履修登録上限単位に含みません）
2023年度以降の入学生　アートを社会と生活に生かす「プロジェクト・スタ
ディーズ」「インターンシップ１～ 4」「国際芸術プログラム」
2022年度以前の入学生　共通科目E群「サービス・ラーニング」「インターンシッ
プ A～ D」「国際留学プログラム」

⑤　時間割上で専攻・領域のクラス指定がされている授業科目は、自専攻・領域のク
ラスを履修してください。再履修で認められた場合を除き、原則として他専攻・
領域のクラスは履修できません。

⑥　原則として専門科目時間帯（実技時間帯）に講義系科目を履修することはできま
せん。ただし下級年次で修得すべきであった卒業必要科目や資格必修科目が、未
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修得だった場合、専門科目時間帯（実技時間帯）の重複履修を一部認めることが
ありますので、所属する研究室及び教育支援センターに事前に申し出てください。

〔複数履修できる科目〕
同一科目名の授業科目が複数開講されていますが、1コマしか履修できません。また、
年度が変わり、担当教員・内容が変更されても、過去に単位修得した科目である場合、
再度履修することはできません。ただし、以下の科目区分、授業科目は複数履修する
ことが可能です。
●外国語コミュニケーションは同一科目名でも複数履修することが可能です。ただ
し、内容・教科書が同一の授業科目を2コマ以上履修することはできません。ま
た、年度が変わっても、過去に単位修得した科目と内容・教科書が同一の授業科
目である場合、再度履修することはできません。
●「スポーツ演習Ａ～Ｄ」合計４単位までを修得の上限とし、種目が異なればそれぞ
れ最大2単位修得することができます。
●2023年以降入学生「プロジェクト・スタディーズ」「インターンシップA～D」「国
際芸術プログラム」2022年以前入学生は「サービス・ラーニング」「インターンシッ
プＡ～Ｄ」「国際留学プログラム」同一科目名でも複数履修することが可能です。
また過去に単位修得した科目でも、年度が変わって再度履修することが可能です。

〔教職に関する科目〕
専攻・領域・出席番号をもとにクラスが指定されています。自分が指定されたクラス
を「時間割表」で確認し、履修してください。
なお、指定された「教職に関する科目」のクラスと、他の履修したい科目が時間割上
重複する場合は、「教職に関する科目」を他のクラスに変更して履修することができま
す（１年次生は除く）。

〔博物館に関する科目〕
専攻・領域ごとに履修上の注意事項がありますので、P.128 ～ P.133の「学芸員養成課
程について」を参照してください。

〔他学科の専門科目の履修について〕
他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、学科共通科目の選択科目に卒業
所要単位として算入できます。各専攻・領域で卒業所要単位に算入できる単位数が違
います。各専攻・領域のカリキュラム表の注欄で確認してください。また、履修でき
る他学科の学科共通科目は時間割に掲載しています。反対校地の科目を履修希望する
場合は、自学科・専攻の学習に支障をきたさないよう、よく検討してください。

　抽選科目の登録（Web）※抽選科目の履修を希望される方のみ。
履修人数に上限がある授業科目はWeb抽選を行います。下記の抽選科目Web登録締
切までにポータルサイトの「抽選授業希望登録」にて抽選授業の希望順位を登録して
ください（P.148参照）。抽選科目は「時間割表」で確認してください。希望順位の
登録は指定された順位まで、または指定された順位以内の登録が必要ですので、ポー
タルサイトの「シラバス」にて、履修したいグループの授業科目のシラバスをよく読み、
あらかじめ登録する抽選授業を決めた上で登録してください。

抽選科目Web登録締切4月7日（金）10：00

※当選授業と同じ曜日・時限に履修登録した授業はエラーとなります。抽選科目を
登録する場合は、抽選結果発表があるまで、ポータルサイトの「履修登録」にて
曜日・時限の授業科目を登録しないでください。

抽選結果発表4月8日（土）10：30 ～

※抽選結果は、ポータルサイトの「授業抽選結果」にて発表されます。当選授業の一部
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は履修登録済となっており、ポータルサイト上での取り消し、履修訂正はできません。
※残席のある抽選科目は、ポータルサイトの「履修登録」から、登録することになり、
履修登録を完了した方から、先着順で授業の定員まで登録されます。また、残席
は他の学生の履修取消により変動します。

※抽選結果発表前にポータルサイトの「履修登録」にて登録した授業が、当選授業
と曜日・時限が重複した場合、その授業はエラーとなりますので取り消してくだ
さい。

　Ｗeb履修登録
①　ポータルサイトの「履修登録」にて今年度に履修する全授業科目（後期科目も含む）

を登録してください。（P.138以降参照）
②　必修科目等の登録漏れがないかを各自で十分に確認の上、登録してください。特

に、4年次生はその際に科目区分ごとの卒業所要単位も必ず確認してください。

Web履修登録締切4月8日（土）17：00

※Web履修登録締切を過ぎると、作業途中であっても、履修登録ができなくなり
ますのでご注意ください。

③　1年次生のみ
Joshibi Foundation Englishの授業クラスについては授業開始までにポータルサイ
トで発表しますので確認してください。

　履修登録完了後
〔履修訂正〕
①　Web履修登録締切後、4月17日（月）に履修登録確認表を所属の研究室より受

け取り、必修科目や卒業必要科目等の確認とともに、今年度履修する全授業科目
を各自で再確認してください。訂正の必要がある場合は、履修訂正期間に所定の
手続きを行ってください。

②　履修訂正の確認が終了した時点で今年度の履修科目が確定します。その後の履修
科目の変更は、原則として受け付けません。

〔履修科目の中止〕
授業科目の履修にあたっては、十分検討のうえ決定するとともに途中で放棄するよう
なことがないように努めてください。授業科目の履修を中止する場合は「履修変更申
請書」を教育支援センターに提出してください。「履修変更申請書」の提出がなく一方
的に授業科目の履修を放棄した場合には、成績通知書に「Ｆ」（採点不可）と表示されます。
Ｄ・Ｆ評価も含めて、GPAを計算するため、履修中止科目がある場合は、必ず所定の
期間内に履修中止手続をしてください。

提出締切日：前期５月31日（水）　後期10月31日（火）

〔後期履修変更〕
下記の条件内で後期に履修科目の追加・変更を受け付けます。希望する学生は９月11
日（月）～ 16日（土）にポータルサイトで所定の手続きを行ってください。（ただし、
抽選科目、履修者数により変更できない科目があります）

1～ 3年次：年間上限単位から前期修得単位を除いた単位数内
4年次：卒業要件に必要な単位数
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単 位 の 認 定

１．入学時、既修得単位の認定・大学以外の教育施設等における学修の認定
本学入学以前に在学した大学、短期大学、高等専門学校の専攻科および文部科学大臣が別
に定める学修において修得した授業科目および単位の認定を希望する者は、前在大学等が
発行した「成績ならびに単位修得証明書」または、外国語検定資格の技能審査等における
学修成果の証明書を添付して「既修得単位認定願」を教育支援センターに提出してくださ
い。この手続きは入学前の定められた期間に限ります。

既修得単位の認定は、本学における学部共通科目と学科共通科目の選択科目とし、60 単位を
超えないものとします（ただし、3 年次編入学の場合を除く）。

入学時に単位認定する学習の成果 必要書類

本学入学以前に他大学又は短期大学で
修得した授業科目

「既修得単位認定願」と前在大学等が発行した
「成績ならびに単位修得証明書」及び授業概要
（シラバス）
※ 前在大学が本学の場合は上記書類は必要あ
りません。

外国語検定資格の技能審査等における
学修成果（認定基準は下表参照）

「検定試験等による単位認定申請書」と
「合格証書」または「スコアレコード」の原本

２．「外国語検定資格の技能審査」による単位認定
本学への入学前または入学後在学中に、以下の外国語検定資格技能審査を受験した場合、
その結果により、本学の学部共通科目B 群の単位として認定します。「検定試験等による
単位認定申請書」と「合格証書」または「スコアレコード」の原本を教育支援センターに
提出してください。日程については掲示をご確認ください。 
＜外国語検定資格技能審査の認定表＞
○英語

認定科目名 認定単位数 実用英語
技能検定 TOEIC※ TOEFL

（ITP）
TOEFL 
（iBT） ※ 学内実施の模擬

試験TOEIC（IP）
はTOEICのスコ
アとして扱い認
定します。

Joshibi Foundation English A・B 計 2単位 2 級 470 ～ 460 ～ 42 ～
Joshibi Foundation English A・B

+
Joshibi Global English A・B

計４単位 準 1級以上 730 ～ 543 ～ 72 ～

○フランス語  ○ドイツ語

認定科目名 認定単位数 実用フランス語
技能検定 認定科目名 認定単位数 ドイツ語

技能検定
フランス語ⅠA・ⅠB 計 2 単位 3 級 ドイツ語ⅠA・ⅠB 計 2単位 3 級
フランス語ⅠA・ⅠB

+
フランス語ⅡA・ⅡB

計４単位 2 級以上
ドイツ語ⅠA・ⅠB

+
ドイツ語ⅡA・ⅡB

計４単位 2 級以上

○イタリア語  ○日本語

認定科目名 認定単位数 実用イタリア語
技能検定 認定科目名 認定単位数 日本語

能力検定
イタリア語ⅠA・ⅠB 計 2 単位 3 級 日本語 A・B 計 2 単位 N1
イタリア語ⅠA・ⅠB

+
イタリア語ⅡA・ⅡB

計４単位 2 級以上

○中国語

認定科目名 認定単位数 中国語検定 中国語コミュニケーション
能力検定（TECC）

実用中国語
技能検定

漢語水平考試
（HSK）

中国語ⅠA・ⅠB 計 2 単位 3 級 400 ～ 4 級 3 級
中国語ⅠA・ⅠB

+
中国語ⅡA・ⅡB

計４単位 2 級以上 550 ～ 3 級以上 4 級以上
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●注意事項　＜「外国語検定資格の技能審査」による単位認定＞
・同一語学において、複数の試験で基準を満たしていても、認められる単位数は表のとお
りとします。例えば、英検2級とTOEIC470点を満たしていても「Joshibi Foundation 
English A・B」を2つ（計4単位分）認定することはしません。また、英検準１級と
TOEIC470点を満たしている場合は、より上位の基準である英検準１級のみを適用し
「Joshibi Foundation English A・B+Joshibi Global English A・B」（計4単位）のみ認定します。
・取得時期は、入学前・入学後のどちらも認めます。ただし、検定試験日より2年以内のも
のに限ります。

・学内で行われるTOEIC（IP）、TOEFL（ITP）の模擬試験（国際センター主催）のスコア
も認めます。

・認定する単位数の上限は4単位（芸術文化は6単位）とします。
・単位認定された科目と同一の科目を履修することはできません。
・単位認定時に同一の科目を履修中である場合は、所定の期間内に必ず履修中止の手続きを
行ってください。手続きを行わない場合、成績評価やGPAなどに影響が出る場合があります。

・母国語以外の検定資格のみを認定します。

願い出た授業科目および単位については、教授会にはかり教育上有益と認めたものにつ
いては、本学における学部共通科目および学科共通科目の範囲で行うものとし、本学で
修得したものとして認定します。
入学前の既修得単位および本学で修得したものとみなす単位の認定は、60単位以内とし
ます（ただし、３年次編入学を除く）。
※2022年度以前の入学生は科目名が異なりますので、別途お知らせします。

３．インターンシップ
インターンシップとは学生が一定期間企業等の中で研修生として働き、自分の将来に関連
のある就業体験を行う制度のことを言います。インターンシップ先が決まりましたらキャ
リア支援センターに報告してください。

〔単位認定するインターンシップ〕（芸術学部３・４年次対象）
本学では主に夏期・春期休業期間を利用し、自分の専門分野に関連する企業の現場（或い
はこれに類する場所）において、一定期間の実習（事前・事後指導を含む）を行うことで
単位の修得が可能です（4年次春期休業中の実習は除く）。なお、修得する科目名称・単位
数は実習期間に応じて異なります。

＜単位認定の目安＞

期　間 名　称 単　位
１週間の実習の場合 インターンシップＡ １
２週間の実習の場合 インターンシップＢ ２
３週間の実習の場合 インターンシップＣ ３
４週間の実習の場合 インターンシップＤ ４

※認定単位は、インターンシップ期間の実働時間によって、付与する単位数がかわります。

＜単位認定するインターンシップの流れ＞

インターンシップ先を
見つける

単位の認定
注）場合により補習等あり

決まったらキャリア
支援センターに報告

インターンシップ先
担当者よりキャリア
支援センターに
評価表が届く

必要書類等をキャリア
支援センターに提出

報告書類を
インターンシップ先

に提出

インターンシップ開始
出勤簿・日誌等の
記録を作成

インターンシップ終了
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４．留学中の本学開設科目学修について
遠隔授業による履修が可能となる場合でも、学籍「留学」中は認定できません。

５．単位互換制度（対女子美術大学短期大学部単位互換）
平成13年４月から女子美術大学芸術学部と女子美術大学短期大学部（専攻科を除く）の単
位互換制度を行っています。これにより、女子美術大学短期大学部の開設科目を履修する
ことが可能です。
この単位互換制度は、教育課程の充実を図るとともに、学生皆さんの教育機会の拡大、特
に幅広い視野の育成と学習意欲の向上を図ることを目的として実施されるものです。

○応募資格
芸術学部全学生が対象。

○履修可能単位数
単年度では最大８単位まで履修可能です。

○単位認定
修得した単位は学部共通科目の卒業所要単位として認定します。

○履修できる科目
単位互換の趣旨に鑑み、短期大学部の共通科目の内、芸術学部のカリキュラムに開設さ
れていない科目が単位互換の対象となります。資格科目など一部の科目は除きます。
履修の際は必修科目、実技科目等、芸術学部の勉学に支障のない範囲で、履修計画を立
ててください。

○履修料
無料です。

○申込方法
芸術学部の開設科目と同様に、Web履修登録が必要となります。
※ Web履修登録の画面上、単位互換科目には識別のため科目名称の頭に「※」の印をつ
けています

なお、抽選科目については短期大学部優先となります。短期大学部の履修人数によって
は履修を許可できない場合があります。

対女子美術大学短期大学部単位互換開設科目一覧
2023年度入学生（23●●●●）

科　目　名 単　位 形　態 備　考

短　

大　

共　

通　

科　

目

グローバルな多様性社
会に必要な知識を身に
つける

※保育原理 2

講義
※児童家庭福祉学 2

※保育の心理学 2

※子どもの保健・食・栄養 2

美大生としての基礎力・
創造力を養う

※造形材料学 2

講義

※広告論 2 ※デザイン・工芸学科は除く

※写真概論 2

※デザイン法令論 2

※記号論 2
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2020年度入学生（20●●●●）～ 2022年度入学生（22●●●●）
科　目　名 単　位 形　態 備　考

短　

大　

共　

通　

科　

目

Ａ群
※保育原理 2

講義
※保育の心理学 2

Ｃ群 ※子どもの保健・食・栄養 2 講義

Ｄ群

※造形材料学 2

講義

※写真概論 2

※インテリア概論 2

※広告論 2 ※デザイン・工芸学科は除く

※デザイン法令論 2

※記号論 2

Ｅ群 ※児童家庭福祉学 2 講義

科 目 等 履 修 生

卒業後、本学の授業科目の履修を希望する者は、本学学生の修学に支障のない限りにおい
て選考の上、科目等履修生となることができます。教職課程履修者等で所定の単位を在学
中に修得できなかった場合、不足単位の履修も可能です。履修可能科目については教育支
援センターに確認してください。申込期間は前期・通年科目は３月上旬、後期科目は６月
下旬になります。

転 学 科 ／ 転 専 攻 ・ 領 域

２～４年次への進級時に、転学科／転専攻・領域を認める場合があります。申請の資格、
時期、詳細について教育支援センターに確認してください。
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卒 業 条 件

芸術学部を卒業するために必要な最低修得単位は次の表の通りです。
卒業を認定された者には、学士（芸術） の学位が授与されます。

卒業所要単位（芸術学部）

科目区分

学科
専攻・領域

学部共通科目 学科専門科目
卒
業
所
要
単
位
合
計

① フ ァ ン
デーション

②グローバル ③ 基礎力
創造力

④ アートを
生かす

⑤語学力 学科共通
科目

専
攻
・
領
域
専
門
科
目

小

計

４単位 6 単位
以上
（注２）

10 単位
以上

２単位
以上

４単位
以上

英語系から
２単位以上
必修（注３）

必
修
・
選
択
必
修

選択
（注 1）

美術学科
　洋　画 30 14 18 62 94

124

美術学科
　日本画 30 14 20 60 94

美術学科
　立体アート 30 14 20 60 94

美術学科
　美術教育 30 16 17 61 94

美術学科
　芸術文化 30 20 24 50 94

デザイン・工芸学科
　ヴィジュアルデザイン 30 12 18 64 94

デザイン・工芸学科
　プロダクトデザイン 30 12 18 64 94

デザイン・工芸学科
　環境デザイン 30 12 18 64 94

デザイン・工芸学科
　工　芸 30 10 20 64 94

アート・デザイン表現学科
　メディア表現 30 32 8 54 94

アート・デザイン表現学科
　ヒーリング表現 30 32 8 54 94

アート・デザイン表現学科
　ファッションテキスタイル表現 30 32 6 56 94

アート・デザイン表現学科
　アートプロデュース表現 30 28 14 52 94

共創デザイン学科 30 80 14 − 94

（注１）他学科の「学科共通科目」を履修することができる。修得した単位は、「学科共通科目・選択科目」に含むことができ、
卒業所要単位に算入できる単位数は各専攻によって異なる。

（注２）外国人留学生は「日本語Ａ」１単位、「日本語Ｂ」1単位の計２単位必修。
（注３）美術学科芸術文化専攻は「⑤語学力」の英語系科目から４単位を選択必修とし、合計６単位以上を習得すること。

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜



27

学 部 共 通 科 目

　本学重点科目となるファンデーション科目を土台として、幅広い知識を共通教養で学び、学習意
欲の高い学生は美術教養へ進む積み上げ式のカリキュラムとしています。

ファンデーション科目
「女子美基礎講座」「女子美の教養」を柱として開設しています。「女子美基礎講座」では、
大学での学びに必要なスキルを身に付けると同時に、本学が輩出してきた卒業生（および
在学生）の足跡を確認し、学生の未来へと繋げていくことで、本学の理念、女子美スピリッ
ツを浸透、継承できる内容です。「女子美の教養」では、社会人、アーティストとして将来
を歩んでいく際に、教養教育の学びが自身の専攻分野、興味・関心とどのように結びつい
て社会に活かされるのかを学びます。

共通教養
・グローバルな多様性社会に必要な知識を身につける［多様性の理解］
　的確な情報収集や分析、理論的思考・判断能力を養い、現代社会において必要な知識を得て、
理解を深めるカリキュラムとなっています。次の３つの科目群から成り立っています。
●ジェンダー研究 ●国際社会と日本・文化 ●自然環境と人間

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

多様性が尊重される社会において、ジェンダー、国際社会と日本、自然環境と人間、芸術
について広く学び自己理解をすることで、その知識・理解を実地に関連付けることのでき
る幅広い教養を養う科目を配置する。

・美大生としての基礎力・創造力を養う［創造的思考力］
　制作や研究に主体的、計画的に取り組む関心・意欲・態度を養います。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

芸術的理論と技法を活用し、自分の未来像（キャリア）をデザインし、生涯にわたり地域
社会の持続的発展に貢献できる主体的な実践力、マネジメント力、協働する力を養う科目
を配置する。

・アートを社会と生活に生かす［実践力・マネジメント力］
　生涯を通して学ぶ創作、研究（持続可能なアートスキル）への関心・意欲・態度を養い、
地域社会への理解を深めるカリキュラムです。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

美学、美術史、色彩や図学など、芸術分野における基礎力、芸術的感性を培い、学術・創
作研究へ発展・応用させることのできる創造的思考力・判断力を養う科目を配置する。

・語学力を高め世界で活躍する［表現・コミュニケーション力］
創作や考えを伝える技能・表現・コミュニケーションスキルを身につけます。女子美

らしいアートに関連した英語教育の充実・実践のため、Joshibi Foundation  →Joshibi
Global→Joshibi Art Englishと、美術英語を学びます。その他、English Conversationとして
コミュニケーション能力を身につけ、English  in  the Film and Performing Artsとして、美大
生が必要とする美術や映像などの芸術全般に関する英語やプレゼンテーションを学びます。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

グローバル社会において多様な他者の文化的背景を理解し、傾聴の姿勢と共に自身の考えを的
確に伝えるコミュニケーションスキルを用いて世界で活躍できる能力を養う科目を配置する。

美術教養
教養とアートを結び付けた演習形式の科目です。
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芸術学部（2023 年度入学生～）　学部共通科目一覧
科目区分 授　業　科　目 単位数 年次 形態 授  業  科  目 単位数 年次 形態 単位計

芸
術
学
部　

学
部
共
通
科
目

ファンデーション 必 女 子 美 基 礎 講 座 2 1 講義 必 女 子 美 の 教 養 2 1 講義 4単位

30
単
位
以
上

グ
ロ
ー
バ
ル
な
多
様
性
社
会
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

ジェンダー研究

◆ 美 術 教 養 科 目 女 性 と 法 2 1～ 4
講義

６
単
位
以
上

ジ ェ ン ダ ー と ア ー ト 研 究 2 2～ 4 演習 ジ ェ ン ダ ー 論 2 1～ 4
◆ 共 通 教 養 科 目 ジ ェ ン ダ ー と ア ー ト 概 論 2 1～ 4

歴 史 の 中 の 女 性 2 1～ 4 講義

国際社会と日本・
文化

◆ 美 術 教 養 科 目 言 語 学 2 1～ 4

講義

情 報 と ア ー ト 2 2～ 4
演習

伝 統 文 化 論 2 1～ 4
人権・ダイバーシティとアート 2 2～ 4 法 学（ 日 本 国 憲 法 ） 2 1～ 4

◆ 共 通 教 養 科 目 社 会 福 祉 学 2 1～ 4
哲 学 2 1～ 4

講義

国 際 関 係 論 2 1～ 4
歴 史 学 2 1～ 4 経 済 学 2 1～ 4
文 学 2 1～ 4 観 光 学 2 1～ 4
文 化 人 類 学 2 1～ 4 教 教 育 原 論 2 1
思 想 史 2 1～ 4 ア ー ト と 法 入 門 2 1～ 4
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 2 1～ 4 芸 術 文 化 政 策 論 2 1～ 4
比 較 文 化 論 2 1～ 4 ※ 1 日 本 語 Ａ 1 1

演習
異 文 化 理 解 2 1～ 4 ※ 1 日 本 語 Ｂ 1 1

自然環境と人間

◆ 美 術 教 養 科 目 デ工 環 境 論 2 1～ 4 講義
環 境 と ア ー ト 2 2～ 4

演習
ス ポ ー ツ 演 習 Ａ 1 1～ 4

演習
身 体 と ア ー ト 2 2～ 4 ス ポ ー ツ 演 習 Ｂ 1 1～ 4

◆ 共 通 教 養 科 目 健 康 科 学 Ａ 1 1～ 4
数 理 科 学 2 1～ 4

講義

健 康 科 学 Ｂ 1 1～ 4
生 命 科 学 2 1～ 4 精 神 保 健 2 1～ 4

講義心 理 学 2 1～ 4 行 動 心 理 学 2 1～ 4
教 教 育 心 理 学 2 2 身 体 機 能 論 2 1～ 4
教 青 年 心 理 学 2 1～ 4

美
大
生
と
し
て
の
基
礎
力
・
創
造
力
を
養
う

芸術

◆ 美 術 教 養 科 目 芸 術 学 Ｂ 2 1～ 4
講義

10
単
位
以
上

音 楽 と ア ー ト 2 2～ 4
演習

芸 術 学 Ｃ 2 1～ 4
芸必 古 美 術 研 究 2 3 現 代 美 術 論 2 1～ 4

講義

◆ 共 通 教 養 科 目 デ ザ イ ン 史 Ａ 2 1～ 4
美 西 洋 美 術 史 概 説 2 1～ 4

講義

デ ザ イ ン 史 Ｂ 2 1～ 4
西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2 1～ 4 デ工 印 刷 概 論 2 1～ 4
西 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2 1～ 4 美 術 解 剖 学 Ａ 2 1～ 4
西 洋 美 術 史 特 論 Ｃ 2 1～ 4 美 術 解 剖 学 Ｂ 2 1～ 4

美 日 本 美 術 史 概 説 2 1～ 4 図 学 Ａ 2 1～ 4
日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2 1～ 4 図 学 Ｂ 2 1～ 4
日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2 1～ 4 書 道 Ａ 1 1～ 4

演習
日 本 美 術 史 特 論 Ｃ 2 1～ 4 書 道 Ｂ 1 1～ 4

美 東 洋 美 術 史 概 説 2 1～ 4 文 化 遺 産 学 2 1～ 4

講義
東 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2 1～ 4 デ工 写 真 史 2 1～ 4
東 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2 1～ 4 色 彩 学 Ａ 2 1～ 4
美 学 2 1～ 4 色 彩 学 Ｂ 2 1～ 4
現 代 美 学 2 1～ 4 造 形 心 理 学 2 1～ 4
芸 術 学 A 2 1～ 4

ア
ー
ト
を
社
会
と
生
活
に
生
か
す

実践するアート

◆ 美 術 教 養 科 目 アーティスト ･イン ･レジデンス概論 2 1～ 4

講義

２
単
位
以
上

プ ロ ジ ェ ク ト・ ス タ デ ィ ー ズ 2 1～ 4
演習

カ ラ ー コ ー デ ィ ネ ー ト 基 礎 2 1～ 4
アーティスト ･ イン ･ レジデンス 2 1～ 4 表 現 と 癒 し の 営 み 2 1～ 4
国 際 芸 術 プ ロ グ ラ ム 2 1～ 4 子 ど も 発 達 論 2 1～ 4

◆ 共 通 教 養 科 目 デ工 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 史 2 1～ 4
地 域 共 創 学 2 1～ 4 講義

キャリア
リテラシー

◆ 美 術 教 養 科 目 キ ャ リ ア 形 成 Ａ 2 1～ 4

講義
イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 1 3～ 4

実技

キ ャ リ ア 形 成 Ｂ 2 1～ 4
イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 2 3～ 4 キ ャ リ ア 形 成 Ｃ 2 2～ 4
イ ン タ ー ン シ ッ プ 3 3 3～ 4 キ ャ リ ア 形 成 Ｄ 2 2～ 4
イ ン タ ー ン シ ッ プ 4 4 3～ 4 芸必 情 報 メ デ ィ ア 基 礎 演 習 2 1～ 4 演習

◆ 共 通 教 養 科 目
学 博 物 館 概 論 2 1 講義

語
学
力
を
高
め
世
界
で
活
躍
す
る

語学力を高める

◆ 美 術 教 養 科 目 イ タ リ ア 語 Ⅰ Ａ 1 1～ 4

演習

※
２　

美
術
学
科
芸
術
文
化
専
攻　

６
単
位
以
上

４
単
位
以
上
（
英
語
科
目
か
ら
２
単
位
以
上
必
修
）

J o s h i b i   A r t   E n g l i s h   A 1 2 ～ 4

演習

イ タ リ ア 語 Ⅰ Ｂ 1 1～ 4
J o s h i b i   A r t   E n g l i s h   B 1 2 ～ 4 ド イ ツ 語 Ⅰ Ａ 1 1～ 4
English in Film and the Performing Arts A 1 2 ～ 4 ド イ ツ 語 Ⅰ Ｂ 1 1～ 4
English in Film and the Performing Arts B 1 2 ～ 4 中 国 語 Ⅰ Ａ 1 1～ 4

◆ 共 通 教 養 科 目 中 国 語 Ⅰ Ｂ 1 1～ 4
Josh ib i   Foundat ion  Eng l ish   A 1 1

演習

フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ 1 2～ 4
Josh ib i   Foundat ion  Eng l ish   B 1 1 フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ 1 2～ 4
J o s h i b i   G l o b a l   E n g l i s h   A 1 1 ～ 4 イ タ リ ア 語 Ⅱ Ａ 1 2～ 4
J o s h i b i   G l o b a l   E n g l i s h   B 1 1 ～ 4 イ タ リ ア 語 Ⅱ Ｂ 1 2～ 4
E n g l i s h   C o n v e r s a t i o n   A 1 1 ～ 4 ド イ ツ 語 Ⅱ Ａ 1 2～ 4
E n g l i s h   C o n v e r s a t i o n   B 1 1 ～ 4 ド イ ツ 語 Ⅱ Ｂ 1 2～ 4
フ ラ ン ス 語 Ⅰ A 1 1～ 4 中 国 語 Ⅱ Ａ 1 2～ 4
フ ラ ン ス 語 Ⅰ B 1 1～ 4 中 国 語 Ⅱ Ｂ 1 2～ 4

必　　…必修科目。
美　　…美術学科の必修科目。
芸必　…美術学科芸術文化専攻の必修科目。
デ ･工…デザイン・工芸学科 学科共通科目の選択科目。
教　　…教職課程指定科目。
学　　…学芸員課程科目。（学芸員養成課程履修の条件を満たす場合のみ履修可。P128 ～ 133 参照。）
※ 1　…「日本語A」「日本語B」は外国人留学生のみ履修可能。外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の計 2単位必修。
※ 2　…美術学科芸術文化専攻は「語学力を高める」の英語科目から 4単位以上を必修とし、合計 6単位以上を修得すること。
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＜履修上の注意＞

●ファンデーション
　「女子美基礎講座」「女子美の教養」は１年次必修科目です。

●国際社会と日本・文化
　外国人留学生は「日本語A」１単位「日本語B」１単位　計２単位は必修です。原則同一年度に履修
してください。「日本語Ａ・Ｂ」は外国人留学生のみ履修が可能です。

●自然環境と人間
　「健康科学Ａ」「健康科学Ｂ」「スポーツ演習A」「スポーツ演習B」履修人数に制限がありますので、
Web抽選を行います。ポータルサイトで抽選希望の登録をしてください。抽選に漏れた場合は、空き
のある科目にのみ再申請することができます。

●キャリアリテラシー
　「博物館概論」は学芸員養成課程履修者のみ履修できます。

●語学力を高める
　英語科目から２単位以上必修です。合計で４単位以上の修得が必要です。同一科目のＡ・Ｂは原則
同一年度に履修してください。
（注）芸術文化専攻は英語科目から４単位以上必修、合計で６単位以上の修得が必要です。
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卒 業 条 件

芸術学部を卒業するために必要な最低修得単位は次の表の通りです。
卒業を認定された者には、学士（芸術） の学位が授与されます。

卒業所要単位（芸術学部）

科目区分

学科
専攻・領域

学部共通科目 学科専門科目

卒
業
所
要
単
位
合
計

Ａ 群
知性と感
性を高め
る科目群

Ｂ 群
コミュニ
ケーショ
ン能力を
高める科
目群

Ｃ 群
こころと
身体の健
康を高め
る科目群

Ｄ 群
文化・芸
術の科目
群

Ｅ 群
自己を見
つめ社会
への視野
を開く科
目群

学科共通科目
専
攻
・
領
域
専
門
科
目

小

計

6 以上 4 以上
外国語コミュ
ニケーション
2 単位選択
必修含む（注2）

美 術 学 科
芸 術 文 化 
6 以上（注 3）

2 以上 12 以上 4 以上
基礎学習
ゼミ 2 単
位必修含
む

必
修
・
選
択
必
修

選択
（注 1）

美術学科
　洋　画 30 14 18 62 94

124

美術学科
　日本画 30 14 20 60 94

美術学科
　立体アート 30 14 20 60 94

美術学科
　美術教育 30 16 17 61 94

美術学科
　芸術文化 30 20 24 50 94

デザイン・工芸学科
　ヴィジュアルデザイン 30 12 18 64 94

デザイン・工芸学科
　プロダクトデザイン 30 12 18 64 94

デザイン・工芸学科
　環境デザイン 30 12 18 64 94

デザイン・工芸学科
　工　芸 30 10 20 64 94

アート・デザイン表現学科
　メディア表現 30 32 8 54 94

アート・デザイン表現学科
　ヒーリング表現 30 32 8 54 94

アート・デザイン表現学科
　ファッションテキスタイル表現 30 32 6 56 94

アート・デザイン表現学科
　アートプロデュース表現 30 28 14 52 94

（注１）他学科の「学科共通科目」を履修することができる。修得した単位は、「学科共通科目・選択科目」に含むことができ、
卒業所要単位に算入できる単位数は各専攻によって異なる。

（注２）外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。
（注３）美術学科芸術文化専攻はＢ群の「外国語コミュニケーション」の英語科目から４単位を選択必修とし、６単位以上を

修得すること。

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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学 部 共 通 科 目 （ Ａ 群 ～ Ｅ 群 ）

学部共通科目は、大学生としてだけでなく、社会人としても不可欠な、広く一般常識をもっ
てしっかりと思考する能力を身につけるための講義・演習科目群と、芸術・デザインを専
門とする学生が身につけるべき美術芸術科目群によって構成されています。知性と感性を
含めた心的能力を高める科目群（Ａ群）、コミュニケーション能力を高める科目群（Ｂ群）、
こころと身体の健康を高める科目群（Ｃ群）、文化・芸術の科目群（Ｄ群）、自己を見つめ
社会への視野を開く科目群（Ｅ群）の５つの群から構成されています。
学生の皆さんは、いったん自分の専門分野から離れ、各群の多彩な科目の中から、自分の
興味関心にしたがって主体的に科目を選択し、それらの科目の背後に広がる多様な学問的
視点や知見を学び取ることによって、学生としての基礎的教養力を自分のものにすること
ができるでしょう。また、そうした能力を、努力し身につけることによって、自分の専門
分野をさらに究め、飛躍していくための土台を築くことにもなるでしょう。
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Ａ群　知性と感性を高める科目群

Ａ群の科目は、学生がゆるぎない知的教養と鋭敏な感性を身につけ、さらにそれを磨くこ
とができるよう、さまざまな分野のものの考え方や見方を提供することを目的としていま
す。したがって、この群は、現代の文化・社会・自然科学にかかわる基本的学問によって
構成されています。
Ａ群は、選択の講義科目ですから、必要単位を上回る単位数をとることが可能ですし、自
由に選択できる単位数の範囲内で履修することができます。したがって、学生の皆さんが、
自分の関心に基づいて自主的に科目を選択し、積極的に授業に参加することが期待されます。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

人間と文化、社会のしくみ、科学と自然について幅広く学び、知性と感性を高める科目で構
成する。

Ｂ群　コミュニケーション能力を高める科目群

外国語を含めた言語、コンピュータ、異文化等の学習はコミュニケーションを成立させる
のに役立ちます。外国語は、外国人とコミュニケーションするための、また、異文化を知
るための主要な手段ですが、直接外国人との接触に役立つものであり、外国語の独特の論
理を知ることで、異質な論理、すなわち、異文化を知ることができます。
また、コンピュータはもはや言うまでもなく生活、仕事に欠かすことのできない必須のツー
ルです。コンピュータ・リテラシーを身につけることで、生活、仕事におけるコミュニケー
ション能力を向上させることができるでしょう。
異文化学習は、自民族文化中心の視野狭窄から解放し、異文化共生のための視点をもたら
し、異文化とのコミュニケーションに役立ちます。
これらのコミュニケーション関連の科目によってもたらさせる知識は、美大生が社会に出
てから、また海外で活動するときに、きっと役立つものであると確信しています。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

基礎的、教養的、実用的な外国語、異文化理解、コンピュータ能力の習熟によって、美大
生にとって今日社会的に要求されているコミュニケーション能力を高める科目で構成する。
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Ｃ群　こころと身体の健康を高める科目群

Ｃ群は、こころと身体に関する知識を深めることで、生涯を通して健やかで充実した生活
を送り、QOL（生活の質）の高い日々を実現していくための基礎的な能力を養うことを目
的としている科目群です。丈夫でしなやかなこころと身体があればこそ、創作意欲も湧き、
エネルギッシュな制作活動も可能です。また、人生100年時代を豊かに生きていくために
は健康であることはもちろん、困難に直面した際にはそれに対応する心身の余力が必要と
なるでしょう。自身のからだを自身で育むために必要な知識と実践方法を身につけていき
ましょう。

開講科目と履修について

Ｃ群には、演習系科目の「健康科学」「スポーツ演習Ａ～Ｄ」と、講義系科目の「精神保健」
「心身医学」があります。
※演習系科目
「健康科学」は、実技（運動）だけでなく講義も交えた演習で、心身の健康に関する理論
と具体的な実践方法を併せて学習することができます。
「スポーツ演習」は、実技（運動）を中心に、健康づくりのための具体的な実践方法を
学ぶ演習です。取り組むスポーツや内容によってＡ～Ｄの４つに分けられていますの
で、詳細はシラバスを参照してください（Ａ：各種スポーツ、Ｂ：競技性の低いレクリ
エーションスポーツ、Ｃ：フィットネス系、Ｄ：集中授業）。なお、スポーツ演習はアル
ファベットが同じでも科目名が異なれば（例えば、「スポーツ演習Ｃ　ストレッチ &ヨ
ガ」と「スポーツ演習Ｃ　ストレッチ &コンディショニング）、２単位の修得が可能です。
詳しくは本冊子の「履修上の注意」を参照してください。（P.36参照）

抽選科目について

※演習系科目
「健康科学」「スポーツ演習」共に、履修申請した科目の希望者が定員を超えた場合は抽選
が行われます。抽選に漏れた場合は空きのある科目にのみ再申請をすることができます。

※講義系科目
「精神保健」「心身医学」は講義系科目のため定員はありません。

評価について
※演習系科目
「健康科学」「スポーツ演習」は、実技の技術レベル（運動能力）や上達度は全く関係あ
りません。全時間出席を前提とし、学習内容の理解度や授業への参加態度（学習意欲・
積極性など）を重視します。やむを得ない理由での欠席は、「健康科学」は８回まで、「ス
ポーツ演習」は4回までを限度とし（集中授業を除く）、この回数を超えて欠席をした場
合は評価の対象となりません。

※講義系科目
「精神保健」「心身医学」は、授業回数の３分の２以上の出席回数の者を評価の対象とし
ます。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

身体活動（運動）を通して基礎体力を育み、身体の機能やこころと身体の関連性を学び、
生涯を通じて健やかな生活を送るための健康管理能力を高める科目で構成する。
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Ｄ群　文化・芸術の科目群

全学科・専攻・領域の学生を対象に、それぞれの専門分野で応用可能な知識と能力を修得
することを第一の目的に、文化・芸術に関わる以下のような性格をもった多彩な講義科目
を配置しています。

１．美術やデザイン、アートを学ぶ上でもっとも基本となる科目
２．各学科・専攻・領域の専門分野に共通するテーマ性を備えた科目
３．各分野の専門性を深めるとともに視野を広げる科目
４．これからの社会と文化・芸術のあり方を見据えた先端的テーマを扱う科目
５．創作活動のバックグランドとなる理論構築をサポートする科目

以上の枠組みを背景として構成されたこれらの科目の履修については、学生が自由に選択
することで美大生にふさわしい幅広い“美術教養”を学修することはもちろんのこと、組
み合わせによって専門性を高めることもでき、大学院での理論研究に展開させることも可
能です。
女子美生として自らをデザインするように、学生一人ひとりがその個性に合わせてカリ
キュラム作りを行ってください。
（なお各学科・専攻・領域では、一部の科目を必修・選択必修として指定していますので注
意してください。）

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

美学・美術史、色彩や素材、図学など、それぞれが専攻する専門分野で応用可能な基礎的
知識と能力を習得する科目で構成する。

Ｅ群　自己を見つめ社会への視野を開く科目群

本学は1900年に「芸術による女性の自立」、「女性の社会的地位の向上」、「専門の技術家・
美術教師の養成」を建学の精神として創立されて以来、これらの建学の精神に基づく教育
を行ってきました。学部共通科目の中でこれを特に意識した科目群が、「自己を見つめ社会
への視野を開く科目群」（Ｅ群）です。
この科目群には、現代社会において女性が家庭人、社会人、そして地球市民として今日の
社会にどのような貢献をなすことが可能なのかを考える科目、社会や企業が求める環境・
共生・文化を基盤とした地域社会貢献に関する科目、国際的感覚を持った美術の専門家あ
るいは美術科教員に必要な素養を養う科目などが準備されています。
今日、社会は基礎的・専門的な教養はもちろん、環境や共生などをキーワードに地域社会
に貢献できうる素養を求め始めています。そのような素養を身に着けるためには、美術に
関する専門的な教養をもとに、自らが主体的に活動することが必要となってきます。この
ことを視野において、学生自らが参画する授業、共生社会と美術との学際的視点の涵養を
目指します。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

社会の中での女性のあり方、異文化の中で芸術を表現する国際的感覚、自分の未来像（キャ
リア）をデザインする能力を習得する科目で構成する。
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デ工

ヴィ
ヴィ
ヴィ
ヴィ
ヴィ

芸選

芸必

芸選

（
◆
外
国
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
２
単
位
選
択
必
修
含
む
）

美
術
学
科
芸
術
文
化
専
攻  

６　

立/美教

立/美教

博 物 館 展 示 論

異 文 化 理 解

※１
※１

博 物 館 教 育 論

※2

必 …Ｅ群「基礎学習ゼミ」は１年次必修科目。
美 …美術学科の必修科目。
立 …美術学科立体アート専攻はいずれか２単位選択必修。
美教…美術学科美術教育専攻の必修科目。
芸選…美術学科芸術文化専攻はいずれか２単位選択必修。
芸必…美術学科芸術文化専攻の必修科目。
デ工…デザイン・工芸学科は学科共通科目の選択科目になります。
ヴィ…デザイン・工芸学科ヴィジュアルデザイン専攻はいずれか２単位選択必修。
	 （詳細は該当専攻・領域の「カリキュラム表」参照。）
教 …教職課程指定科目。
学 …学芸員課程指定科目。（学芸員養成課程履修の条件を満たす場合のみ履修可。P.128 ～ 133 参照。）
※１…Ｂ群「日本語Ⅰ」「日本語Ⅱ」は外国人留学生のみ履修可能。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。
※２…美術学科芸術文化専攻はＢ群の「外国語コミュニケーション」の英語科目から４単位を選択必修とし、６単位以上を修得すること。
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＜履修上の注意＞
Ａ群
「生涯学習概論」は学芸員養成課程履修者のみ履修できます。

Ｂ群
〈外国語コミュニケーション〉
外国語科目の授業は、原則、１クラス、定員30名（英会話は定員20名）で行います。「英語Ⅰ」を履
修する１年次の学生は、通常の履修登録画面から登録を行ってください。
「英語Ⅰ」以外の外国語については、Web抽選にて履修者を決定します。指定の期日までに、ポータル
サイトで抽選希望登録をしてください。
（1）卒業に必要な単位について

外国語科目を最低2単位修得することが必要です。外国語は英語、フランス語、イタリア語、
ドイツ語、中国語から選ぶことができます。日本語は、留学生のみ履修可能です。
（注）芸術文化専攻は英語科目から４単位選択必修です。

（2）卒業に必要な単位以上の履修について
卒業に必要な単位は２単位ですが、４単位以上履修することが可能です。例えば、卒業に必要な
単位として英語Ⅰ（２単位）を履修する他に、（２つ目の）英語Ⅰ（２単位）、英会話（２単位）、
あるいは、他の外国語（フランス語、ドイツ語、イタリア語、中国語）から選び、履修することが
可能です。（ただし、２科目めは定員に余裕のあるクラスの場合に限ります。）

（3）どの授業を履修するか決める
○「英語」
・英語Ⅰ：初回授業で実施する英語テストの受験結果ごとに指定されます。
・英会話：ネイティブの先生や日本人の専門家による英会話の授業です。
○「フランス語」、「イタリア語」、「ドイツ語」、「中国語」
これらの科目は1年次に、フランス語Ⅰ、ドイツ語Ⅰ、イタリア語Ⅰ、中国語Ⅰを開設します。

○「日本語」
外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位は必修です。

Ｃ群
・開設されている科目の中から卒業までに合計２単位以上になるように選択して履修してください。修
得単位の合計が2単位を超える場合は、超えた単位数を学部共通科目の卒業所要単位に算入できます。

※演習系科目
・「健康科学」は２単位、「スポーツ演習」は４単位までを修得の上限とします。また、アルファベット 
（Ａ～Ｄ）が同じでも、科目名が異なれば（例えば、「スポーツ演習Ｃ　ストレッチ &ヨガ」と「ス
ポーツ演習Ｃ　ストレッチ &コンディショニング」）最大２単位まで修得できます。

・履修人数に制限がありますので、Web抽選を行います。ポータルサイトで抽選希望の登録をしてく
ださい。抽選に漏れた場合は、空きのある科目にのみ再申請することができます。

・「スポーツ演習Ｄ（ボディメイク）」は杉並キャンパスでの実施です。
※講義系科目
・履修人数の定員はありませんので申請はWeb履修登録（４月８日（土）17:00まで）のみでかまいません。

◇演習系科目の抽選方法
Web抽選（４月７日（金）10:00まで）で履修時限が決定しますので、ポータルサイトで抽選希望
の登録をしてください。

Ｄ群
「博物館概論」「博物館展示論」「博物館教育論」は学芸員養成課程履修者のみ履修できます。

Ｅ群
「基礎学習ゼミ」は１年次必修科目です。
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美 術 学 科
１．教育内容
美術学科では大学での4年間を通し、個人の発想を独自性のある表現の域にまで高め、主体的に美
術に取り組むことを目指します。
洋画専攻、日本画専攻、立体アート専攻、芸術表象専攻、美術教育専攻、芸術文化専攻の各専攻で
制作技術の鍛錬、作品コンセプトの熟成、表象的意味の理解につとめながら、専門の周辺領域の技
術と理論を横断的に学び、美術に関する幅広い認識をもつことで、美術活動を持続的に行うことの 
できる人材を育成します。また、各自の志向する美術表現が社会で展開されている現状の安易な模
倣に終始せず、個人の感性や考えに基づく実感の伴う新たな表現を追及するために、実技や理論研
究による実践的経験にもとづく自信、知識を自己の表現と結びつける洞察力、客観的な視野で美術
活動全体から専門領域を認識する論理性、それらを基にして自分の目指す表現と方法を確立します。

２．カリキュラム編成の特徴
１年次は専攻における基礎的な技術と知識の修得、２年次は専攻（コース）の基礎および専門技術の
修得を中心に、美術の基礎として美術史、美術理論、美術選択実技Ａ・Ｂ、素材・技法の美術選択
演習Ａ・Ｂを学びます。
美術史は、「日本美術全史」および「西洋美術全史」を必修科目とします。美術理論は2年次から選
択必修で履修します。「芸術文化オープンゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ」・「美術教育論Ａ・Ｂ」を選択科目とします（芸
術文化専攻は芸術文化オープンゼミⅡ必修）。美術学科基礎技術は、１年次「美術選択実技Ａ」、２年
次「美術選択実技Ｂ」を選択科目とします。平面・立体に関わる素材・技法は、1年次「美術選択演習
Ａ」、２年次「美術選択演習Ｂ」を選択科目とします。
３年次は、１年次での専攻と美術の基礎、２年次での専門（コース・ゼミ）の基礎の上に、各自の発
想を表現に結びつけるためにコンセプトの熟成をおこない、表現に適した専門技術の修練に努めます。
芸術文化専攻は理論的に芸術と人間・社会との関わりを研究する専攻ですが、理論に必要となる実践
も行います。洋画専攻、日本画専攻、立体アート専攻、美術教育専攻の学生が理論研究を目指す場合、
選択科目の「芸術文化オープンゼミ」に参加することになります。芸術文化専攻は美術学科全ての専
攻にまたがる理論のプラットフォームの役割を担います。
４年次は、４年間の集大成として、各自の主題の明確化につとめ、その表現に必要な専門の技術を錬
磨し独創性のある作品制作または理論研究を目指します。
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洋画専攻

美術史・美術理論
美術選択演習学科内の

技法・素材
美術選択実技学科内の

実技

芸
術
文
化
専
攻

日本画専攻

立体アート専攻

美術教育専攻

洋画専攻

芸術文化オープンゼミに
よる理論指導

実技作品のクリティック

芸
術
文
化
専
攻

日本画専攻

立体アート専攻

美術教育専攻

教育目標

美術学科は、過去、現在、未来にわたる、広範な芸術的制作、芸術的理論の探求に基づき、
芸術表現およびその研究を練磨すること、平面表現、立体表現の制作技術の鍛錬、作品コ
ンセプトの熟成、芸術理論による表象的意味の理解を通して、社会に対する深い洞察に基づ
いた創造的活動を持続的に行える人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、各専攻のカリキュラムと学科共通科目を通して、美術史や芸術理論
を学び、他ジャンルにおける芸術の表現方法や素材に触れ、感性を養い、専門領域での表
現に反映できるカリキュラムを編成する。

１・２年次美術学科の基礎科目 ３・４年次実技と理論の連携
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「美術選択実技Ａ・Ｂ」 「美術選択演習Ａ・Ｂ」 

「美術選択実技Ａ・Ｂ」「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、美術学科の選択科目です。
以下の年次ごとに履修できる科目を確認して選択してください。
なお、「美術選択実技Ａ・Ｂ」「美術選択演習Ａ・Ｂ」は抽選科目になりますので、必ず抽
選申込締切日までにポータルサイトで抽選の希望登録をしてください。

年次 科目・コース名 当該科目・コースが教員免許状（美術）
取得に必要もしくは選択必修の専攻 教免法上の区分 注１ 抽選申込

締切

1

美術選択実技 A（油彩画） 日本画・立体アート・芸術文化 絵画（映像メディア
表現を含む）

4/7
10:00 まで

美術選択実技 A（リトグラフ） 注 2 絵画

美術選択実技 A（日本画） 注 2 絵画

美術選択実技 A（彫塑） 洋画・日本画・芸術文化 彫刻

美術選択実技 A（立体） 洋画・日本画・芸術文化 彫刻

美術選択演習A（素描／描写） 注 2 絵画

美術選択演習A（パネル作製） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習A（紙） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習A（日本画） 注 2 絵画

美術選択演習A（金工／ジュエリー） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習A（繊維／フェルト） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習A（CG） 洋画・日本画・立体アート・芸術文化 デザイン（映像メディ
ア表現を含む）

美術選択演習A（写真） 洋画・日本画・立体アート・芸術文化 デザイン（映像メディ
ア表現を含む）

美術選択演習A（メディア） 洋画・日本画・立体アート・芸術文化 デザイン（映像メディ
ア表現を含む）

2

美術選択実技 B（油彩画）
※洋画専攻のみ 絵画

美術選択実技 B（古典技法） 注 2 絵画

美術選択実技 B（銅版画） 注 2 絵画
美術選択実技 B（日本画）
※日本画専攻のみ 絵画

美術選択実技 B（彫塑） 洋画・日本画・芸術文化 彫刻
美術選択実技 B（立体）
※立体アート専攻のみ 彫刻

美術選択演習 B（素描／描写） 注 2 絵画

美術選択演習 B（パネル作製） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習 B（紙） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習 B（日本画） 注 2 絵画

美術選択演習 B（金工／ジュエリー） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習 B（繊維／フェルト） 洋画・日本画・美術教育・芸術文化 工芸

美術選択演習 B（写真） 洋画・日本画・立体アート・芸術文化 デザイン（映像メディ
ア表現を含む）

美術選択演習 B（メディア） 洋画・日本画・立体アート・芸術文化 デザイン（映像メディ
ア表現を含む）

美術選択演習 B（製本）

美術選択演習 B（３D・CG 初級） 洋画・日本画・立体アート・芸術文化 デザイン（映像メディ
ア表現を含む）

美術選択演習 B（３D・CG 中級） 洋画・日本画・立体アート・芸術文化 デザイン（映像メディ
ア表現を含む）

石彫 洋画・日本画・芸術文化 彫刻

注１：教職課程履修者は、教免法上の各区分に指定された科目のうちいずれか1科目（区分によっては計２単位）を履修すること（詳細
は「教職課程履修の手引」を参照すること）。

注２：芸術文化専攻で、「美術選択実技Ａ（油彩画）」を履修しない場合は、これらの科目のうち1科目と「コンピュータ入門B 」をあわ
せて履修すること。
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美 術 学 科  洋 画 専 攻

１．教育内容
平面絵画を中心に、油彩画、版画、ミクストメディア、映像表現、インスタレーションな
ど幅広い表現を学びます。
美術活動全体から専門領域を認識するために、美術の基礎としての美術史、美術全般の基
礎となる平面・立体の技術、技法・素材、さらに実践に即した美術理論を横断的に学び、
美術に対する視野を広げ、制作・研究を通して自己のテーマに沿った表現方法を練磨する
事で、個人の発想による制作に社会性を見い出せる表現者を育成します。

２．カリキュラム編成の特徴
［１年次］
「絵画Ａ」では油彩画を中心に、対象を観察して描く絵画の基本を学びます。「絵画Ｂ」は
発想を作品に展開する方法や技術の基礎を学びます。また、作品のベースとなる考えや制作
過程を記録しポートフォリオを作成します。

［２年次］
絵画コースと版画コースに分かれます。絵画コースは、「絵画Ａ」で描くことの基本を、「絵
画Ｂ」で油彩画にとどまらずさまざまな表現方法を追究します。版画コースは、木版、銅版、
石版、シルクスクリーンの基礎的技術を学びます。ポートフォリオの作成を継続します。

［３年次］
絵画コース、版画コースにおいて、創造的発想を表現につなげるための専門的な技術を習
得します。講評会で自作品について批評・解説を行えるようにプレゼンテーション能力を高
めます。

［４年次］
これまでに養った創造的表現力や表現方法を土台に、テーマを明確化することで独自な作品
制作を目指します。ゼミ形式で各自の発想を総合的に展開し、社会的な創作活動の出発点と
なる卒業制作を行います。

【洋画専攻・ヴィジュアルデザイン専攻間の相互履修について】
洋画・ヴィジュアルデザイン専攻間において、相互の専攻・領域専門科目を履修するこ
とができます
（対象学生）　１年次及び３年次　若干名

（履修科目）※現行カリキュラムに沿って記載しているため、一部変更の可能性があります。
  １年次　前期７月頃　３週間　「デザイン・工芸選択実技Ａ」２単位     

→  読替「絵画ⅠＢ」（人体・静物・写真・版画手法いずれか）５単位の内の２単位分
次の①～④のうち1科目選択。
①デザイン・工芸選択実技Ａ（シルクスクリーン） 
②デザイン・工芸選択実技Ａ（写真） 
③デザイン・工芸選択実技Ａ（タイポグラフィ） 
④デザイン・工芸選択実技Ａ（グラフィックデザイン） 

３年次　前期（詳細日程未定）３週間程度
「ＶＤ演習Ⅰ-D」（専門的なデザイン領域）２単位
→ 読替「絵画ⅢB」（コンペティション）７単位の内の２単位分、「版画Ⅱ」（銅版画・
リトグラフ）11単位の内の２単位分
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教育目標

洋画専攻では、「個性の尊重」「オリジナリティの追究」「制作におけるプロセスの重視」を教育
方針とし、現代社会に対応した多様な美術表現の知識と技術を兼ね備え、芸術活動をもって社会
活動・創造活動のできる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１・２年次は、絵画における絵画表現を ｢素材｣ ｢テーマ｣ ｢手法｣ の観点から作品制作に取り
組み、基礎的知識と技術を学ぶ。また、ファインアートの歴史と現代社会の関わりを幅広く理
解し、専門的知識と技術を学ぶ基礎を築く。

・２年次では絵画コース、版画コースに分かれ、専門基礎に取り組み、表現と専門性を探求し学ぶ。

・３・４年次は、表現の展開と専門性の探究を通して、各自のテーマと表現方法の確立を目標とする。

・３年次では専門的知識と技術を学びながら、絵画コースでは、実践的社会活動としての美術を
探究し、コース別での作品展示やワークショップなどを通して、ファイル制作技術、プレゼンテー
ション能力と作品鑑賞能力を高めていく。版画コースでは、４版種から各自の表現に適した版
種を選択し、絵画的発想と版を作る技術との融合を図り、資質にあった方向を確立する。

・４年次は、専門的知識と技術を習熟し、習得した幅広い教養と知識、技術の総まとめとして、
各自のテーマと表現方法で卒業制作作品を制作し、展示発表する。
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芸術学部　美術学科　洋画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義
必 日本美術史概説 2 講義
必 東洋美術史概説 2 講義

6
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）

2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注3)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（油彩画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 絵画ⅠＡ 6 実技 ▼絵画コース ▼絵画コース ▼絵画コース
＊ 絵画ⅠＢ 5 実技 ＊ 絵画ⅡＡ 4 実技 ＊ 絵画ⅢＡ 8 実技 ＊ 絵画Ⅳ 8 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ 絵画ⅡＢ 8 実技 ＊ 絵画ⅢＢ 7 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

基礎構成演習 2 演習 ＊ デッサンⅡ 2 実技
14 15 18

▼版画コース ▼版画コース ▼版画コース
＊ 版画Ⅰ 10 実技 ＊ 版画Ⅱ 11 実技 ＊ 版画Ⅲ 7 実技
＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅰ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅱ 1 実技

版画表現演習Ⅰ 2 演習 版画表現演習Ⅱ 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
15 14 15 18

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、5単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

専攻・領域

専門科目

必
　
修

62

32

94

4 演習

合 計 124

8
(注３)文化資源学

選
 

択

18
(注４)

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習 (2～4年次）

(1～4年次）

語学力を高め世界で活躍する
4

（注2）

ファンデーション 4

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

必
　
修

6

  芸術文化オープンゼミⅢ

選
択
必
修

科    目    名 科    目    名

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

6
（注1）

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

アートを社会と生活に生かす 2

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

卒業所要単位計
科    目    名 科    目    名

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）	 芸術学部　美術学科　洋画専攻　カリキュラム表

注1． 外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注4． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、

修得した単位は、5単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュー
ル表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

対象：2023年度入学生（23●●●●）

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義
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芸術学部　美術学科　洋画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義
必 日本美術史概説 2 講義
必 東洋美術史概説 2 講義

6
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）

2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注3)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（油彩画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 絵画ⅠＡ 6 実技 ▼絵画コース ▼絵画コース ▼絵画コース
＊ 絵画ⅠＢ 5 実技 ＊ 絵画ⅡＡ 4 実技 ＊ 絵画ⅢＡ 8 実技 ＊ 絵画Ⅳ 8 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ 絵画ⅡＢ 8 実技 ＊ 絵画ⅢＢ 7 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

基礎構成演習 2 演習 ＊ デッサンⅡ 2 実技
14 15 18

▼版画コース ▼版画コース ▼版画コース
＊ 版画Ⅰ 10 実技 ＊ 版画Ⅱ 11 実技 ＊ 版画Ⅲ 7 実技
＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅰ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅱ 1 実技

版画表現演習Ⅰ 2 演習 版画表現演習Ⅱ 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
15 14 15 18

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、5単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

専攻・領域

専門科目

必
　
修

62

32

94

4 演習

合 計 124

8
(注３)文化資源学

選
 

択

18
(注４)

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習 (2～4年次）

(1～4年次）

語学力を高め世界で活躍する
4

（注2）

ファンデーション 4

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

必
　
修

6

  芸術文化オープンゼミⅢ

選
択
必
修

科    目    名 科    目    名

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

6
（注1）

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

アートを社会と生活に生かす 2

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

卒業所要単位計
科    目    名 科    目    名

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）

4

4
（注2）

2

10

6
（注1）
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芸術学部　美術学科　洋画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義
必 日本美術全史 4 講義

8
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）

2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（油彩画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 絵画ⅠＡ 6 実技 ▼絵画コース ▼絵画コース ▼絵画コース
＊ 絵画ⅠＢ 5 実技 ＊ 絵画ⅡＡ 4 実技 ＊ 絵画ⅢＡ 8 実技 ＊ 絵画Ⅳ 8 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ 絵画ⅡＢ 8 実技 ＊ 絵画ⅢＢ 7 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

基礎構成演習 2 演習 ＊ デッサンⅡ 2 実技
14 15 18

▼版画コース ▼版画コース ▼版画コース
＊ 版画Ⅰ 10 実技 ＊ 版画Ⅱ 11 実技 ＊ 版画Ⅲ 7 実技
＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅰ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅱ 1 実技

版画表現演習Ⅰ 2 演習 版画表現演習Ⅱ 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
15 14 15 18

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、5単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

専攻・領域

専門科目

必
　
修

62

32

94

4 演習

合 計 124

6
(注２)文化資源学

選
 
択

18
(注３)

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習 (2～4年次）

(1～4年次）

Ｄ群 12

Ｅ群 4

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

必
　
修

8

  芸術文化オープンゼミⅢ

選
択
必
修

科    目    名 科    目    名

学
部
共
通
科
目

Ａ群 6

30

Ｂ群
4

(注１)

Ｃ群 2

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

卒業所要単位計
科    目    名 科    目    名

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 	 芸術学部　美術学科　洋画専攻　カリキュラム表

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」2単位、「日本語Ⅱ」2単位の計４単位必修。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、

修得した単位は、5単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール
表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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芸術学部　美術学科　洋画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義
必 日本美術全史 4 講義

8
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）

2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（油彩画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 絵画ⅠＡ 6 実技 ▼絵画コース ▼絵画コース ▼絵画コース
＊ 絵画ⅠＢ 5 実技 ＊ 絵画ⅡＡ 4 実技 ＊ 絵画ⅢＡ 8 実技 ＊ 絵画Ⅳ 8 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ 絵画ⅡＢ 8 実技 ＊ 絵画ⅢＢ 7 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

基礎構成演習 2 演習 ＊ デッサンⅡ 2 実技
14 15 18

▼版画コース ▼版画コース ▼版画コース
＊ 版画Ⅰ 10 実技 ＊ 版画Ⅱ 11 実技 ＊ 版画Ⅲ 7 実技
＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅰ 2 実技 ＊ 素材実験Ⅱ 1 実技

版画表現演習Ⅰ 2 演習 版画表現演習Ⅱ 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
15 14 15 18

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、5単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

専攻・領域

専門科目

必
　
修

62

32

94

4 演習

合 計 124

6
(注２)文化資源学

選
 
択

18
(注３)

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習 (2～4年次）

(1～4年次）

Ｄ群 12

Ｅ群 4

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

必
　
修

8

  芸術文化オープンゼミⅢ

選
択
必
修

科    目    名 科    目    名

学
部
共
通
科
目

Ａ群 6

30

Ｂ群
4

(注１)

Ｃ群 2

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

卒業所要単位計
科    目    名 科    目    名

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 
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美 術 学 科  日 本 画 専 攻

１．教育内容
日本画は長い伝統のもとに育ち今日に至りました。日本画専攻は、その精神・技法を土台
に、現代そしてこれからの日本画の創造、発展に向かい、各々の感性および、それに沿っ
た表現力を高め、個々の創造の喜びを確実なものとし、豊かな人間性を育むことを目的と
します。全て競争になりつつある現代において、本来創造の喜びとは競争より生まれてく
るものではなく、個々の研鑽により自ずと湧きでるものであり、のびのびとした個性ある
表現力の発展は、真の創造の喜びを体得することから始まると考えます。その為に実技の
時間を多くする一方、精神的な“ゆとり”に配慮しカリキュラムを編成しています。

２．カリキュラム編成の特徴
（１）日本画の制作研究を軸に、デッサン・写生・構成研究・古典研究・素材研究・学外研究、

および他分野の実技制作が連動し、全体の一体感を計ります。
（２）1・2年次でしっかりとした基礎意識、造形力を養い、個々の感性に沿った表現まで

スムーズに移行できるようカリキュラムを編成しています。
（３）学生と教師間の討論、研究の場として話し合いをかさね、基本的な造形力・構成力を

確実なものとしていきます。
（４）古典研究を深めその技法を習得する一方、現在の日本画材料・技法を研究し、その発

展の可能性を追求する為、模本や素材研究設備を充実し時間を割きました。
（５）他専攻実技の体験、他分野との共同講義・演習により視野を広げ、より柔軟な思考と

創造の基本を把握します。
（６）学外研究時間の充実により授業形態を多様化し、多くの視覚体験と写生研究を促進し

ます。

・日本画制作
 〔日本画基礎ⅠＡ〕〔日本画基礎ⅠＢ〕〔日本画基礎ⅡＡ〕〔日本画基礎ⅡＢ〕〔日本画研究ⅠＡ〕
〔日本画研究ⅠＢ〕〔日本画研究Ⅱ〕〔卒業制作〕。
 日本画の基礎から始まり、個性ある表現まで日本画材料による課題制作で、カリキュラムの
軸となります。
〔１〕描写研究
写生旅行や動物園、水族館の写生、モデルのデッサン等により、対象を的確に観察把握
し表現できる力を養います。

〔２〕構成研究
写生からのエスキース、下絵の研究により、基礎となる画面構成力、造形力を高めます。

〔３〕討論研究制作
講評会、ゲスト講師を交えての講評会により、学生と教師間または学生間で、新たなる
問題提起、討論研究、制作を行い、創造の原点を探ります。

〔４〕古典研究
模本を用いて模写を行い古典への考察を深め、現代日本画との関連性、およびその発展
性を追求します。

〔５〕日本画素材研究
それぞれの分野の専門家を講師に、日本画の用具、用材を研究し、材料の特性をしっか
りと把握するとともにその可能性を研究します。

〔６〕他分野実技、素材研究
〔美術選択実技Ａ〕〔美術選択実技Ｂ〕で他専攻の実技を体験し、〔美術選択演習Ａ〕〔美
術選択演習Ｂ〕により、　他分野の素材の知識と扱い方を習得し視野を広げ、新たなる
試みに挑戦します。
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〔７〕学外研究
美術館・ギャラリー等での作品鑑賞、日本画材料の製造工程の見学、写生旅行、動物写
生などを学外研究として行います。

教育目標

日本画専攻では、日本画制作を軸に、日本画の材料・素材研究や古典絵画の研究を連動
させ、幅広い視点から日本画を総合的に学び、日本画の伝統をふまえて、個々の豊かな資質・
若い感性を活かした次代の新しい日本画の創造に主体的に取り組める人材の育成を教育目
標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１・２年次では、日本画制作を通して、伝統的画材や技法の知識などの基礎力を充実させ、
作品サイズを次第に大きくしながら、柔軟な思考と創造力を培う。

・３年次では自己の表現の追求、より自由で個性的な創造的表現へ発展させ、古典研究では、
精神・古典技法についてより深く学び、日本画制作の幅を広げる。

・４年次では、各自のテーマを探求し、習得した技術・技法をもとに、集大成として卒業作品
を制作する。作品発表を通してプレゼンテーション力を高め、社会に発信していく力を養う。
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芸術学部　美術学科　日本画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義
必 日本美術史概説 2 講義
必 東洋美術史概説 2 講義

6
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注3)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（日本画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 日本画基礎ⅠＡ 7 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＡ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＡ 8 実技 ＊ 日本画研究Ⅱ 8 実技
＊ 日本画基礎ⅠＢ 5 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＢ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＢ 8 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

12 14 16 18

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

ファンデーション 4

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

6
（注1）

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

アートを社会と生活に生かす 2

語学力を高め世界で活躍する
4

（注2）

４       年        次
卒業所要単位計

(1～4年次)

選
 

択

20
(注４)

8
(注３)

芸術文化オープンゼミⅢ 4

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次

科    目    名 科    目    名 科    目    名 科    目    名

94

選
択
必
修

2 演習

演習

芸術文化オープンゼミⅠ

必
　
修

6

注４．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、6単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

合 計

(2～4年次）

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

60

34

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）～

注1．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注3．８単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注4． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した

単位は、6単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参
照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

	 芸術学部　美術学科　日本画専攻　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義
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芸術学部　美術学科　日本画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義
必 日本美術史概説 2 講義
必 東洋美術史概説 2 講義

6
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注3)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（日本画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 日本画基礎ⅠＡ 7 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＡ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＡ 8 実技 ＊ 日本画研究Ⅱ 8 実技
＊ 日本画基礎ⅠＢ 5 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＢ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＢ 8 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

12 14 16 18

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

ファンデーション 4

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

6
（注1）

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

アートを社会と生活に生かす 2

語学力を高め世界で活躍する
4

（注2）

４       年        次
卒業所要単位計

(1～4年次)

選
 

択

20
(注４)

8
(注３)

芸術文化オープンゼミⅢ 4

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次

科    目    名 科    目    名 科    目    名 科    目    名

94

選
択
必
修

2 演習

演習

芸術文化オープンゼミⅠ

必
　
修

6

注４．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、6単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

合 計

(2～4年次）

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

60

34

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）～

4

4
（注2）

2

10

6
（注1）
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芸術学部　美術学科　日本画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義
必 日本美術全史 4 講義

8
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（日本画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 日本画基礎ⅠＡ 7 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＡ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＡ 8 実技 ＊ 日本画研究Ⅱ 8 実技
＊ 日本画基礎ⅠＢ 5 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＢ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＢ 8 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

12 14 16 18

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

４       年        次
卒業所要単位計

学
部
共
通
科
目

Ａ群

30

(1～4年次)

Ｅ群 4

選
 

択

20
(注３)

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次

科    目    名 科    目    名 科    目    名 科    目    名

6

6
(注２)

Ｂ群
4

(注１)

Ｃ群 2

Ｄ群 12

芸術文化オープンゼミⅢ 4

94

選
択
必
修

2 演習

演習

芸術文化オープンゼミⅠ

必
　
修

8

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、6単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

合 計

(2～4年次）

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

60

34

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」2単位、「日本語Ⅱ」2単位の計４単位必修。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得

した単位は、６単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を
参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

	 芸術学部　美術学科　日本画専攻　カリキュラム表

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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芸術学部　美術学科　日本画専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義
必 日本美術全史 4 講義

8
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（日本画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習

美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習
石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 日本画基礎ⅠＡ 7 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＡ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＡ 8 実技 ＊ 日本画研究Ⅱ 8 実技
＊ 日本画基礎ⅠＢ 5 実技 ＊ 日本画基礎ⅡＢ 7 実技 ＊ 日本画研究ⅠＢ 8 実技 ＊ 卒業制作 10 実技

12 14 16 18

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

４       年        次
卒業所要単位計

学
部
共
通
科
目

Ａ群

30

(1～4年次)

Ｅ群 4

選
 

択

20
(注３)

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次

科    目    名 科    目    名 科    目    名 科    目    名

6

6
(注２)

Ｂ群
4

(注１)

Ｃ群 2

Ｄ群 12

芸術文化オープンゼミⅢ 4

94

選
択
必
修

2 演習

演習

芸術文化オープンゼミⅠ

必
　
修

8

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、6単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

合 計

(2～4年次）

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

60

34

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 
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美 術 学 科  立 体 ア ー ト 専 攻

１．教育内容
立体アート専攻では彫刻という枠を超え、多様な素材による立体造形の可能性を追求しま
す。
それに伴い、素材に適した幅広い造形技術を身につけます。
また、複数の素材を組み合わせる等、独創性にあふれる表現を目指します。
芸術の本質と普遍性を探り、個々の感性を磨き、自由で豊かな発想による表現活動をする
人を育成します。

２．カリキュラム編成の特徴
１年次　「素材演習」では粘土・紙・木・石・金属の素材に触れ、基礎となる技法を学びます。

「彫塑基礎Ⅰ」及び「絵画」ではデッサンやトルソ・頭像制作を行い、立体造形の
基礎を学びます。
「美術選択実技」では、自専攻又は他専攻の実技に取り組みます。
また、「美術共通実技」では他専攻の実技に取り組みます。

２年次　「素材実習」では各素材の技術を習得し、小作品を制作します。
「工芸」では機材を通して木工技術を学び、「立体基礎」では自ら選択した素材を
使って作品を完成させます。
「美術選択実技」では、自専攻又は他専攻の実技に取り組みます。
「彫塑基礎Ⅱ」では塑造による全身像等を制作します。

３年次　「塑造」「紙」「木」「石」「金属」の中から自分の制作に合った素材を選択します。
高度な技術を身につけ、表現の幅を広げ、独自の表現法を模索します。

４年次　3年次に選択した素材で、前期には卒業制作に繋がる作品を自由に制作し、後期
は各自のテーマで４年間の集大成となる卒業制作を行います。

教育目標

立体アート専攻では、芸術の本質を見据え、彫刻という枠と従来の素材・様式などに捉われ
ない独創的な造形表現を追求し、立体造形に関する専門的な知識や高度な技術の上に、豊
かな感性と深い洞察力を有する人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１・２年次は立体造形で必要となる専門的な知識・技術における基礎的な理解を深める。

・３年次からは粘土・紙・木・石・金属等の中から各自が志望する素材を基に、専門性を
高め、自己の表現を模索する。

・４年次はそれまでに習得した専門知識と技術をもって独自の造形性を探求し、集大成と
しての卒業作品を制作する。
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注1．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注3．８単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注4． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することが

でき、修得した単位は、６単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

芸術学部　美術学科　立体アート専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義
必 日本美術史概説 2 講義
必 東洋美術史概説 2 講義

6
2 演習
2 演習
2 講義
2 講義

色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義

2 (注3)講義
2 講義

デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（立体） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 彫塑基礎Ⅰ 7 実技 ＊ 彫塑基礎Ⅱ 2 実技 造形表現演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 素材演習 3 演習 ＊ 素材実習 5 実技
＊ 絵画 2 実技 ＊ 立体基礎 3 実技

彫塑概論 2 講義 ＊ 工芸 2 実技
14 12 2 10

＊ 塑造ⅠＡ 7 ＊ 塑造Ⅱ 8
＊ 塑造ⅠＢ 7 ＊ 紙　Ⅱ 8
＊ 紙　ⅠＡ 7 ＊ 木　Ⅱ 8 8 実技
＊ 紙　ⅠＢ 7 ＊ 石　Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＡ 7 ＊ 金属Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＢ 7
＊ 石　ⅠＡ 7
＊ 石　ⅠＢ 7
＊ 金属ⅠＡ 7
＊ 金属ⅠＢ 7

14 8

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

アートを社会と生活に生かす 2

語学力を高め世界で活躍する
4

（注2）

ファンデーション 4

124

アート・アクティヴィティＢ

ヴィジュアルスタディーズＡ
ヴィジュアルスタディーズＢ

34

合 計

38

20
(注４)

演習

２        年        次 ３        年        次

アート・プラクティスⅠ
アート・プラクティスⅡ
アート・アクティヴィティＡ

選
択
必
修

必
 

修

科    目    名

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

芸術文化オープンゼミⅠ

科    目    名科    目    名 科    目    名

6
（注1）

選
 

択

14 実技

(1～4年次)

科    目    区    分
１        年        次 ４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

卒業所要単位計

6

22

8
(注３)

  芸術文化オープンゼミⅢ 演習4

注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、６単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

選
択
必
修

学
科
専
門
科
目

専攻・領域

専門科目

学科共通科目

94

必
　
修

60

2 (2～4年次）

14

14

14

14

14

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）～
芸術学部　美術学科　立体アート専攻　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義
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教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケ
ジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

芸術学部　美術学科　立体アート専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義
必 日本美術史概説 2 講義
必 東洋美術史概説 2 講義

6
2 演習
2 演習
2 講義
2 講義

色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義

2 (注3)講義
2 講義

デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（立体） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 彫塑基礎Ⅰ 7 実技 ＊ 彫塑基礎Ⅱ 2 実技 造形表現演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 素材演習 3 演習 ＊ 素材実習 5 実技
＊ 絵画 2 実技 ＊ 立体基礎 3 実技

彫塑概論 2 講義 ＊ 工芸 2 実技
14 12 2 10

＊ 塑造ⅠＡ 7 ＊ 塑造Ⅱ 8
＊ 塑造ⅠＢ 7 ＊ 紙　Ⅱ 8
＊ 紙　ⅠＡ 7 ＊ 木　Ⅱ 8 8 実技
＊ 紙　ⅠＢ 7 ＊ 石　Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＡ 7 ＊ 金属Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＢ 7
＊ 石　ⅠＡ 7
＊ 石　ⅠＢ 7
＊ 金属ⅠＡ 7
＊ 金属ⅠＢ 7

14 8

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

アートを社会と生活に生かす 2

語学力を高め世界で活躍する
4

（注2）

ファンデーション 4

124

アート・アクティヴィティＢ

ヴィジュアルスタディーズＡ
ヴィジュアルスタディーズＢ

34

合 計

38

20
(注４)

演習

２        年        次 ３        年        次

アート・プラクティスⅠ
アート・プラクティスⅡ
アート・アクティヴィティＡ

選
択
必
修

必
 

修

科    目    名

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

芸術文化オープンゼミⅠ

科    目    名科    目    名 科    目    名

6
（注1）

選
 

択

14 実技

(1～4年次)

科    目    区    分
１        年        次 ４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

卒業所要単位計

6

22

8
(注３)

  芸術文化オープンゼミⅢ 演習4

注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、６単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

選
択
必
修

学
科
専
門
科
目

専攻・領域

専門科目

学科共通科目

94

必
　
修

60

2 (2～4年次）

14

14

14

14

14

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）～

4

6
（注1）

10

4
（注2）

2
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芸術学部　美術学科　立体アート専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

選 図学Ａ 2
選 図学Ｂ 2
必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義
必 日本美術全史 4 講義

8
2 演習
2 演習
2 講義
2 講義

色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義

2 (注2)講義
2 講義

デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（立体） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 彫塑基礎Ⅰ 7 実技 ＊ 彫塑基礎Ⅱ 2 実技 造形表現演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 素材演習 3 演習 ＊ 素材実習 5 実技
＊ 絵画 2 実技 ＊ 立体基礎 3 実技

彫塑概論 2 講義 ＊ 工芸 2 実技
14 12 2 10

＊ 塑造ⅠＡ 7 ＊ 塑造Ⅱ 8
＊ 塑造ⅠＢ 7 ＊ 紙　Ⅱ 8
＊ 紙　ⅠＡ 7 ＊ 木　Ⅱ 8 8 実技
＊ 紙　ⅠＢ 7 ＊ 石　Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＡ 7 ＊ 金属Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＢ 7
＊ 石　ⅠＡ 7
＊ 石　ⅠＢ 7
＊ 金属ⅠＡ 7
＊ 金属ⅠＢ 7

14 8

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

124

アート・アクティヴィティＢ

ヴィジュアルスタディーズＡ
ヴィジュアルスタディーズＢ

34

合 計

38

20
(注３)

芸術文化オープンゼミⅠ 演習

２        年        次 ３        年        次

アート・プラクティスⅠ
アート・プラクティスⅡ
アート・アクティヴィティＡ

Ｃ群

科    目    区    分
１        年        次

選
択
必
修

必
 
修

科    目    名

学
部
共
通
科
目

Ｂ群

Ｅ群

2

Ａ群 6

4
(注１)

2

科    目    名科    目    名 科    目    名

選
 
択

14 実技

４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

卒業所要単位計

8

22

6
(注２)

  芸術文化オープンゼミⅢ 演習4

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、６単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

選
択
必
修

Ｄ群 講義

学
科
専
門
科
目

専攻・領域

専門科目

学科共通科目

30

4

（1～2年次） 12

94

必
　
修

60

2 (2～4年次）

(1～4年次)

14 

14 

14 

14 

14 

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」2単位、「日本語Ⅱ」2単位の計４単位必修。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することがで

き、修得した単位は、６単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

	 芸術学部　美術学科　立体アート専攻　カリキュラム表

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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芸術学部　美術学科　立体アート専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

選 図学Ａ 2
選 図学Ｂ 2
必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義
必 日本美術全史 4 講義

8
2 演習
2 演習
2 講義
2 講義

色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義

2 (注2)講義
2 講義

デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（立体） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ａ 2 講義 (3～4年次）
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 彫塑基礎Ⅰ 7 実技 ＊ 彫塑基礎Ⅱ 2 実技 造形表現演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 素材演習 3 演習 ＊ 素材実習 5 実技
＊ 絵画 2 実技 ＊ 立体基礎 3 実技

彫塑概論 2 講義 ＊ 工芸 2 実技
14 12 2 10

＊ 塑造ⅠＡ 7 ＊ 塑造Ⅱ 8
＊ 塑造ⅠＢ 7 ＊ 紙　Ⅱ 8
＊ 紙　ⅠＡ 7 ＊ 木　Ⅱ 8 8 実技
＊ 紙　ⅠＢ 7 ＊ 石　Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＡ 7 ＊ 金属Ⅱ 8
＊ 木　ⅠＢ 7
＊ 石　ⅠＡ 7
＊ 石　ⅠＢ 7
＊ 金属ⅠＡ 7
＊ 金属ⅠＢ 7

14 8

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

124

アート・アクティヴィティＢ

ヴィジュアルスタディーズＡ
ヴィジュアルスタディーズＢ

34

合 計

38

20
(注３)

芸術文化オープンゼミⅠ 演習

２        年        次 ３        年        次

アート・プラクティスⅠ
アート・プラクティスⅡ
アート・アクティヴィティＡ

Ｃ群

科    目    区    分
１        年        次

選
択
必
修

必
 
修

科    目    名

学
部
共
通
科
目

Ｂ群

Ｅ群

2

Ａ群 6

4
(注１)

2

科    目    名科    目    名 科    目    名

選
 
択

14 実技

４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

卒業所要単位計

8

22

6
(注２)

  芸術文化オープンゼミⅢ 演習4

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、６単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

選
択
必
修

Ｄ群 講義

学
科
専
門
科
目

専攻・領域

専門科目

学科共通科目

30

4

（1～2年次） 12

94

必
　
修

60

2 (2～4年次）

(1～4年次)

14 

14 

14 

14 

14 

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 

教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュー
ル表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
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美 術 学 科  美 術 教 育 専 攻

１．教育内容
美術科の教員あるいは美術に関する社会教育の専門家として社会に広く貢献できる人材を
育成するために、絵画、彫刻、デザイン、工芸に関する幅広い知識と表現の方法、美術史・
美術理論に関する全般的な知識、および美術教育に関する基礎的・実践的な知識と技能を
学びます。
１年次から３年次の前半にかけて、絵画、彫刻、デザイン、工芸のそれぞれの領域におけ
る作品制作に取り組み、基礎的な知識と技術・手法を幅広く学びます。
１年次、２年次の主な実技の授業は「デッサン」「造形表現基礎A」「造形表現基礎B」の
３つから構成されます。「デッサン」はデッサンの基礎から難しいものまで段階的に学びま
す。「造形表現基礎A」は美術教育専攻の基幹となる科目で、絵画、立体表現の基本を学び
ます。「造形表現基礎B」は美術学科内の他の専攻およびデザイン・工芸学科において、絵
画、彫刻、デザイン、工芸に関する幅広い表現の方法を体験します。
また、美術学科の共通科目として、西洋美術史、日本美術史、絵画・立体表現の基礎実技、
技法・素材に関わる演習などを学びます。
２年次、３年次からは実技の授業に加えて、「美術教育演習」というゼミ形式の授業にお
いて美術教育・美術理論について理解を深め、美術教育に関する専門性を高めていきます。
美術教育に関する専門科目としては、「美術教育演習」のほかにも「美術教育論」「美術科
教育内容指導論」などの授業が必修となっています。
また、３年次から４年次にかけての実技の授業は、絵画、立体表現などの中からより専門
性の高い領域に分かれて制作を行い、４年次に自己の表現活動を卒業制作または卒業論文
の形にして発表します。

２．カリキュラム編成の特徴
（１） 実技を学ぶ造形表現A（１年次　造形表現基礎ⅠA、２年次　造形表現基礎ⅡA、３

年次　造形表現研究ⅠA）は、絵画、立体表現、コンピュータ実習の３つの柱で構成
されています。美術の多様な表現について、基礎から独自の表現による作品制作まで
をめざします。

（２） 造形表現B（１年次　造形表現基礎ⅠB、２年次　造形表現基礎ⅡB、３年次　造形
表現研究ⅠB）では、他専攻の実技体験を通して幅広い表現方法を学ぶだけでなく、
独自の表現を追究する専門性を高めます。

（３） ２・３年次の美術教育に関する専門科目には、美術教育の理論を学ぶ講義と教育現場
で必要な実践的指導力を身に付ける演習があり、教師に求められる豊かな人間性、コ
ミュニケーション能力など総合的な人間力を高めることをめざします。



59

教育目標

美術教育専攻では、絵画、彫刻、デザイン、工芸、美術史・美術理論に関する幅広い知識
と技術を兼ね備え、美術教育で社会に広く貢献できる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次から３年次の前半にかけて、絵画、彫刻、デザイン、工芸のそれぞれの領域におけ
る作品制作に取り組み、基礎的な知識と技術・手法を幅広く学ぶ。その際、自専攻の課題
のみならず、学科内他専攻および他学科の課題を体験することで、絵画、彫刻、デザイン、
工芸のそれぞれの領域における表現方法や知識に触れ、技術・手法を深める。

・２年次からは、美術教育・美術理論のゼミに所属し、美術教育および美術による社会へ
の貢献について理解を深め、美術教育に関する専門性を高めていく。

・３・４年次では、絵画、彫刻、デザイン、工芸の中から各自が志望する領域について、
専門性を高め、自己の表現を模索する。

・４年次では、専門的知識と技術を習熟し、習得した幅広い教養と知識、技術の総まとめ
として、自己の表現活動を卒業制作または卒業論文の形にまとめ上げる。
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注1．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注3．８単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することがで

き、修得した単位は、５単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

	 芸術学部　美術学科　美術教育専攻　カリキュラム表
芸術学部　美術学科　美術教育専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義 美術教育論Ａ 2 講義
必 日本美術史概 2 講義
必 東洋美術史概 2 講義

6 2
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注3)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習
 

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 造形表現基礎ⅠＡa 3 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究Ⅱ 8 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡb 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡb 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡb 1 実技 ＊ 卒業研究 10 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡc 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡc 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡc 1 実技
＊ 造形表現基礎ⅠＢ 2 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＢ 2 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＢ 2 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ デッサンⅢ 2 実技
＊ デザイン・工芸選択実技Ｂ 2 実技 美術教育演習Ａ 2 演習 ＊ デザイン・工芸選択実技Ａ 2 実技

美術科教育内容指導論Ａ 2 講義 美術教育演習Ｂ 2 演習
美術科教育内容指導論Ｂ 2 講義

11 14 16 18
デザイン・工芸論Ａ 2
デザイン・工芸論Ｂ 2

2

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

6
（注1）

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

語学力を高め世界で活躍する 4
（注2）

ファンデーション

(3～4年次）

注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、５単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

講義

合 計

学
科
専
門
科
目

4

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

59

61

選
択
必
修

2

94

選
択
必
修

2

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習

科    目    名 科    目    名

4 演習

17
(注３)

8

学科共通科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

科    目    名 科    目    名

必
　
修

アートを社会と生活に生かす

(1～4年次)

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

芸術文化オープンゼミⅢ

2

選
 

択

8
(注３)

卒業所要単位計

33

(2～4年次）

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）～

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義
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芸術学部　美術学科　美術教育専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義 美術教育論Ａ 2 講義
必 日本美術史概 2 講義
必 東洋美術史概 2 講義

6 2
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 8 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注3)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習
 

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 造形表現基礎ⅠＡa 3 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究Ⅱ 8 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡb 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡb 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡb 1 実技 ＊ 卒業研究 10 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡc 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡc 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡc 1 実技
＊ 造形表現基礎ⅠＢ 2 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＢ 2 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＢ 2 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ デッサンⅢ 2 実技
＊ デザイン・工芸選択実技Ｂ 2 実技 美術教育演習Ａ 2 演習 ＊ デザイン・工芸選択実技Ａ 2 実技

美術科教育内容指導論Ａ 2 講義 美術教育演習Ｂ 2 演習
美術科教育内容指導論Ｂ 2 講義

11 14 16 18
デザイン・工芸論Ａ 2
デザイン・工芸論Ｂ 2

2

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。

注3．8単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要
な知識を身につける

6
（注1）

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

語学力を高め世界で活躍する 4
（注2）

ファンデーション

(3～4年次）

注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、５単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

講義

合 計

学
科
専
門
科
目

4

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

59

61

選
択
必
修

2

94

選
択
必
修

2

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習

科    目    名 科    目    名

4 演習

17
(注３)

8

学科共通科目

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

科    目    名 科    目    名

必
　
修

アートを社会と生活に生かす

(1～4年次)

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

芸術文化オープンゼミⅢ

2

選
 

択

8
(注３)

卒業所要単位計

33

(2～4年次）

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）～

教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
履修方法については研究室の指示に従うこと。

4

6
（注1）

10

4
（注2）

2
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注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」2単位、「日本語Ⅱ」2単位の計４単位必修。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することがで

き、修得した単位は、５単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39） 
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュー
ル表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

	 芸術学部　美術学科　美術教育専攻　カリキュラム表芸術学部　美術学科　美術教育専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 図学Ａ 2 講義
必 図学Ｂ 2 講義
必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義 美術教育論Ａ 2 講義
必 日本美術全史 4 講義

8 2
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習
  

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 造形表現基礎ⅠＡa 3 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究Ⅱ 8 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡb 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡb 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡb 1 実技 ＊ 卒業研究 10 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡc 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡc 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡc 1 実技
＊ 造形表現基礎ⅠＢ 2 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＢ 2 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＢ 2 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ デッサンⅢ 2 実技
＊ デザイン・工芸選択実技Ｂ 2 実技 美術教育演習Ａ 2 演習 ＊ デザイン・工芸選択実技Ａ 2 実技

美術科教育内容指導論Ａ 2 講義 美術教育演習Ｂ 2 演習
美術科教育内容指導論Ｂ 2 講義

11 14 16 18
デザイン・工芸論Ａ 2
デザイン・工芸論Ｂ 2

2

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

2

94

選
択
必
修

(3～4年次）

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、５単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

講義

合 計

学
科
専
門
科
目

必
　
修

17
(注３)

10

(2～4年次）

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

59

61

選
択
必
修

Ｅ群 4

科    目    名

33

2

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習

選
 
択

学
部
共
通
科
目

Ａ群 6

6
(注２)

Ｂ群
4

(注１)

Ｃ群 2

学科共通科目

Ｄ群

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

卒業所要単位計
科    目    名 科    目    名 科    目    名

4 演習

(1～4年次)

30

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

（1～2年次） 12

芸術文化オープンゼミⅢ

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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芸術学部　美術学科　美術教育専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 図学Ａ 2 講義
必 図学Ｂ 2 講義
必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義 美術教育論Ａ 2 講義
必 日本美術全史 4 講義

8 2
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 6 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 講義
芸術民俗学 2 講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

6
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習
  

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 造形表現基礎ⅠＡa 3 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡa 4 実技 ＊ 造形表現研究Ⅱ 8 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡb 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡb 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡb 1 実技 ＊ 卒業研究 10 演習
＊ 造形表現基礎ⅠＡc 1 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＡc 1 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＡc 1 実技
＊ 造形表現基礎ⅠＢ 2 実技 ＊ 造形表現基礎ⅡＢ 2 実技 ＊ 造形表現研究ⅠＢ 2 実技
＊ デッサンⅠ 2 実技 ＊ デッサンⅡ 2 実技 ＊ デッサンⅢ 2 実技
＊ デザイン・工芸選択実技Ｂ 2 実技 美術教育演習Ａ 2 演習 ＊ デザイン・工芸選択実技Ａ 2 実技

美術科教育内容指導論Ａ 2 講義 美術教育演習Ｂ 2 演習
美術科教育内容指導論Ｂ 2 講義

11 14 16 18
デザイン・工芸論Ａ 2
デザイン・工芸論Ｂ 2

2

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
注２．６単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

2

94

選
択
必
修

(3～4年次）

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、５単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

講義

合 計

学
科
専
門
科
目

必
　
修

17
(注３)

10

(2～4年次）

124

専攻・領域

専門科目

必
　
修

59

61

選
択
必
修

Ｅ群 4

科    目    名

33

2

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習

選
 
択

学
部
共
通
科
目

Ａ群 6

6
(注２)

Ｂ群
4

(注１)

Ｃ群 2

学科共通科目

Ｄ群

科    目    区    分
１        年        次 ２        年        次 ３        年        次 ４       年        次

卒業所要単位計
科    目    名 科    目    名 科    目    名

4 演習

(1～4年次)

30

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

（1～2年次） 12

芸術文化オープンゼミⅢ

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 
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美 術 学 科  芸 術 文 化 専 攻

１．教育内容
芸術文化専攻では３つの視点から芸術を学んでいきます。ひとつは芸術表象、芸術を理論
から考え、ときに実際に体験しながら深めていきます。芸術の意味がわかるためには、その
もととなる社会や文化を理解することが絶対に必要です。どのような人が、何を感じ、何を
考えて表現・デザインするのか、芸術の意味をていねいに深く掘り下げます。
次は色彩学・視覚科学で、美術の方法や表現効果を人間の心の働きや成り立ちをもとに考
えていきます。人は視覚的な動物といわれていますが、人の存在と美術の成り立ちには深い
関係があります。人間の脳が美術を生み出し、育ててきた理由とあり方を学んでいきます。
最後は美術史で、美術のあり方を古代から現在までの時間の流れの中で考えていきます。「見
ること」と「知ること」、そして「作ること」にかかわる造形は、人間の可能性を考える際に
重要な基本となります。長い歴史のなかでさまざまに展開してきた造形を通して、現在の私
たちがどう存在し、どう進んでいくのかを考えていきます。
これら３つの視点を総合的に学んだのち、各視点に対応する３つのコースに分かれて専門性
に磨きをかけてゆきます。また、ダブルコース制度により、各コースで学んでいる分野とは別
にそれ以外の分野の学習成果を認証され、各所属の専門分野の枠をこえて、自分の興味・
関心に基づいて自主的に学んでいくことが出来ます。ダブルコース制度で選択できる分野は
上記３分野以外に、芸術人類学、芸術と法が加わります。

２．カリキュラム編成の特徴
１年次では世界の芸術・文化を学ぶための基礎力を養います。１年次は芸術を通して「教養」
を身につけてゆくための準備期間であり、世界各国の文化を広く学ぶことでこれまでの自
分の視点から脱却し、客観的な視点で広く自らの文化を見る力を身に付けます。そして国
内研修、東アジア研修を通して日本国内・アジアの芸術と文化に直接触れ、文化の流れと
つながりを学びます。
２年次では芸術を通して世の中を知るための方法論を学びます。社会・思想・歴史・視覚
などあらゆる角度から芸術を捉え、様々な事象と芸術との関連性を見出し研究するための
手法を学びます。後期からはゼミで専門性を高め、また欧米研修によって西洋文化におけ
る芸術の在り方も直接体験します。
３年次は自らが芸術を探求するための方法を深めていきます。１・２年次で学んできた知
識をもとに、芸術そのものを探求していきます。芸術の持つ意味を読み解くために作品の
成り立ちや仕組みを学び、自分の専門性を活かした方法論に立脚して探求していきます。
４年次は芸術と社会との接点を見出し、芸術を生み出した人間を理解します。自らのテーマ
を定め、これまで学んできた方法論に基づいてオリジナリティの高い研究をまとめていきます。

教育目標

芸術文化専攻では文献研究、実験や研修などの体験を通して、芸術と人間・社会とのかかわ
りを理論的に研究し、またディスカッション等の方法論も学び、グローバライゼーションに適
応できる教養人、芸術を通して人間・社会に広く貢献できる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・ 1・2 年次では基本的概念の理解と語学、研究法などの基礎知識を習得し、内外研修を通
して文化と芸術との関係を学ぶ。

・ 3 年次では自らの 3コースから、自らの研究方法を選択し、コース毎にその具体的な方法
論を学ぶ。同時に芸術と人間・社会とのかかわりに関する知見を深め、卒業研究の準備を
整える。

・ 4 年次ではこれまでに学んできた現象・方法論などの知識を活用し、自らの視点に基づいた
独創的研究を進めると同時に、社会に出て活動する方向性を定める。
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注1．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注2．英語系から４単位以上必修とし、合計６単位以上を修得すること。
注3． 各科目区分から2単位以上必修とし、合計10単位以上修得すること。また、10単位以上修得の場合は学科共通科目・

選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注4． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することがで

	 芸術学部　美術学科　芸術文化専攻　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義
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芸術学部　美術学科　芸術文化専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

選 情報メディア基礎演習 2 2 演習 （1～2年次） 必 古美術研究 2 演習

必 女子美基礎講座 2 講義
必 女子美の教養 2 講義
必 西洋美術史概説 2 講義 芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習 (3～4年次）
必 日本美術史概説 2 講義
必 東洋美術史概 2 講義

6 4
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 (注3)講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 (注3)講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注3)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 2 講義
芸術民俗学 2 (注3)講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

美術教育論Ａ 2 講義
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 芸術文化基礎ⅠＡ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＡ 2 講義 ＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 2 演習 ＊ 卒業研究 4 演習
＊ 芸術文化基礎ⅠＢ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＢ 2 講義
＊ 芸術文化基礎ⅠＣ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＣ 2 講義
＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 演習 ＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 演習
＊ 海外芸術研修ⅠＡ 2 講義 ＊ 海外芸術研修ⅡＡ 2 講義

海外芸術研修ⅠＢ 2 演習 海外芸術研修ⅡＢ 6 演習
＊ 日本文化研修Ａ 2 講義 ＊ 日本文化研修Ｂ 2 講義

芸術文化ゼミⅠ 2 演習
14 20 2 4

芸術文化ゼミⅡ（芸術表象） 4 芸術文化ゼミⅢ（芸術表象） 4
芸術文化ゼミⅡ（美術史） 4 4 演習 芸術文化ゼミⅢ（美術史） 4 4 演習
芸術文化ゼミⅡ（色彩） 4 芸術文化ゼミⅢ（色彩） 4

4 4
ﾃﾞｻﾞｲﾝ・工芸論Ａ 2 講義
ﾃﾞｻﾞｲﾝ・工芸論Ｂ 2 講義

印刷概論 2 講義
工芸史Ａ（染織） 2 講義 (2～4年次）
工芸史Ｂ（陶ガラス） 2 講義

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。

注2．英語系から４単位以上必修とし、合計６単位以上を修得すること。

注3．各科目区分から2単位以上必修とし、合計10単位以上修得すること。また、10単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

注5．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

合 計 124

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習 (2～4年次）

94

44

  芸術文化オープンゼミⅢ 演習

40

50

選
択
必
修 2

(注5)

8
(注5)

(1～4年次）
10

選
 

択

4

(1～4年次)

注4．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、８単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

24
(注４)

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

必
　
修

専攻・領域

専門科目

必
　
修

科    目    区    分
１        年        次

学
部
共
通
科
目

グローバルな多様性社会に必要な
知識を身につける

選
択
必
修

1100
((注注３３))

２        年        次

科    目    名

３        年        次 ４       年        次

科    目    名 科    目    名

(3～4年次）

科    目    名

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

卒業所要単位計

1100

4
（注2）

ファンデーション 4

6
（注1）

30

美大生としての基礎力・創造力を
養う 10

アートを社会と生活に生かす 2

語学力を高め世界で活躍する

対象：２０２３年度入学生（23●●●●）～

き、修得した単位は、８単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注5． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。
教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュー
ル表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

4

6
（注1）

10

4
（注2）

2

必 古美術研究 2 演習
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芸術学部　美術学科　芸術文化専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

選 コンピュータ入門Ａ 2
選 コンピュータ入門Ｂ 2

必 古美術研究 2 演習

必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義 芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習 (3～4年次）
必 日本美術全史 4 講義

8 4
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 (注2)講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 (注2)講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 2 講義
芸術民俗学 2 (注2)講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

美術教育論Ａ 2 講義
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 芸術文化基礎ⅠＡ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＡ 2 講義 ＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 2 演習 ＊ 卒業研究 4 演習
＊ 芸術文化基礎ⅠＢ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＢ 2 講義
＊ 芸術文化基礎ⅠＣ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＣ 2 講義
＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 演習 ＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 演習
＊ 海外芸術研修ⅠＡ 2 講義 ＊ 海外芸術研修ⅡＡ 2 講義

海外芸術研修ⅠＢ 2 演習 海外芸術研修ⅡＢ 6 演習
＊ 日本文化研修Ａ 2 講義 ＊ 日本文化研修Ｂ 2 講義

芸術文化ゼミⅠ 2 演習
14 20 2 4

芸術文化ゼミⅡ（芸術表象） 4 芸術文化ゼミⅢ（芸術表象） 4
芸術文化ゼミⅡ（美術史） 4 4 演習 芸術文化ゼミⅢ（美術史） 4 4 演習
芸術文化ゼミⅡ（色彩） 4 芸術文化ゼミⅢ（色彩） 4

4 4
ﾃﾞｻﾞｲﾝ・工芸論Ａ 2 講義
ﾃﾞｻﾞｲﾝ・工芸論Ｂ 2 講義

印刷概論 2 講義
工芸史Ａ（染織） 2 講義 (2～4年次）
工芸史Ｂ（陶ガラス） 2 講義

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」の英語科目から４単位を選択必修とし、６単位以上を修得すること。
注２．２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

注４．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

(3～4年次）

30

4

科    目    名

6
(注１)

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

卒業所要単位計

2

12

２        年        次

科    目    名

３        年        次 ４       年        次

科    目    名 科    目    名

2 演習

Ｃ群

科    目    区    分
１        年        次

学
部
共
通
科
目

Ａ群 6

選
択
必
修

8
(注２)

10

Ｄ群 12

Ｅ群

(1～2年次）

選
 

択

Ｂ群

4

(1～4年次)

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、８単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

24
(注３)

学
科
専
門
科
目

学科共通科目

必
　
修

専攻・領域

専門科目

必
　
修

40

50

選
択
必
修 2

(注４)

8
(注４)

(1～4年次）

合 計 124

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習 (2～4年次）

94

44

  芸術文化オープンゼミⅢ 演習

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」の英語科目から４単位を選択必修とし、６単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」2単位、「日本語Ⅱ」2単位の計４単位必修。
注２．２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することが

でき、修得した単位は、８単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。

	 芸術学部　美術学科　芸術文化専攻　カリキュラム表
対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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芸術学部　美術学科　芸術文化専攻 カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

選 コンピュータ入門Ａ 2
選 コンピュータ入門Ｂ 2

必 古美術研究 2 演習

必 基礎学習ゼミ 2 講義

必 西洋美術全史 4 講義 芸術文化オープンゼミⅡ 4 演習 (3～4年次）
必 日本美術全史 4 講義

8 4
アート・プラクティスⅠ 2 演習
アート・プラクティスⅡ 2 2 演習
アート・アクティヴィティＡ 2 (注2)講義
アート・アクティヴィティＢ 2 講義
色彩文化概論 2 講義
配色調和論 2 講義
視覚心理学 2 2 講義
カラーキャリアⅠ 2 (注2)講義
カラーキャリアⅡ 2 講義
技法史 2 講義 (2～4年次）
文化資源学 2 2 講義
ヴィジュアルスタディーズＡ 2 (注2)講義
ヴィジュアルスタディーズＢ 2 講義
デザイン批評Ａ 2 講義
デザイン批評Ｂ 2 講義
芸術人類学 2 2 講義
芸術民俗学 2 (注2)講義
芸術政策と法 2 講義
創作活動と法 2 講義

8
＊ 美術選択実技Ａ（油彩画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（古典技法） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（ﾘﾄｸﾞﾗﾌ） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（銅版画） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（日本画） 2 実技 ＊ 美術選択実技Ｂ（彫塑） 2 実技
＊ 美術選択実技Ａ（彫塑） 2 実技 美術選択演習Ｂ（素描／描写） 2 演習
＊ 美術選択実技Ａ（立体） 2 実技 美術選択演習Ｂ（パネル作製） 1 演習

美術選択演習Ａ（素描／描写） 2 演習 美術選択演習Ｂ（紙） 1 演習
美術選択演習Ａ（パネル作製） 1 演習 美術選択演習Ｂ（日本画） 2 演習
美術選択演習Ａ（紙） 1 演習 美術選択演習Ｂ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習
美術選択演習Ａ（日本画） 2 演習 美術選択演習Ｂ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習
美術選択演習Ａ（金工／ｼﾞｭｴﾘｰ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（写真） 2 演習
美術選択演習Ａ（繊維／ﾌｪﾙﾄ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習
美術選択演習Ａ（ＣＧ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（製本） 2 演習
美術選択演習Ａ（写真） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG初級） 1 演習
美術選択演習Ａ（ﾒﾃﾞｨｱ） 2 演習 美術選択演習Ｂ（3D･CG中級） 1 演習

石彫 1 演習

絵画素材論Ａ 1 講義
絵画素材論Ｂ 1 講義

美術教育論Ａ 2 講義
美術教育論Ｂ 2 講義

＊ 芸術文化基礎ⅠＡ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＡ 2 講義 ＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 2 演習 ＊ 卒業研究 4 演習
＊ 芸術文化基礎ⅠＢ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＢ 2 講義
＊ 芸術文化基礎ⅠＣ 2 講義 ＊ 芸術文化基礎ⅡＣ 2 講義
＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 演習 ＊ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 演習
＊ 海外芸術研修ⅠＡ 2 講義 ＊ 海外芸術研修ⅡＡ 2 講義

海外芸術研修ⅠＢ 2 演習 海外芸術研修ⅡＢ 6 演習
＊ 日本文化研修Ａ 2 講義 ＊ 日本文化研修Ｂ 2 講義

芸術文化ゼミⅠ 2 演習
14 20 2 4

芸術文化ゼミⅡ（芸術表象） 4 芸術文化ゼミⅢ（芸術表象） 4
芸術文化ゼミⅡ（美術史） 4 4 演習 芸術文化ゼミⅢ（美術史） 4 4 演習
芸術文化ゼミⅡ（色彩） 4 芸術文化ゼミⅢ（色彩） 4

4 4
ﾃﾞｻﾞｲﾝ・工芸論Ａ 2 講義
ﾃﾞｻﾞｲﾝ・工芸論Ｂ 2 講義

印刷概論 2 講義
工芸史Ａ（染織） 2 講義 (2～4年次）
工芸史Ｂ（陶ガラス） 2 講義

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」の英語科目から４単位を選択必修とし、６単位以上を修得すること。
注２．２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

注４．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。

教免－「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.●）
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

(3～4年次）

30

4

科    目    名

6
(注１)

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）
必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目

卒業所要単位計

2

12

２        年        次

科    目    名

３        年        次 ４       年        次

科    目    名 科    目    名

2 演習

Ｃ群

科    目    区    分
１        年        次

学
部
共
通
科
目

Ａ群 6

選
択
必
修

8
(注２)

10

Ｄ群 12

Ｅ群

(1～2年次）

選
 

択

Ｂ群

4

(1～4年次)

注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、８単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

24
(注３)
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科
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門
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学科共通科目
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修

専攻・領域

専門科目

必
　
修

40

50

選
択
必
修 2

(注４)

8
(注４)

(1～4年次）

合 計 124

芸術文化オープンゼミⅠ 2 演習 (2～4年次）

94

44

  芸術文化オープンゼミⅢ 演習

対象：２０１５年度入学生（１5●●●●）～ 

教免−「美術選択実技Ａ・Ｂ」、「美術選択演習Ａ・Ｂ」は、指定科目を履修すること。（詳細はP.39）
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール
表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
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デザイン・工芸学科
１．教育内容
デザイン・工芸学科では、人と人とのコミュニケーション・人とモノの関わり・人と環境
のあるべき姿の考察、および独創的な創作活動の実践を行います。そして幅広い視野・技
術・感性を実体験から養い、柔軟な思考に基づき、時代に即応し活躍できる人材を養成し
ます。そのために専攻する各デザイン分野と工芸分野に関する基礎的な知識と基本的な技
能・技法を習得するとともに、豊かな感性や創造的な発想力、豊かな表現力の養成、柔軟
な着想力、実践的な企画力を身につけることを教育目標としています。

２．カリキュラム編成の特徴
学科共通科目は、デザイン・工芸に関する幅広い基礎を学ぶ科目群です。デザイン・工芸
選択実技Ａ、デザイン・工芸選択実技Ｂは、各専攻における横断的に実技を学ぶ科目です。
他に横断的な理論的知識を学ぶ科目としては、必修科目のデザイン・工芸論Ａ、デザイン・
工芸論Ｂのほか、デザイン図法、印刷概論、プロダクトデザイン概論、環境デザイン概論、
素材演習Ａ～Ｆ、工芸史Ａ、工芸史Ｂなどのデザイン・工芸に関する基礎的な講義・演習
科目があり、各自が学習計画をたてて選択履修します。

教育目標

デザイン・工芸学科は、人と人とのコミュニケーション・人とモノの関わり・人と環境のある
べき姿の考察、及び独創的な創作活動の実践を通して、幅広い視野・技術・感性を養い、
柔軟な思考に基づき時代に即応し活躍できる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、各専攻のカリキュラムと学科共通科目を通して、デザインと工芸分野
を中心とした幅広い知識やプレゼンテーション・スキルを身につけ、他専攻の横断的実技を
経験することで自らの特性や個性、能力を見つめ直し、専門領域での表現に反映できるカリ
キュラムを編成する。
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「デザイン・工芸選択実技Ａ・Ｂ」 

「デザイン・工芸選択実技Ａ・Ｂ」は、デザイン・工芸学科の必修科目になります。以下の
履修できる科目を確認して選択してください。
なお、「デザイン・工芸選択実技Ａ・Ｂ」は抽選科目になりますので、必ず抽選申込締切日
までにポータルサイトで抽選の希望登録をしてください。

年次 科目 コース名 当該科目・コースが教員免許
状（美術）取得に必要な専攻 教免法上の区分 注 抽選申込

締切

1

デザイン・工芸選択実技 A

平面シルクスクリーン プロダクトデザイン、工芸 絵画

4/7
10:00 まで

平面写真

平面タイポグラフィ

平面グラフィック

立体箱のデザイン

立体バターナイフ

空間

染

刺繍

ガラス

デザイン・工芸選択実技 B

平面シルクスクリーン プロダクトデザイン、工芸 絵画

平面写真

平面タイポグラフィ

平面グラフィック

立体箱のデザイン

立体バターナイフ

空間

織

陶

注：教職課程履修者は、教免法上の各区分に指定された科目のうちいずれか1科目を履修すること（詳細は「教職課程履修の
　　手引」を参照すること）。
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デザイン・工芸学科 ヴィジュアルデザイン専攻

１．教育内容
ヴィジュアルデザイン専攻では多様化する時代に応じ、的確で新しいヴィジュアルコミュ
ニケーションの可能性を探求します。
具体的にはグラフィックデザインを中心に、タイポグラフィ、イラストレーション、写真、
印刷、映像、Web、パッケージデザイン、TVCM、アニメーション、キャラクターデザイン、
ブランディング、モーショングラフィック、編集、プレゼンテーション、広告におけるアー
トディレクション等、さらに新たな媒体における表現を見据えた多岐にわたる授業が用意
されています。
それぞれの授業ではアナログやデジタルにかかわらず、表現の核心を追求します。社会で
コミュニケーションが大きな意味を持つ中で、「ヴィジュアルデザイン」は非常に有効かつ
豊かな手段です。社会の変化に対応しつつ時代の息づかいを敏感に吸収し、自らの創造力
で新しいヴィジュアルデザインを提示できるクリエイターを育成します。

２．カリキュラム編成の特徴
（１）１、２年時を通しておこなわれるヴィジュアルデザイン基礎演習では、ヴィジュアル

デザインに必要とされる基礎を習得します。単にスキルのみを習得するのではなく、
観察、発見、発想、検証、表現といったプロセスを、実技体験をする中から理解しク
リエイターとしての基盤を構築します。また、表現演習では多様な表現方法や情報を
学び、基礎能力を広げていきます。

（２） ３年次からのヴィジュアルデザイン演習では、専門的なヴィジュアルデザインを学び
ます。前期は「グラフィックデザイン」と「アートディレクション」の2コースのど
ちらかを選択します。「グラフィックデザイン」ではグラフィックデザイナーとして
の専門性と能力向上を目指し、「アートディレクション」ではグラフィックデザイン
のスキルを基にアートディレクターとしての幅広いコミュニケーション力、問題解決
力を身につけます。後期はさらに細分化された専門性の高い授業が幅広く用意され、
その中から選択することによって個々の目標を明確に実現し、卒業後の進路につなぐ
ことのできるカリキュラムになっています。
4年次では、興味のあるデザイン分野をより深く体験することによって後期からの卒
業制作につなげていきます。

【洋画専攻・ヴィジュアルデザイン専攻間の相互履修について】
洋画・ヴィジュアルデザイン専攻間において、相互の専攻・領域専門科目を履修するこ
とができます。
（対象学生）１年次及び３年次　若干名

（履修科目）※現行カリキュラムに沿って記載しているため、一部変更の可能性があります。
  １年次  　前期７月頃　３週間     
「絵画ⅠＢ」（人体・静物・版画手法いずれか）５単位の内の２単位分
→ 読替「デザイン・工芸選択実技Ａ」２単位

３年次　　後期（詳細日程未定）３週間程度　
「絵画ⅠＢ」（版画（リトグラフ・銅版画））5単位の内の２単位分 
「絵画ⅢＢ」（コンペティション）7単位の内の２単位分
→ 読替「ＶＤ演習Ⅰ-Ｄ」（専門的なデザイン領域）２単位
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教育目標

ヴィジュアルデザイン専攻では、デザインの基礎・造形理論・美の本質を理解し、グラフィッ
クによるデザインを中心に関連分野の幅広いスキルを習得し、その過程で、客観的な視点や、
デザインによる問題解決能力などを向上させ、社会の変化に対応し、的確で新鮮なヴィジュ
アルコミュニケーションができる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・ １年次はデザインの基礎を学ぶ。

・ ２年次はヴィジュアルデザインに必要なスキルを学び、より専門的な基礎を習得する。

・ ３年次はこれまでに習得したデザインの基礎知識を応用・展開してオリジナリティのある作
品およびヴィジュアルデザインの可能性を追求する。

・ ４年次は各ゼミに分かれて、各自が専門表現の可能性を追求しながらテーマを設定し、４年
間の集大成として卒業制作を制作する。
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注1．「グローバルな多様性社会に必要な知識を身に付ける」科目群のうち、外国人留学生は「日本語Ａ」１単位、「日本語Ｂ」１単位の計２単位必修。
注2． 「語学力を高め世界で活躍する」科目群のうち、英語系から２単位以上を必修とし、４単位以上を修得すること。
注3． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単

位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。　
履修方法については研究室の指示に従うこと。

芸術学部　デザイン・工芸学科　ヴィジュアルデザイン専攻　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義
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4

6
（注1）

10

4
（注2）

2
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芸術学部　デザイン・工芸学科　ヴィジュアルデザイン専攻　カリキュラム表

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。
注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、

９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．履修することが望ましい。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
　履修方法については研究室の指示に従うこと。

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

選 2 　
選 1

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技 2 講義
＊ 2 実技 2 講義

2 講義
2 講義
8 4

デザイン図法 2 講義 1 演習 構造計画 2 講義
1 演習 建築設備 2 講義
2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義
2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 文様史 2 講義
2 演習 2 講義 2 講義

色彩計画演習 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 デザインサーベイ論 2 講義 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 インテリアデザイン史 2 講義 写真史 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 部 環境論 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 日本服装史 2 講義

2 講義
2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ａ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ａ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ａ 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｂ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｂ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｂ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅱ-Ａ 4 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｃ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｃ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｃ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅱ-Ｂ 4 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｄ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｄ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｄ 2 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｅ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｅ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｅ 2 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｆ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｆ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｆ 2 演習
＊ 表現演習Ⅰ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅱ-Ａ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅲ-Ａ 2 演習

＊ 表現演習Ⅱ-Ｂ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅲ-Ｂ 2 演習

14 16 16 18

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．履修することが望ましい。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

学
科
専
門
科
目

専攻・領域

専門科目

選
　
択

必
　
修

必
　
修

英語プレゼンテーション

（履修年次指定なし）

学科共通科目

デザイン・工芸選択実技Ｂ

工芸史Ｂ（陶ガラス）

プロダクトデザイン概論

エコロジカルプランニング演習
ライティング演習

人間工学論

デザイン・工芸論Ａ

デザイン・工芸選択実技Ａ

デザイン・工芸論Ｂ

映像表現演習Ｂ
映像表現演習Ａ

デザイン心理学

コンピュータプレゼン演習Ａ
コンピュータプレゼン演習Ｂ

マーケティング論 (注３)

バリアフリー演習

工芸史Ａ（染織）

2 演習 （1～4年次）

科    目    区    分
科    目    名

学
部
共
通
科
目 Ｄ群

Ｅ群

Ｃ群

Ａ群

健康科学
スポーツ演習Ａ～Ｄ

Ｂ群

（2～3年次）

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

科    目    名

4
(注１)

４       年        次

6

卒業所要単位計

302

芸術学部　デザイン・工芸学科　ヴィジュアルデザイン専攻　カリキュラム表

科    目    名

２        年        次１        年        次 ３        年        次

科    目    名

12

環境デザイン概論

ヴィジュアルデザイン概論
印刷概論

広告論

伝統染織文化論

（1～3年次）

合 計

4

124

12

18
(注２)

94

64

30

64

対象：2020年度入学生（20●●●●）〜 2022年度入学生（22●●●●）
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単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

選 2 　
選 1

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技 2 講義
＊ 2 実技 2 講義

2 講義
2 講義
8 4

デザイン図法 2 講義 1 演習 構造計画 2 講義
1 演習 建築設備 2 講義
2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義
2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 文様史 2 講義
2 演習 2 講義 2 講義

色彩計画演習 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 デザインサーベイ論 2 講義 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 インテリアデザイン史 2 講義 写真史 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 部 環境論 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 日本服装史 2 講義

2 講義
2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ａ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ａ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ａ 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｂ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｂ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｂ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅱ-Ａ 4 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｃ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｃ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｃ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅱ-Ｂ 4 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｄ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｄ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｄ 2 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｅ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｅ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｅ 2 演習
＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅰ-Ｆ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン基礎演習Ⅱ-Ｆ 2 演習 ＊ ヴィジュアルデザイン演習Ⅰ-Ｆ 2 演習
＊ 表現演習Ⅰ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅱ-Ａ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅲ-Ａ 2 演習

＊ 表現演習Ⅱ-Ｂ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅲ-Ｂ 2 演習

14 16 16 18

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．履修することが望ましい。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

学
科
専
門
科
目

専攻・領域

専門科目

選
　
択

必
　
修

必
　
修

英語プレゼンテーション

（履修年次指定なし）

学科共通科目

デザイン・工芸選択実技Ｂ

工芸史Ｂ（陶ガラス）

プロダクトデザイン概論

エコロジカルプランニング演習
ライティング演習

人間工学論

デザイン・工芸論Ａ

デザイン・工芸選択実技Ａ

デザイン・工芸論Ｂ

映像表現演習Ｂ
映像表現演習Ａ

デザイン心理学

コンピュータプレゼン演習Ａ
コンピュータプレゼン演習Ｂ

マーケティング論 (注３)

バリアフリー演習

工芸史Ａ（染織）

2 演習 （1～4年次）

科    目    区    分
科    目    名

学
部
共
通
科
目 Ｄ群

Ｅ群

Ｃ群

Ａ群

健康科学
スポーツ演習Ａ～Ｄ

Ｂ群

（2～3年次）

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

科    目    名

4
(注１)

４       年        次

6

卒業所要単位計

302

芸術学部　デザイン・工芸学科　ヴィジュアルデザイン専攻　カリキュラム表

科    目    名

２        年        次１        年        次 ３        年        次

科    目    名

12

環境デザイン概論

ヴィジュアルデザイン概論
印刷概論

広告論

伝統染織文化論

（1～3年次）

合 計

4

124

12

18
(注２)

94

64

30

64
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デザイン・工芸学科 プロダクトデザイン専攻

１．教育内容
近年デザインは社会の様々な分野で求められ、女性らしい視点のデザインが果たす役割は
広がっています。プロダクトデザイン専攻では、ものづくりを起点に人の豊かな生活、か
わいい・楽しいなど感性に届けるデザイン、私たちを取り巻く社会の課題解決まで広い視
野を育てます。４年間の授業プログラムは、観察する力を養い、素材や技術の学びを通し
て身近なモノの成り立ちや美しさを理解する基礎演習から始まります。その後文化やライ
フスタイルなど人を取り巻く情報とモノとの関係から発想する力を身につけます。さらに
「かわいい」を探求する雑貨、企業とのコラボレーションなど、臨場感ある授業へステップ
アップして実践力を高めます。最終学年では、身に付けた力を総合的に活かして社会が抱
える課題の解決という広い視座のデザインを学びます。このように現代社会のニーズに対
応する多様な力を段階的に養うカリキュラムを構築しています。また３年次からの実技課
題は課題テーマを選んで受講する選択授業となり、少人数クラスの充実した指導体制です。
知識や技術の習得だけではない、個性を尊重した学びを提供します。

２．カリキュラム編成の特徴
1年次　
【観察する・考える・つくる】
デザインの基礎となる観察力・表現力・立体感覚を養います。スケッチやモデル制作、CG
演習、表現演習、デザイン図法など多角的に表現技法を習得します。実技課題は、様々な
素材の特徴を学び制作する過程で、「つくること」の視点を通して「身の回りのプロダクト
がどのように作られているのか」という外への気付きを学びます。
2年次
【調べる・つなげる・つくる】
１年次に引き続き表現演習、CG演習でさらに表現技術を高めるとともに、プロダクトデ
ザイン概論、プロダクトデザイン史等の座学授業から専門的な知識を学びます。実技授業
ではモノを取り巻く情報を調べ、人と物との関係性に向き合います。「ブランディング」「ア
クセサリー」「木工玩具」等のデザインを通してコンセプト、ストーリーを立てる思考力、
それを的確にモノで表現する実行力を習得します。
3年次
【コトを深掘り・実践力をつける】
選択授業による少人数制になり、テーマを深掘りしてアウトプットすることを習得します。
かわいい雑貨など、女子美らしいテーマをはじめ、企業とのコラボレーションを中心に課
題を構成し、社会との接点を増やすことで刺激を受け自発的に学ぶ力と実践力を養います。
4年次
【社会に目を向け総合力を発揮する】
第１課題では社会課題をテーマとしたデザインに取り組むことで、人や社会に貢献するデ
ザインのあり方を学び、卒業制作に取り組みます。社会を俯瞰しデザインの多様な役割を
深めた上で、４年間の学びの集大成として作品の研究制作に挑戦します。
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教育目標

プロダクトデザイン専攻では、社会において柔軟なデザイン活動ができるよう、学内外での
実体験を通して、プロダクトデザイン本来の意味を理解し、専門領域としての基礎技術である
「発想力」・「技術力」・「表現力」を習得した上で、各自の個性を生かし、高い美意識やデザ
イン能力を有する人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次は、「体験からの発見」とし、各種の素材を中心にした課題から、プロダクトデザイ
ンの基礎を学ぶ。

・２年次は、「モノとコトを知る」とし、各種の専門基礎的な課題から、デザインプロセスを
体験し、モノやコトの本質を探求する。

・３年次は「発想からの創造」とし、様々な製品デザインの実技課題を通し、多様なプロジェ
クトに対応できるデザイン能力を習得する。

・４年次は「社会性と個のデザイン力の確認」とし、社会に視点を向け、自己の個性やデザ
イン力を再確認する。卒業制作では４年間の集大成として魅力ある作品制作を行う。
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対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

芸術学部　デザイン・工芸学科　プロダクトデザイン専攻　カリキュラム表

注1． 「グローバルな多様性社会に必要な知識を身に付ける」科目群のうち、外国人留学生は「日本語Ａ」１単位、「日本語Ｂ」１単位の計２単位必修。
注2．「語学力を高め世界で活躍する」科目群のうち、英語系から２単位以上を必修とし、４単位以上を修得すること。
注3． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単

位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履
修方法については研究室の指示に従うこと。

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義



81

4

6
（注1）

10

4
（注2）

2
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対象：2020年度入学生（20●●●●）〜 2022年度入学生（22●●●●）

	 芸術学部　デザイン・工芸学科　プロダクトデザイン専攻　カリキュラム表芸術学部　デザイン・工芸学科　プロダクトデザイン専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技 2 講義
＊ 2 実技

デザイン図法 2 講義
デザイン・工芸論Ａ 2 講義
デザイン・工芸論Ｂ 2 講義

10 2
1 演習 構造計画 2 講義
1 演習 建築設備 2 講義
2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義
2 講義
2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 日本服装史 2 講義
2 演習 2 講義 文様史 2 講義

色彩計画演習 2 演習 人間工学論 2 講義 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 2 講義 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 2 講義 写真史 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 部 環境論 2 講義

2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ プロダクトデザイン基礎演習Ａ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ａ 2 演習 ＊ ３Ｄ-ＣＧ演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｂ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｂ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｃ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｃ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｄ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｄ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｅ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｅ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｆ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｆ 2 演習
＊ ＣＧ演習Ⅰ 2 演習 ＊ ＣＧ演習Ⅱ 2 演習
＊ 表現演習Ⅰ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅱ 2 演習

プロダクトデザイン史 2 講義
16 18 2 10

＊ プロダクトデザインⅠＡａ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＡａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＡｂ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＡｂ 3
＊ プロダクトデザインⅠＢａ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＢａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＢｂ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＢｂ 3
＊ プロダクトデザインⅠＣａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＣｂ 3
＊ プロダクトデザインⅠＤａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＤｂ 3

12 6

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

選
択
必
修

3

3

3

3

必
　
修

環境デザイン概論

印刷概論
ライティング演習

工芸史Ａ（染織）

実技

Ｂ群

6

4
(注１)

30

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目

科    目    名
卒業所要単位計

４       年        次３        年        次

科    目    名
科    目    区    分

科    目    名

１        年        次 ２        年        次

科    目    名

学
部
共
通
科
目

Ａ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群

エコロジカルプランニング演習

デザイン・工芸選択実技Ｂ

学科共通科目

選
 

択

学
科
専
門
科
目

マーケティング論

（2～3年次）

広告論
インテリアデザイン史
デザインサーベイ論
デザイン心理学

伝統染織文化論

専攻・領域

専門科目

コンピュータプレゼン演習Ａ
工芸史Ｂ（陶ガラス）

必
　
修

（履修年次指定なし）

ヴィジュアルデザイン概論

バリアフリー演習

実技

実技

実技

2

12

4

3

（1～3年次）

デザイン・工芸選択実技Ａ プロダクトデザイン概論

映像表現演習Ａ

英語プレゼンテーション

コンピュータプレゼン演習Ｂ

合 計

3

映像表現演習Ｂ

実技

実技

64

18

94

124

12

30

46

18
(注２)

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。
注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単

位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照す
ること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
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芸術学部　デザイン・工芸学科　プロダクトデザイン専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技 2 講義
＊ 2 実技

デザイン図法 2 講義
デザイン・工芸論Ａ 2 講義
デザイン・工芸論Ｂ 2 講義

10 2
1 演習 構造計画 2 講義
1 演習 建築設備 2 講義
2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義
2 講義
2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 日本服装史 2 講義
2 演習 2 講義 文様史 2 講義

色彩計画演習 2 演習 人間工学論 2 講義 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 2 講義 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 2 講義 写真史 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 部 環境論 2 講義

2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ プロダクトデザイン基礎演習Ａ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ａ 2 演習 ＊ ３Ｄ-ＣＧ演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｂ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｂ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｃ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｃ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｄ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｄ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｅ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｅ 2 演習
＊ プロダクトデザイン基礎演習Ｆ 2 演習 ＊ プロダクトデザイン演習Ｆ 2 演習
＊ ＣＧ演習Ⅰ 2 演習 ＊ ＣＧ演習Ⅱ 2 演習
＊ 表現演習Ⅰ 2 演習 ＊ 表現演習Ⅱ 2 演習

プロダクトデザイン史 2 講義
16 18 2 10

＊ プロダクトデザインⅠＡａ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＡａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＡｂ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＡｂ 3
＊ プロダクトデザインⅠＢａ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＢａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＢｂ 3 ＊ プロダクトデザインⅡＢｂ 3
＊ プロダクトデザインⅠＣａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＣｂ 3
＊ プロダクトデザインⅠＤａ 3
＊ プロダクトデザインⅠＤｂ 3

12 6

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

選
択
必
修

3

3

3

3

必
　
修

環境デザイン概論

印刷概論
ライティング演習

工芸史Ａ（染織）

実技

Ｂ群

6

4
(注１)

30

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目

科    目    名
卒業所要単位計

４       年        次３        年        次

科    目    名
科    目    区    分

科    目    名

１        年        次 ２        年        次

科    目    名

学
部
共
通
科
目

Ａ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群

エコロジカルプランニング演習

デザイン・工芸選択実技Ｂ

学科共通科目

選
 

択

学
科
専
門
科
目

マーケティング論

（2～3年次）

広告論
インテリアデザイン史
デザインサーベイ論
デザイン心理学

伝統染織文化論

専攻・領域

専門科目

コンピュータプレゼン演習Ａ
工芸史Ｂ（陶ガラス）

必
　
修

（履修年次指定なし）

ヴィジュアルデザイン概論

バリアフリー演習

実技

実技

実技

2

12

4

3

（1～3年次）

デザイン・工芸選択実技Ａ プロダクトデザイン概論

映像表現演習Ａ

英語プレゼンテーション

コンピュータプレゼン演習Ｂ

合 計

3

映像表現演習Ｂ

実技

実技

64

18

94

124

12

30

46

18
(注２)
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デザイン・工芸学科 環境デザイン専攻

１．教育内容
本専攻は、ボーダレス化の進む現代社会において、国際的な価値観と多様性を持った先端
的なクリエーターの育成を目的にしています。そのために幅広いデザイン・工芸領域から
基礎知識を習得した上で、環境デザインの専門領域の学習を進めていきます。
また本専攻では、美大生としての感性を生かした空間デザイナーを目指す学生のための授
業と、一級・二級建築士等の資格などを目指す学生のための授業両方が開設されており、
自らの感性と志望にあったカリキュラムを選択・計画し、環境デザインの専門性を深めて
いきます。
夢の実現を目指し、広い視野から物事を探求する力やデザイン現場でのプレゼンテーショ
ン能力を磨くと同時に、企業研修等を通して社会で働くための実践力も身に付けることを
目標としています。

２．カリキュラム編成の特徴
1年次
デザインの基礎的な課題（平面・立体・空間）をとおして、空間デザインの発想力を学
ぶと同時に、デザイン・工芸領域の科目を自由に選択し、基礎的な知識と技能を学びます。

2年次
環境デザインの基礎授業として、家具・ディスプレイデザイン・インテリア・庭・公園
など内部・外部空間を様々な材料使ってデザインすることを学びます。

3年次
住宅系・商業系・街路景観系など、広い環境デザイン領域から、自らの志望にあった課
題を選択・計画し、専門性を深めます。また希望者は企業研修等でデザインの現場を体
験します。

4年次
前期は、自らの志望を更に深めるための課題を行い、後期は、テーマを自由に選択し４
年間の集大成として卒業制作をします。専門領域の研究室でのゼミ形式授業です。

※デザイン・工芸学科環境デザイン専攻では、在学中に修得した科目によって、次の受験
資格を取得できます。
・一級建築士受験資格　（要必須科目）
・二級建築士受験資格　（要必須科目）
・木造建築士受験資格　（要必須科目）
・インテリアプランナー登録資格　（要必須科目）
・商業施設士受験資格　（要必須科目）
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教育目標

環境デザイン専攻では、地域社会、あるいは全地球的な環境において、創造的なデザイン
活動ができるよう、国際的な視野、異領域理解能力、そしてコミュニケーション能力を養い、
社会の一員としてデザイン活動できる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次では、「環境デザインとは何か」「空間をデザインすることとは」を学ぶ。

・２年次では、環境デザインに必要なスケール感覚や素材、技術等の基礎を学びながら、さ
まざまな幅広い環境デザインの領域があることを学ぶ。そして、さらに深めたい専門領域を
選択する。

・３年次では、選択した専門領域を中心に深めていきながら、周辺の領域の知識や応用能力
を身につけていく。また、学外発表や研修を通して社会性を身につけていく。

・４年次では、それまでに習得した知識、技術、および感性を基に、より高度で社会性のあ
るテーマを各自設定し、条件を整理・分析の上、幅広い表現のデザイン作品を制作する。
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	 芸術学部　デザイン・工芸学科　環境デザイン専攻　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

注1． 「グローバルな多様性社会に必要な知識を身に付ける」科目群のうち、外国人留学生は「日本語Ａ」１単位、「日本語Ｂ」１単位の計２単位必修。
注2． 「語学力を高め世界で活躍する」科目群のうち、英語系から２単位以上を必修とし、４単位以上を修得すること。
注3． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９

単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
履修方法については研究室の指示に従うこと。

※下線の科目は建築士受験資格取得の該当科目。（詳細はP.90 ～ 91）

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力

必 女子美基礎講座
必 女子美の教養

2
2

講義
講義
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4

6
（注1）

10

4
（注2）

2
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	 芸術学部　デザイン・工芸学科　環境デザイン専攻　カリキュラム表

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。
注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単

位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

芸術学部　デザイン・工芸学科　環境デザイン専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技 2 講義
＊ 2 実技
＊ デザイン図法 2 講義

2 講義
デザイン・工芸論Ｂ 2 講義

10 2
1 演習 構造計画 2 講義
1 演習 建築設備 2 講義

印刷概論 2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義
2 講義
2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 日本服装史 2 講義
2 演習 2 講義 文様史 2 講義

色彩計画演習 2 演習 人間工学論 2 講義 伝統染織文化論 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 2 講義 広告論 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 2 講義 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 部 環境論 2 講義

2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ 環境デザイン基礎演習Ａ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ａ 2 演習 ＊ 構造演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 環境デザイン基礎演習Ｂ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｂ 3 演習 ＊ プレゼン演習Ⅱ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｃ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｃ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｄ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｄ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｅ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｅ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｆ 2 演習 ＊ 製図演習 2 演習
＊ ＣＧ演習 2 演習 ＊ ＣＡＤ演習 2 演習

＊ プレゼン演習Ⅰ 2 演習
14 17 4 10

＊ 環境デザインⅠＡａ 2 ＊ 環境デザインⅡＡａ 4
＊ 環境デザインⅠＡｂ 2 ＊ 環境デザインⅡＡｂ 4
＊ 環境デザインⅠＢａ 2 ＊ 環境デザインⅡＢａ 4
＊ 環境デザインⅠＢｂ 2 ＊ 環境デザインⅡＢｂ 4
＊ 環境デザインⅠＣａ 2
＊ 環境デザインⅠＣｂ 2
＊ 環境デザインⅠＤａ 2
＊ 環境デザインⅠＤｂ 2
＊ 環境デザインⅠＥａ 3
＊ 環境デザインⅠＥｂ 3

11 8

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
※下線の科目は建築士受験資格取得の該当科目。（詳細はP.●）

学
科
専
門
科
目

選
択
必
修

19

必
　
修

（1～3年次）

実技

実技

3

4

2

科    目    区    分

学
部
共
通
科
目

必
　
修

Ｅ群

学科共通科目

選
　
択

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

4 64

6

45

30

4
(注１)

科    目    名 科    目    名

１        年        次 ２        年        次

18
(注２)

30

2

12

4

12

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

科    目    名 科    目    名

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目

卒業所要単位計
３        年        次 ４       年        次

2

2

2

124

94

実技

実技

実技

実技

実技

デザイン心理学

合 計

ヴィジュアルデザイン概論

マーケティング論

工芸史Ａ（染織）

エコロジカルプランニング演習
ライティング演習

プロダクトデザイン概論

環境デザイン概論デザイン・工芸選択実技Ａ

コンピュータプレゼン演習Ｂ
バリアフリー演習コンピュータプレゼン演習Ａ

デザイン・工芸選択実技Ｂ

デザイン・工芸論Ａ

工芸史Ｂ（陶ガラス）

デザインサーベイ論
写真史

映像表現演習Ｂ

専攻・領域

専門科目

（履修年次指定なし）

英語プレゼンテーション

（2～3年次）

インテリアデザイン史

映像表現演習Ａ

＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表
を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

※下線の科目は建築士受験資格取得の該当科目。（詳細はP.90 ～ 91）

対象：2020年度入学生（20●●●●）〜 2022年度入学生（22●●●●）
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芸術学部　デザイン・工芸学科　環境デザイン専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技 2 講義
＊ 2 実技
＊ デザイン図法 2 講義

2 講義
デザイン・工芸論Ｂ 2 講義

10 2
1 演習 構造計画 2 講義
1 演習 建築設備 2 講義

印刷概論 2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義
2 講義
2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 日本服装史 2 講義
2 演習 2 講義 文様史 2 講義

色彩計画演習 2 演習 人間工学論 2 講義 伝統染織文化論 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 2 講義 広告論 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 2 講義 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 部 環境論 2 講義

2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ 環境デザイン基礎演習Ａ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ａ 2 演習 ＊ 構造演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 環境デザイン基礎演習Ｂ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｂ 3 演習 ＊ プレゼン演習Ⅱ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｃ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｃ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｄ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｄ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｅ 2 演習 ＊ 環境デザイン演習Ｅ 2 演習
＊ 環境デザイン基礎演習Ｆ 2 演習 ＊ 製図演習 2 演習
＊ ＣＧ演習 2 演習 ＊ ＣＡＤ演習 2 演習

＊ プレゼン演習Ⅰ 2 演習
14 17 4 10

＊ 環境デザインⅠＡａ 2 ＊ 環境デザインⅡＡａ 4
＊ 環境デザインⅠＡｂ 2 ＊ 環境デザインⅡＡｂ 4
＊ 環境デザインⅠＢａ 2 ＊ 環境デザインⅡＢａ 4
＊ 環境デザインⅠＢｂ 2 ＊ 環境デザインⅡＢｂ 4
＊ 環境デザインⅠＣａ 2
＊ 環境デザインⅠＣｂ 2
＊ 環境デザインⅠＤａ 2
＊ 環境デザインⅠＤｂ 2
＊ 環境デザインⅠＥａ 3
＊ 環境デザインⅠＥｂ 3

11 8

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
※下線の科目は建築士受験資格取得の該当科目。（詳細はP.●）

学
科
専
門
科
目

選
択
必
修

19

必
　
修

（1～3年次）

実技

実技

3

4

2

科    目    区    分

学
部
共
通
科
目

必
　
修

Ｅ群

学科共通科目

選
　
択

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

4 64

6

45

30

4
(注１)

科    目    名 科    目    名

１        年        次 ２        年        次

18
(注２)

30

2

12

4

12

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

科    目    名 科    目    名

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目

卒業所要単位計
３        年        次 ４       年        次

2

2

2

124

94

実技

実技

実技

実技

実技

デザイン心理学

合 計

ヴィジュアルデザイン概論

マーケティング論

工芸史Ａ（染織）

エコロジカルプランニング演習
ライティング演習

プロダクトデザイン概論

環境デザイン概論デザイン・工芸選択実技Ａ

コンピュータプレゼン演習Ｂ
バリアフリー演習コンピュータプレゼン演習Ａ

デザイン・工芸選択実技Ｂ

デザイン・工芸論Ａ

工芸史Ｂ（陶ガラス）

デザインサーベイ論
写真史

映像表現演習Ｂ

専攻・領域

専門科目

（履修年次指定なし）

英語プレゼンテーション

（2～3年次）

インテリアデザイン史

映像表現演習Ａ

＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表
を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

※下線の科目は建築士受験資格取得の該当科目。（詳細はP.90 ～ 91）
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芸術学部	デザイン・工芸学科	環境デザイン専攻　2020年度以降入学生

一級建築士 	 　免許登録要件取得の履修方法

免許登録要件を得るために下記科目を修得する必要があります。修得単位数によって免許登録時の実務経験の
最短年数が異なります。

免許登録要件
実務経験の
最短年数
３年の場合

免許登録要件
実務経験の
最短年数
４年の場合

科目名 履修
学年 単位数 ↓必修

30 単位
↓必修
30 単位

①建築設計
　製図

（7単位以上）

① 製図演習 2 2

①より
7単位以上
修得

左
記
科
目
を
50
単
位
修
得
す
る
必
要
あ
り
（
必
修
30
単
位
＋
他
20
単
位
）

①より
7単位以上
修得

左
記
科
目
を
40
単
位
修
得
す
る
必
要
あ
り
（
必
修
30
単
位
＋
他
10
単
位
）

① ＣＡＤ演習 2 2

① 環境デザイン演習A 2 2

① 環境デザインⅠＢa 3 2

① 環境デザインⅠＥa 3 3

②建築計画
（7単位以上）

② 環境デザイン概論 2 2

②より
7単位以上
修得

②より
7単位以上
修得

② プレゼン演習Ⅰ 2 2

② インテリアデザイン史 1～ 3 2

② バリアフリー演習 1～ 3 1

③建築環境工学
（2 単位以上）

③ エコロジカルプランニング演習 2 1 ③より
2 単位以上
修得

③より
2 単位以上
修得③ ライティング演習 2 1

④建築設備
（2 単位以上）

④ 建築設備 4 2
④より

2 単位以上
修得

④より
2 単位以上
修得

⑤構造力学
（4 単位以上）

⑤ 構造演習 3 2 ⑤より
4 単位以上
修得

⑤より
4 単位以上
修得⑤ 構造計画 4 2

⑥建築一般構造
（3 単位以上）

⑥ 環境デザイン演習 B 2 3
⑥より

3 単位以上
修得

⑥より
3 単位以上
修得

⑦建築材料
（2 単位以上）

⑦ 建築材料学 2～ 4 2
⑦より

2 単位以上
修得

⑦より
2 単位以上
修得

⑧建築生産
（2 単位以上）

⑧ 建築生産Ⅰ 2～ 4 1 ⑧より
2 単位以上
修得

⑧より
2 単位以上
修得⑧ 建築生産Ⅱ 4 1

⑨建築法規
（1単位以上）

⑨ 建築法規 2～ 4 1
⑨より

1単位以上
修得

⑨より
1単位以上
修得

⑩その他
（適宜）

⑩ 環境デザイン基礎演習 B 1 2

⑩ 環境デザイン演習 D 2 2

⑩ 環境デザインⅠＣa 3 2

⑩ 環境デザインⅠＤa 3 2

⑩ 環境デザインⅡＡa 4 4

⑩ 環境デザインⅡＢa 4 4

総単位数（①～⑩の単位数合計） 50
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芸術学部	デザイン・工芸学科	環境デザイン専攻　2020年度以降入学生

二級・木造建築士 　免許登録要件取得の履修方法

免許登録要件を得るために下記科目を修得する必要があります。修得単位数によって免許登録時の実務経験の最短年数
が異なります。

免許登録要件
実務経験の
最短年数
０年の場合

免許登録要件
実務経験の
最短年数
１年の場合

免許登録要件
実務経験の
最短年数
２年の場合

科目名 履修
学年 単位数 ↓必修

10 単位
↓必修
10 単位

↓必修
10 単位

①建築設計
　製図

（３単位以上）

① 製図演習 2 2

①より
3 単位以上
修得

左
記
科
目
を
40
単
位
修
得
す
る
必
要
あ
り
（
必
修
10
単
位
＋
他
30
単
位
）

①より
3 単位以上
修得

左
記
科
目
を
30
単
位
修
得
す
る
必
要
あ
り
（
必
修
10
単
位
＋
他
20
単
位
）

①より
3 単位以上
修得

左
記
科
目
を
20
単
位
修
得
す
る
必
要
あ
り
（
必
修
10
単
位
＋
他
10
単
位
）

① ＣＡＤ演習 2 2

① 環境デザイン演習A 2 2

① 環境デザインⅠＢa 3 2

① 環境デザインⅠＥa 3 3

②建築計画
③建築環境工学
④建築設備

（２単位以上）

② 環境デザイン概論 2 2

②③④より
2 単位以上
修得

②③④より
2 単位以上
修得

②③④より
2 単位以上
修得

② プレゼン演習Ⅰ 2 2

② インテリアデザイン史 1～ 3 2

② バリアフリー演習 1～ 3 1

③ エコロジカルプランニング演習 2 1

③ ライティング演習 2 1

④ 建築設備 4 2

⑤構造力学
⑥建築一般構造
⑦建築材料

（３単位以上）

⑤ 構造演習 3 2

⑤⑥⑦より
3 単位以上
修得

⑤⑥⑦より
3 単位以上
修得

⑤⑥⑦より
3 単位以上
修得

⑤ 構造計画 4 2

⑥ 環境デザイン演習 B 2 3

⑦ 建築材料学 2～ 4 2

⑧建築生産
（１単位以上）

⑧ 建築生産Ⅰ 2～ 4 1 ⑧より
1単位以上
修得

⑧より
1単位以上
修得

⑧より
1単位以上
修得⑧ 建築生産Ⅱ 4 1

⑨建築法規
（1単位以上）

⑨ 建築法規 2～ 4 1
⑨より

1単位以上
修得

⑨より
1単位以上
修得

⑨より
1単位以上
修得

⑩その他
（適宜）

⑩ 環境デザイン基礎演習 B 1 2

⑩ 環境デザイン演習D 2 2

⑩ 環境デザインⅠＣa 3 2

⑩ 環境デザインⅠＤa 3 2

⑩ 環境デザインⅡＡa 4 4

⑩ 環境デザインⅡＢa 4 4

総単位数（①～⑩の単位数合計） 50



92

デザイン・工芸学科 工芸専攻

１．教育内容
工芸は、人々の心や生活を豊かにするための造形芸術です。作り手は、技と自らの意思に
より、素材の特徴を生かしたもの作りが求められます。ものづくりの原点といえる領域で
あり、その表現や解釈は多様です。デジタル化が進む現代において、伝統を受け継ぎなが
らも新しい価値を生み出す可能性を持っています。
工芸専攻では、確かな技術と知識を習得し、伝統工芸から現代アートまで、生活・環境の
ため時代に即応した工芸作品を創造できる発想力・表現力を身につけます。また自らの手
で根気よくものを作り上げていくことの大切さを学びながら、豊かな感性を育んでいきま
す。工芸技術とデザインの双方を学び、手仕事と機械生産の可能性と限界を見極め、次世
代の作家・デザイナーとして、柔軟な思考で新しい創作を開拓できる人材を育成します。

２．カリキュラム編成の特徴
●段階的なカリキュラム
工芸専攻では染・織・刺繍・陶・ガラスの5つの分野の工芸素材を扱います。
1年次では、まずそれぞれの分野で扱う素材に触れ、技法の基礎を学ぶことによって素材
の特性を理解します。
2年次で「テキスタイルコース」または「陶・ガラスコース」のいずれかを選択し、専門
的な知識と技術・制作方法を学び、素材への理解を深めます。
3年次からは、それぞれのコースでさらに染・織・刺繍・陶・ガラスの専門分野に分かれ
て学びます。時間をかけて知識と技術を積み上げていくことで幅広く、かつ深く創作活動
を展開していきます。
さらに４年次で高い専門性を持った教員達が指導することで、完成度の高い卒業制作へと
導きます。
段階的なカリキュラムと分野を超えて学ぶことができる体制により、自由で新しい表現活
動を展開していきます。

１年次 ２年次

染

織 刺繍

陶ガラス

３年次 ４年次

テキスタイル
コース

陶・ガラス
コース

染

卒業制作

織

刺繍

陶

ガラス
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●多彩な授業科目
デザイン・工芸学科工芸専攻では、伝統と先端、実習と知識のバランスを考慮した多彩な
授業科目により、伝統工芸から現代アートまで、精神性を追求した美術から機能性を重視
したデザインまで、自由な創作活動が可能となります。
また学外研修・工房見学・特別講師による講義・学外展等、新しい企画を加えて学生の創
作意欲を刺激するとともに、社会との接点を見出していきます。

【必修または選択必修科目】
１年次：CG 演習、デザイン・工芸論、デザイン・工芸選択実技
２年次：工芸史、材料学
３年次：プレゼンテーション演習

【学科共通科目】
 造形演習、現代造形論、空間演出論、文様史、テキスタイル表現論、伝統染織文化論、
日本服装史など。

テキスタイルコース
染　：型染め、注染、絞り染、シルクスクリーンなど、伝統から現代までの染色技法を学び、

「布」のデザインの可能性を広げます。
織　： 絣などの伝統技術からテキスタイルアートまで、繊維素材を用いた自由な表現を展開し

ます。
刺繍：伝統的な日本刺繍を基本にマシン刺繍や海外の刺繍などを学び、ステッチによる

独創的な創作を目指します。
陶・ガラスコース
陶　　：粘土と釉（うわぐすり）などの素材を約800 ～ 1300 度の高温で焼成すること

で造形表現を追及します。
ガラス：吹きガラスやキルンワークなどの技法を用いて、ガラスの特性を生かした新し

いガラス造形を展開します。

教育目標

工芸専攻では、伝統工芸から現代アートまで、時代に即した創作への発想力と表現力を身に
つけ、専門的な知識や高い技術力を備え、幅広く新しい視点で工芸を捉えることができる人
材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次は染・織・刺繍・陶・ガラスの五分野の体験を通して、工芸素材の特性を理解する。

・２年次はテキスタイルコース、陶・ガラスコースに分かれ、専門的な技術・技法を習得し、
素材への理解を深め、応用力・表現力を高める。

・３年次からは５つの分野に分かれ、専門性を高め、幅広く深い創作活動を展開していく。

・４年次はそれまでに習得した専門知識と技術を基に、独自の発想により集大成としての卒
業作品を制作する。卒業作品は、公の場で発表し、その成果を社会に問う。
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注1． 「グローバルな多様性社会に必要な知識を身に付ける」科目群のうち、外国人留学生は「日本語Ａ」１単位、「日本語Ｂ」１
単位の計２単位必修。

注2．「語学力を高め世界で活躍する」科目群のうち、英語系から２単位以上を必修とし、４単位以上を修得すること。
注3． テキスタイルコースは「工芸史A（染織）」を、陶・ガラスコースは「工芸史B（陶ガラス）」を選択履修すること。
注4． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修

得した単位は、９単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

芸術学部　デザイン・工芸学科　工芸専攻　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力
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注5． テキスタイルコースは「造形演習A・B」を２年次、陶・ガラスコースは「造形演習C・D」を２年次
に履修することが望ましい。＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）
に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の
指示に従うこと。
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芸術学部　デザイン・工芸学科　工芸専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技
＊ 2 実技

2 講義
2 講義
8

2
2

(注2)

2
デザイン図法 2 講義 1 演習 構造計画 2 講義

1 演習 建築設備 2 講義
印刷概論 2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義

2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 日本服装史 2 講義
2 演習 2 講義 文様史 2 講義

色彩計画演習 2 演習 人間工学論 2 講義 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 2 講義 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 2 講義 写真史 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 部 環境論 2 講義

2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ 工芸基礎（染） 2 実技 ▼テキスタイル(染･織･刺繍)コース プレゼンテーション演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 工芸基礎（織） 2 実技 ＊ 染Ⅰ 5 実技
＊ 工芸基礎 (刺繍） 2 実技 ＊ 織Ⅰ 5 実技
＊ 工芸基礎（陶） 2 実技 ＊ 刺繍Ⅰ 4 実技
＊ 工芸基礎（ガラス） 2 実技 4 講義
＊ ＣＧ演習 2 演習 18

▼陶・ガラスコース
＊ 陶Ⅰ 7 実技
＊ ガラスⅠ 7 実技

材料学Ｂ（陶ガラス） 4 講義
12 18 2 10

▼テキスタイル(染･織･刺繍)コース ▼テキスタイル(染･織･刺繍)コース
＊ 染ⅡＡ 7 ＊ 染Ⅲ 8
＊ 染ⅡＢ 7 ＊ 織Ⅲ 8 8 実技
＊ 織ⅡＡ 7 ＊ 刺繍Ⅲ 8
＊ 織ⅡＢ 7
＊ 刺繍ⅡＡ 7
＊ 刺繍ⅡＢ 7

14 8
▼陶・ガラスコース ▼陶・ガラスコース
＊ 陶ⅡＡ 7 ＊ 陶Ⅲ 8
＊ 陶ⅡＢ 7 ＊ ガラスⅢ 8
＊ ガラスⅡＡ 7
＊ ガラスⅡＢ 7

14 8

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．テキスタイルコースは「工芸史A（染織）」を、陶・ガラスコースは「工芸史B（陶ガラス）」を選択履修すること。２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、10単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．テキスタイルコースは「造形演習A・B」を２年次、陶・ガラスコースは「造形演習C・D」を２年次に履修することが望ましい。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

6

30

4
(注１)

2

12

4

１        年        次

2
工芸史Ｂ（陶ガラス）

科    目    名

デザイン・工芸論Ｂ

デザイン・工芸選択実技Ａ

工芸史Ａ（染織）

実技

材料学Ａ（繊維）

講義

プロダクトデザイン概論

ライティング演習

124

14

14
8

実技

合 計

64

94

学
部
共
通
科
目

42

実技

20
(注３)

伝統染織文化論

（2～3年次）

Ａ群

Ｂ群

４       年        次３        年        次２        年        次

科    目    名科    目    名 科    目    名

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

（　注４　）

英語プレゼンテーション

30

映像表現演習Ａ
映像表現演習Ｂ

ヴィジュアルデザイン概論

エコロジカルプランニング演習

卒業所要単位計

（1～3年次）

選
　
択

必
　
修

8
デザイン・工芸選択実技Ｂ
デザイン・工芸論Ａ

科    目    区    分

Ｃ群

Ｄ群

環境デザイン概論

Ｅ群

必
　
修

選
択
必
修

学科共通科目

コンピュータプレゼン演習Ａ
コンピュータプレゼン演習Ｂ

デザインサーベイ論

学
科
専
門
科
目

選
択
必
修

22

2

広告論

バリアフリー演習

デザイン心理学

インテリアデザイン史

マーケティング論

専攻・領域

専門科目
14

14

14

14

14

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。
注２．テキスタイルコースは「工芸史A（染織）」を、陶・ガラスコースは「工芸史B（陶ガラス）」を選択履修すること。

２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することが

でき、修得した単位は、10単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．テキスタイルコースは「造形演習A・B」を２年次、陶・ガラスコースは「造形演習C・D」を２年次に履修するこ

とが望ましい。

	 芸術学部　デザイン・工芸学科　工芸専攻　カリキュラム表

対象：2020年度入学生（20●●●●）〜 2022年度入学生（22●●●●）
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芸術学部　デザイン・工芸学科　工芸専攻　カリキュラム表

単位 形態 単位 形態 単位 形態 単位 形態

必 基礎学習ゼミ 2 講義

＊ 2 実技
＊ 2 実技

2 講義
2 講義
8

2
2

(注2)

2
デザイン図法 2 講義 1 演習 構造計画 2 講義

1 演習 建築設備 2 講義
印刷概論 2 講義 建築生産Ⅱ 1 講義

2 講義
2 講義
2 講義

2 演習 1 演習 日本服装史 2 講義
2 演習 2 講義 文様史 2 講義

色彩計画演習 2 演習 人間工学論 2 講義 2 講義
素材演習Ａ 2 演習 デザインと法 2 講義 テキスタイル表現論 2 講義
素材演習Ｂ 2 演習 展示計画論 2 講義 空間演出論 2 講義
素材演習Ｃ 2 演習 2 講義 現代造形論 2 講義
素材演習Ｄ 2 演習 2 講義 2 講義
素材演習Ｅ 2 演習 2 講義 写真史 2 講義
素材演習Ｆ 2 演習 部 環境論 2 講義

2 演習
2 演習

写真演習 2 演習
2 演習

建築材料学 2 講義
建築生産Ⅰ 1 講義 （2～4年次）
建築法規 1 講義

造形演習Ａ 2 演習
造形演習Ｂ 2 演習
造形演習Ｃ 2 演習
造形演習Ｄ 2 演習

＊ 工芸基礎（染） 2 実技 ▼テキスタイル(染･織･刺繍)コース プレゼンテーション演習 2 演習 ＊ 卒業制作 10 実技
＊ 工芸基礎（織） 2 実技 ＊ 染Ⅰ 5 実技
＊ 工芸基礎 (刺繍） 2 実技 ＊ 織Ⅰ 5 実技
＊ 工芸基礎（陶） 2 実技 ＊ 刺繍Ⅰ 4 実技
＊ 工芸基礎（ガラス） 2 実技 4 講義
＊ ＣＧ演習 2 演習 18

▼陶・ガラスコース
＊ 陶Ⅰ 7 実技
＊ ガラスⅠ 7 実技

材料学Ｂ（陶ガラス） 4 講義
12 18 2 10

▼テキスタイル(染･織･刺繍)コース ▼テキスタイル(染･織･刺繍)コース
＊ 染ⅡＡ 7 ＊ 染Ⅲ 8
＊ 染ⅡＢ 7 ＊ 織Ⅲ 8 8 実技
＊ 織ⅡＡ 7 ＊ 刺繍Ⅲ 8
＊ 織ⅡＢ 7
＊ 刺繍ⅡＡ 7
＊ 刺繍ⅡＢ 7

14 8
▼陶・ガラスコース ▼陶・ガラスコース
＊ 陶ⅡＡ 7 ＊ 陶Ⅲ 8
＊ 陶ⅡＢ 7 ＊ ガラスⅢ 8
＊ ガラスⅡＡ 7
＊ ガラスⅡＢ 7

14 8

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。

　　　　(2016年度以降入学生対象)　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計４単位必修。

注２．テキスタイルコースは「工芸史A（染織）」を、陶・ガラスコースは「工芸史B（陶ガラス）」を選択履修すること。２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、10単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．テキスタイルコースは「造形演習A・B」を２年次、陶・ガラスコースは「造形演習C・D」を２年次に履修することが望ましい。
＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。

6

30

4
(注１)

2

12

4

１        年        次

2
工芸史Ｂ（陶ガラス）

科    目    名

デザイン・工芸論Ｂ

デザイン・工芸選択実技Ａ

工芸史Ａ（染織）

実技

材料学Ａ（繊維）

講義

プロダクトデザイン概論

ライティング演習

124

14

14
8

実技

合 計

64

94

学
部
共
通
科
目

42

実技

20
(注３)

伝統染織文化論

（2～3年次）

Ａ群

Ｂ群

４       年        次３        年        次２        年        次

科    目    名科    目    名 科    目    名

必…学部共通科目の必修科目
選…学部共通科目の選択必修科目
部…学科共通科目とする学部共通科目＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

（　注４　）

英語プレゼンテーション

30

映像表現演習Ａ
映像表現演習Ｂ

ヴィジュアルデザイン概論

エコロジカルプランニング演習

卒業所要単位計

（1～3年次）

選
　
択

必
　
修

8
デザイン・工芸選択実技Ｂ
デザイン・工芸論Ａ

科    目    区    分

Ｃ群

Ｄ群

環境デザイン概論

Ｅ群

必
　
修

選
択
必
修

学科共通科目

コンピュータプレゼン演習Ａ
コンピュータプレゼン演習Ｂ

デザインサーベイ論

学
科
専
門
科
目

選
択
必
修

22

2

広告論

バリアフリー演習

デザイン心理学

インテリアデザイン史

マーケティング論

専攻・領域

専門科目
14

14

14

14

14

＊印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュー
ル表を参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
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アート・デザイン表現学科
１．教育内容
アート・デザイン表現学科では、女性の感性を生かし、アートとデザインの領域を横断、
融合して、クリエイティブな発想力と独創的な表現力を培うことを教育の目標としていま
す。時代の変化に柔軟に対応できる深い知識と斬新な感性を育み、コミュニケーション能
力に長け、国際社会の幅広い分野で創造的に活躍できる人材を育成します。芸術表現や造
形表現に関する知識と基本的な技能や技法を習得するとともに、人間生活や人間環境に関
する基礎的な知識の理解、創造性や独自性のあるビジュアル表現力、芸術関連分野におけ
る人間と社会を結ぶ実践的な企画力や管理・運営能力、共同制作能力を、都心のメリット
を最大限に生かしながら養成します。

２．カリキュラム編成の特徴
学科共通科目は、アートとデザインに関する基礎を学ぶ科目群であり、各領域を学ぶため
の導入科目として、「アート・デザイン表現基礎演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」、「宇宙・人間・アー
ト」、「アート表現論」を必修科目として配置するとともに、各領域に対する基本的な理解
を深めるための科目として、「アート・デザイン表現演習Ⅰ」、「アート・デザイン表現演習Ⅱ」
を必修科目としています。
アート・デザイン表現学科のカリキュラムの大きな特徴として、学科共通科目を1年次か
ら3年次に渡って実施します。先ず1年次では、領域に分かれ専門教育に入る前に、アー
トとデザインに関する基礎を学びます。2年次では、コミュニケーションを重視した学科
全体で実施する演習科目、3年次では、他領域の専門科目を学ぶことができる演習科目が
あります。カリキュラムの上でもコミュニケーションとコラボレーションを重視した編成
になっています。

教育目標

アート・デザイン表現学科は、ヒューマニティーの視点からアートとデザインを捉え、双方の
領域を横断・融合した活動を通して、斬新な感性とクリエイティブな発想、独創的な表現力を
養い、時代の変化に柔軟に対応できる深い知識、コミュニケーション能力を持った、国際社
会の幅広い分野で創造的に活躍できる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、各領域のカリキュラムと学科共通科目を通して、アートとデザインに
関する基礎を学ぶとともに、コミュニケーションとコラボレーションをキーワードとし、専門領
域での表現に反映できるカリキュラムを編成する。
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アート・デザイン表現学科 メディア表現領域

１．教育内容
メディア表現領域では、時代を敏感に感じ、社会の様々な変化に柔軟に対応でき、創造的で
表現力のある人材を育成していきます。物語性のあるアニメーション、キャラクターデザイン、
ゲームなどのコンテンツ作りや映像制作、スクリーンベースの広告デザイン、アートアニメー
ション、先端テクノロジーを用いたインタラクティブな作品制作を通して多様なメディア表現力
を身につけていきます。企業や研究所と連携した現実のプロジェクトでの実践的な経験を通し
て社会で求められるクリエイティビティを理解し、国際社会の中でグローバルに活躍できるメ
ディアクリエイターとして次世代のアートとデザインをリードできる斬新な発想と感性を持った
表現者を養成することを目標としています。

２．カリキュラム編成の特徴
メディア表現領域では、アートとデザインの基礎を重視した上で、先端的なメディア・テクノ
ロジーを前提とした教育を行うと共に、メディアデザインとメディアアートに必要な専門科目
でカリキュラムを構成しています。
1年次では、アート・デザイン表現学科共通科目「アート・デザイン表現基礎演習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」
によって絵画や立体、デザインや工芸を学び、「コミュニケーションデザイン演習Ａ」でWeb
デザイン、「コミュニケーションデザイン演習Ｂ」で紙を媒体としたグラフィックデザイン、「映
像基礎演習」で実写を中心とした映像の基本を身に付け、「空間基礎演習」で空間のスケー
ル感を理解することによってメディア表現の基礎を習得します。
2年次以降は、ストーリーを重視したアニメーションやサウンドデザイン、キャラクターデザイ
ン、グラフィックデザイン、Web制作、インタラクティブ表現の基礎を理解し、マネジメント、
プロデュース、演出などの理論を学びます。また、プロジェクトを通してコラボレーションの
方法プレゼンテーションの手法を身につけるのと同時に、実社会で必要なデジタル知的財産
の問題やコンテンツプロデュースやメディアマネージメントなどについても考えていきます。メ
ディア表現を理論と実践から学び、発想を重視したメディアデザインの企画や表現、独創的
なメディアアート作品制作など各自のオリジナルな表現を追究し、卒業制作で集大成します。

教育目標

メディア表現領域では、人間の五感を理解し、人間生活の原点を考え、グローバルに変わり続け
るメディア環境の中で適切な情報・表現を選び使う能力を養い、様々な表現への挑戦と時代や社
会の状況に対応できるクリエイティブな人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次は、コミュニケーションデザイン、実写を中心とした映像、スケール感を理解する空間な
どメディア表現の基礎を習得する。

・２年次は、ストーリーを重視したアニメーション、サウンドデザイン、キャラクターデザイン、
Web などの広告デザイン、インタラクティブ表現など多様なメディア表現を理解し身につける。

・３年次は、各自の将来を展望し、メディアデザイン、メディアアート表現を深く追究する。また、
実社会とのプロジェクトを通してクリエイティブな提案を行うことで、コラボレーション手法を身
につけ、コミュニケーション能力を高める。

・４年次は、発想を重視したメディアデザインの企画や表現、独創的なメディアアート作品制作な
ど各自のオリジナル表現を追究する。ゼミに分かれて、各自が設定したテーマに最適な表現手法
を選択・融合して卒業制作を行う。
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注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注２．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注３．８単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．４単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注５． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、４

単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

芸術学部　アート・デザイン表現学科　メディア表現領域　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜

グローバル

ファンデーション

基礎力創造力

アートを生かす

語学力
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＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照
すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
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必…学部共通科目の必修科目

態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 デジタル知的財産概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
義講2論現表トーア
義講2論概アィデメ

4241
文アィデメ2論概トーアアィデメ 化論特講 2

義講42論トンメジーネマアィデメ2   論概出演
2論スーュデロプツンテンコ2論ンョシーケニュミコアィデメ

キャラクター文化論 2 （注3）

国際交流文化概論A 2 （注2）

国際交流文化概論B 2

48
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化 義講2論
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

カラーセラピー概論 2 講義
義講2論術芸本絵

子どもの福祉デザイン概論 2 講義
義講2端先・統伝

ファッション文化論 2 講義
義講2論達発もど子

現代文化 義講2論概
映像文化 義講2論概
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

義講2論概法療術芸
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義 （3～4年次）

義講2学態生
心とアートの心理学 2 講義

* コミュニケーションデザイン演習Ａ 2 演習 * メディアアート演習Ⅰ 2 演習 * メディアクリエイション演習 5 演習 * メディアクリエイション実習 7 実技
* コミュニケーションデザイン演習Ｂ 2 演習 * メディアデザイン演習Ⅰ 2 演習 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習 技実01作制業卒*
* 映像基礎演習 2 演習 * メディア空間演習 2 演習
* 空間基礎演習 2 演習 * アートアニメーション演習 2 演習

* サウンドデザイン演習 2 演習
* ストーリー表現演習 2 演習
* キャラクターデザイン演習 2 演習

719418
* メディアアート演習ⅡA 6
* メディアアート演習ⅡB 6
* メディアデザイン演習ⅡA 6
* メディアデザイン演習ⅡB 6

6
124

48

（2～4年次）

専攻・領域

専門科目

必
　
修

演習

94

合 計

20

12

40

8
（注４）

6

6

30

4
(注１)

2

12

4

54

6

卒業所要単位計
科    目    名

選
　
択

Ｅ群

科    目    区    分
科    目    名科    目    名

選
択
必
修

（1～4年次）

講義

４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

次        年        ３次        年        ２次        年        １
科    目    名

8

Ａ群

必
 

修

Ｄ群

学
科
専
門
科
目

選
択
必
修

学科共通科目

学
部
共
通
科
目

Ｂ群

Ｃ群

必…学部共通科目の必修科目

態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 デジタル知的財産概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
義講2論現表トーア
義講2論概アィデメ

4241
文アィデメ2論概トーアアィデメ 化論特講 2

義講42論トンメジーネマアィデメ2   論概出演
2論スーュデロプツンテンコ2論ンョシーケニュミコアィデメ

キャラクター文化論 2 （注3）

国際交流文化概論A 2 （注2）

国際交流文化概論B 2

48
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化 義講2論
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

カラーセラピー概論 2 講義
義講2論術芸本絵

子どもの福祉デザイン概論 2 講義
義講2端先・統伝

ファッション文化論 2 講義
義講2論達発もど子

現代文化 義講2論概
映像文化 義講2論概
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

義講2論概法療術芸
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義 （3～4年次）

義講2学態生
心とアートの心理学 2 講義

* コミュニケーションデザイン演習Ａ 2 演習 * メディアアート演習Ⅰ 2 演習 * メディアクリエイション演習 5 演習 * メディアクリエイション実習 7 実技
* コミュニケーションデザイン演習Ｂ 2 演習 * メディアデザイン演習Ⅰ 2 演習 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習 技実01作制業卒*
* 映像基礎演習 2 演習 * メディア空間演習 2 演習
* 空間基礎演習 2 演習 * アートアニメーション演習 2 演習

* サウンドデザイン演習 2 演習
* ストーリー表現演習 2 演習
* キャラクターデザイン演習 2 演習

719418
* メディアアート演習ⅡA 6
* メディアアート演習ⅡB 6
* メディアデザイン演習ⅡA 6
* メディアデザイン演習ⅡB 6

6
124

48

（2～4年次）

専攻・領域

専門科目

必
　
修

演習

94

合 計

20

12

40

8
（注４）

6

6

30

4
(注１)

2

12

4

54

6

卒業所要単位計
科    目    名

選
　
択

Ｅ群

科    目    区    分
科    目    名科    目    名

選
択
必
修

（1～4年次）

講義

４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

次        年        ３次        年        ２次        年        １
科    目    名

8

Ａ群

必
 

修

Ｄ群

学
科
専
門
科
目

選
択
必
修

学科共通科目

学
部
共
通
科
目

Ｂ群

Ｃ群

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計4単位必修。
注２．８単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．４単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、

４単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

芸術学部　アート・デザイン表現学科　メディア表現領域　カリキュラム表

＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
履修方法については研究室の指示に従うこと。

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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必…学部共通科目の必修科目

態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 デジタル知的財産概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
義講2論現表トーア
義講2論概アィデメ

4241
文アィデメ2論概トーアアィデメ 化論特講 2

義講42論トンメジーネマアィデメ2   論概出演
2論スーュデロプツンテンコ2論ンョシーケニュミコアィデメ

キャラクター文化論 2 （注3）

国際交流文化概論A 2 （注2）

国際交流文化概論B 2

48
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化 義講2論
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

カラーセラピー概論 2 講義
義講2論術芸本絵

子どもの福祉デザイン概論 2 講義
義講2端先・統伝

ファッション文化論 2 講義
義講2論達発もど子

現代文化 義講2論概
映像文化 義講2論概
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

義講2論概法療術芸
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義 （3～4年次）

義講2学態生
心とアートの心理学 2 講義

* コミュニケーションデザイン演習Ａ 2 演習 * メディアアート演習Ⅰ 2 演習 * メディアクリエイション演習 5 演習 * メディアクリエイション実習 7 実技
* コミュニケーションデザイン演習Ｂ 2 演習 * メディアデザイン演習Ⅰ 2 演習 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習 技実01作制業卒*
* 映像基礎演習 2 演習 * メディア空間演習 2 演習
* 空間基礎演習 2 演習 * アートアニメーション演習 2 演習

* サウンドデザイン演習 2 演習
* ストーリー表現演習 2 演習
* キャラクターデザイン演習 2 演習

719418
* メディアアート演習ⅡA 6
* メディアアート演習ⅡB 6
* メディアデザイン演習ⅡA 6
* メディアデザイン演習ⅡB 6

6
124

48

（2～4年次）

専攻・領域

専門科目

必
　
修

演習

94

合 計

20

12

40

8
（注４）

6

6

30

4
(注１)

2

12

4

54

6

卒業所要単位計
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選
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科    目    区    分
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修

（1～4年次）

講義

４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

次        年        ３次        年        ２次        年        １
科    目    名

8

Ａ群

必
 

修

Ｄ群

学
科
専
門
科
目

選
択
必
修

学科共通科目

学
部
共
通
科
目

Ｂ群

Ｃ群

必…学部共通科目の必修科目

態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 デジタル知的財産概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
義講2論現表トーア
義講2論概アィデメ

4241
文アィデメ2論概トーアアィデメ 化論特講 2

義講42論トンメジーネマアィデメ2   論概出演
2論スーュデロプツンテンコ2論ンョシーケニュミコアィデメ

キャラクター文化論 2 （注3）

国際交流文化概論A 2 （注2）

国際交流文化概論B 2

48
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化 義講2論
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

カラーセラピー概論 2 講義
義講2論術芸本絵

子どもの福祉デザイン概論 2 講義
義講2端先・統伝

ファッション文化論 2 講義
義講2論達発もど子

現代文化 義講2論概
映像文化 義講2論概
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

義講2論概法療術芸
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義 （3～4年次）

義講2学態生
心とアートの心理学 2 講義

* コミュニケーションデザイン演習Ａ 2 演習 * メディアアート演習Ⅰ 2 演習 * メディアクリエイション演習 5 演習 * メディアクリエイション実習 7 実技
* コミュニケーションデザイン演習Ｂ 2 演習 * メディアデザイン演習Ⅰ 2 演習 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習 技実01作制業卒*
* 映像基礎演習 2 演習 * メディア空間演習 2 演習
* 空間基礎演習 2 演習 * アートアニメーション演習 2 演習

* サウンドデザイン演習 2 演習
* ストーリー表現演習 2 演習
* キャラクターデザイン演習 2 演習

719418
* メディアアート演習ⅡA 6
* メディアアート演習ⅡB 6
* メディアデザイン演習ⅡA 6
* メディアデザイン演習ⅡB 6

6
124

48

（2～4年次）

専攻・領域

専門科目

必
　
修

演習

94

合 計

20

12

40

8
（注４）

6

6

30

4
(注１)

2

12

4
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6

卒業所要単位計
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選
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修

（1～4年次）

講義

４       年        次

＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

次        年        ３次        年        ２次        年        １
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修
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択
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学
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＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
履修方法については研究室の指示に従うこと。
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ア ー ト ・ デ ザ イ ン 表 現 学 科  ヒ ー リ ン グ 表 現 領 域

１．教育内容
「現代社会が何故、ヒーリングを求めているのか」、「現代人にとってヒーリングとは何か」
ということを、アートとデザインそれぞれの視点で捉え、実技による創作と理論の両面か
ら探求します。
今、私たちの生活の中で「癒し」という言葉が頻繁に使われています。それは見方を変え
れば、ストレスが溜まりやすい社会状況が、深刻化している表れであるといえるでしょう。
心地よい空間、潤いのある空間で生活を営むこと、リラックスできる環境をつくることは、
私たちの生活において精神の安らぎを得るために不可欠な要素であり、そこにはアートや
デザインの存在が大切な役割を果たしています。
ヒーリング表現領域では、現代のストレス社会で求められている「ヒーリング」をテーマ
に、キャラクターデザイン、絵本創作、絵画、壁画、コンピュータグラフィック、ぬいぐ
るみ、玩具・遊具のデザイン、ユニバーサルアートなどの作品制作や空間デザイン、アート・
アクティビティのワークショップ、社会と連携した実践的なプロジェクトの体験を通して、
アートとデザインが社会とどの様に関わり、そして役立てることが出来るのかを考えます。
また、医療機関、介護福祉施設、そのほかの様々な公共機関、企業などとのコラボレーショ
ンにより、共同研究と共同開発も積極的に進めていきます。
そして、ソーシャル・インクルージョンの考えを踏まえ、ヒーリングや福祉を目的としな
がら、各自の得意な表現を活かして質の高い作品づくりが出来る人材と、公共空間でのヒー
リング・アート、ヒーリング・デザインのコーディネイトが出来る企画力を持った人材を
育成し、社会への進出をはかることを教育目標とします。

２．カリキュラム編成の特徴
１年次
前期では、アート・デザイン表現学科共通の基礎実技として、コンピュータグラフィッ
クス、絵画、工芸、立体の基礎表現を学びます。後期では、壁画技法を主とした平面表
現、木工を主とした立体素材の表現、キャラクターデザインの基礎を徹底して学びます。
またワークショップから、ソーシャル・インクルージョンの考えを学ぶと同時に、コミュ
ニケーション能力と問題解決の手法を習得します。
また、アート・デザイン表現の根源となる観察描写を通年で行います。

２年次
空間デザイン、コンピュータグラフィックスによるグラフィックデザイン、壁画制作の
実践、絵本創作の基礎、装丁技法の実習から創作表現の基本を身につけていくと同時に、
ヒーリングについて各自が独自の視点とテーマを持って考えていきます。

３年次
学外の様々なプロジェクトやワークショップに実際に取組むことにより、社会との連携
を実践的に学びます。グラフィック表現（キャラクターデザイン、絵本創作、壁画制作）
と立体表現（パッケージデザイン、玩具のデザイン、ぬいぐるみ）の実技を選択し、そ
こから専門性を深めていきます。

４年次
前期では、グラフィック表現と立体・空間表現、ユニバーサルデザイン、ユニバーサル
アート、アート・アクティビティをベースとした専門実技を各自選択し、卒業制作の方
向性を定めていきます。後期では、ゼミ形式による卒業制作に取組み、４年間の学びの
集大成として、独自のテーマに基づく研究成果の発表を行います。
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※実技授業に加え、理論と知識を深めるため、ヒーリング表現領域の専門科目として、実
技と関連した特色ある講義を開設します。

１年次は、「ヒーリング・デザイン概論」、「癒しの文化論」
 ２年次は、「キャラクター文化論」、「カラーセラピー概論」、「絵本芸術論」、「子どもの

福祉デザイン概論」
３年次は、「芸術療法概論」、「空間デザイン概論」、「アンケート調査・分析法」など実技

内容と関連した、専門性を深める講義を開設します。

このような授業体系を通じて、日常生活、社会生活の中で、人々が『癒し』を求める現
代社会にあって、アートとデザインは何ができるのか？それを作品制作と理論研究から
探っていきます。

教育目標

ヒーリング表現領域では、ヒーリングや福祉を目的としながら、専門的な理論、知識と技術、
独自の発想力と創造力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけ、各自
の得意な表現を活かして質の高い作品づくりができる人材、公共空間でのヒーリング・アート、
ヒーリング・デザインのコーディネイトができる企画力を持った人材、アートアクティビティの
実践能力を身につけた人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次では、平面素材・立体素材の表現、キャラクター表現の基礎を徹底して学び、また
アート・アクティビティのワークショップを通して、ソーシャル・インクルージョンの考えを学
ぶと同時に、コミュニケーション能力と問題解決の手法を習得する。

・２年次は、空間デザイン、コンピュータグラフィックス、壁画制作技法、絵本創作の基
礎、装丁技法の実習から創作表現の基本を身につけていくと同時に、ヒーリングについ
て各自が独自の視点とテーマを持って学習を進める。

・３年次は、学外の様々なプロジェクトに実際に取組むことにより、社会との連携を実践的
に学ぶ。グラフィック表現（キャラクターデザイン、絵本創作、壁画制作）と立体表現（形
態表現、子供の道具、おもちゃのデザイン、ぬいぐるみ）の実技を選択し、そこから専門
性を深めていく。

・４年次は、グラフィック表現と立体・空間表現、ユニバーサルデザイン、ユニバーサルアート、
アート・アクティビティをベースとした専門実技を各自選択し、プレゼンテーション能力を高
めるための発表会を重ね、自己の専門性を高め、研究を追求する。ゼミ形式による卒業制
作に取組み、４年間の学びの集大成として、独自のテーマに基づく研究成果の発表を行う。
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注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注２．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注３．２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注５． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位

は、４単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

	芸術学部　アート・デザイン表現学科　ヒーリング表現領域　カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜
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＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を
参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
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態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 キャラクター文化論 2 講義 芸術療法概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 カラーセラピー概論 2 講義 空間デザイン概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
アート表現論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義

6661
絵本芸術論 2
子どもの福祉デザイン概論 2

（注2）

伝 2端先・統
国際交流文化概論A 2
国際交流文化概論B 2

（注3）

4
メディア概論 2 講義
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義 （1～4年次）
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
ファッション文化論 2 講義
子ども発達論 2 講義 （2～4年次）
現代文化概論 2 講義
映像文化概論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義 （3～4年次）
アンケート調査・分析法 2 講義

2学態生 講義
心とアートの心理学 2 講義

* 素材表現演習Ａ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ａ 2 実技 * ヒーリング・アートプロジェクト演習 3 演習 * 卒業制作 10 実技
* 素材表現演習Ｂ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ｂ 2 実技 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習
* キャラクター制作基礎演習 2 演習 * 絵本制作基礎演習 3 演習
* ワークショップ演習 3 演習 * 装丁技法演習 1 演習

* 壁画技法演習 4 演習
* コンピュータグラフィックス演習 1 演習

017319
* キャラクター制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＡ            3
* 形態表現演習 3 * ヒーリング・クリエイションＢ            3
* 絵本制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＣ            3
* 子どもの道具デザイン演習Ａ 3 * ヒーリング・クリエイションＤ            3
* 壁画制作演習 3
* 子どもの道具デザイン演習Ｂ 3
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＊…専門科目時間帯（実技時間帯） 必…学部共通科目の必修科目

実技

6

30

4
(注１)

2

12

科    目    区    分
科    目    名名    目    科名    目    科科    目    名

１        年        次 ４       年        次３        年        次２        年        次

選
択
必
修

15

54

3

3

演習

演習

演習

4

必
　
修

選
　
択

3

選
択
必
修

2

2 講義

講義

28

94

合 計

39

8
（注４）

4

40

3

3 

態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 キャラクター文化論 2 講義 芸術療法概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 カラーセラピー概論 2 講義 空間デザイン概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
アート表現論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義

6661
絵本芸術論 2
子どもの福祉デザイン概論 2

（注2）

伝 2端先・統
国際交流文化概論A 2
国際交流文化概論B 2

（注3）

4
メディア概論 2 講義
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義 （1～4年次）
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
ファッション文化論 2 講義
子ども発達論 2 講義 （2～4年次）
現代文化概論 2 講義
映像文化概論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義 （3～4年次）
アンケート調査・分析法 2 講義

2学態生 講義
心とアートの心理学 2 講義

* 素材表現演習Ａ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ａ 2 実技 * ヒーリング・アートプロジェクト演習 3 演習 * 卒業制作 10 実技
* 素材表現演習Ｂ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ｂ 2 実技 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習
* キャラクター制作基礎演習 2 演習 * 絵本制作基礎演習 3 演習
* ワークショップ演習 3 演習 * 装丁技法演習 1 演習

* 壁画技法演習 4 演習
* コンピュータグラフィックス演習 1 演習

017319
* キャラクター制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＡ            3
* 形態表現演習 3 * ヒーリング・クリエイションＢ            3
* 絵本制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＣ            3
* 子どもの道具デザイン演習Ａ 3 * ヒーリング・クリエイションＤ            3
* 壁画制作演習 3
* 子どもの道具デザイン演習Ｂ 3
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＊…専門科目時間帯（実技時間帯） 必…学部共通科目の必修科目

実技

6

30

4
(注１)

2

12

科    目    区    分
科    目    名名    目    科名    目    科科    目    名

１        年        次 ４       年        次３        年        次２        年        次

選
択
必
修

15

54

3

3

演習

演習

演習

4

必
　
修

選
　
択

3

選
択
必
修

2

2 講義

講義

28

94

合 計

39

8
（注４）

4

40

3

3 

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計4単位必修。
注２．２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注３．２単位以上修得の場合は学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
注４．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、

４単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

	芸術学部　アート・デザイン表現学科　ヒーリング表現領域　カリキュラム表

＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
履修方法については研究室の指示に従うこと。
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態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 キャラクター文化論 2 講義 芸術療法概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 カラーセラピー概論 2 講義 空間デザイン概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
アート表現論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義

6661
絵本芸術論 2
子どもの福祉デザイン概論 2

（注2）

伝 2端先・統
国際交流文化概論A 2
国際交流文化概論B 2

（注3）

4
メディア概論 2 講義
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義 （1～4年次）
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
ファッション文化論 2 講義
子ども発達論 2 講義 （2～4年次）
現代文化概論 2 講義
映像文化概論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義 （3～4年次）
アンケート調査・分析法 2 講義

2学態生 講義
心とアートの心理学 2 講義

* 素材表現演習Ａ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ａ 2 実技 * ヒーリング・アートプロジェクト演習 3 演習 * 卒業制作 10 実技
* 素材表現演習Ｂ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ｂ 2 実技 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習
* キャラクター制作基礎演習 2 演習 * 絵本制作基礎演習 3 演習
* ワークショップ演習 3 演習 * 装丁技法演習 1 演習

* 壁画技法演習 4 演習
* コンピュータグラフィックス演習 1 演習

017319
* キャラクター制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＡ            3
* 形態表現演習 3 * ヒーリング・クリエイションＢ            3
* 絵本制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＣ            3
* 子どもの道具デザイン演習Ａ 3 * ヒーリング・クリエイションＤ            3
* 壁画制作演習 3
* 子どもの道具デザイン演習Ｂ 3
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＊…専門科目時間帯（実技時間帯） 必…学部共通科目の必修科目

実技

6

30

4
(注１)

2

12

科    目    区    分
科    目    名名    目    科名    目    科科    目    名

１        年        次 ４       年        次３        年        次２        年        次

選
択
必
修

15

54

3

3

演習

演習

演習

4

必
　
修

選
　
択

3

選
択
必
修

2

2 講義

講義

28

94

合 計

39

8
（注４）

4

40

3

3 

態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 キャラクター文化論 2 講義 芸術療法概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 カラーセラピー概論 2 講義 空間デザイン概論 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習

宇宙・人間・アート 2 講義
アート表現論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義

6661
絵本芸術論 2
子どもの福祉デザイン概論 2

（注2）

伝 2端先・統
国際交流文化概論A 2
国際交流文化概論B 2

（注3）

4
メディア概論 2 講義
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義 （1～4年次）
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
ファッション文化論 2 講義
子ども発達論 2 講義 （2～4年次）
現代文化概論 2 講義
映像文化概論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義 （3～4年次）
アンケート調査・分析法 2 講義

2学態生 講義
心とアートの心理学 2 講義

* 素材表現演習Ａ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ａ 2 実技 * ヒーリング・アートプロジェクト演習 3 演習 * 卒業制作 10 実技
* 素材表現演習Ｂ 2 演習 * ヒーリング・デザイン実習Ｂ 2 実技 * プロジェクト＆コラボレーション演習 4 演習
* キャラクター制作基礎演習 2 演習 * 絵本制作基礎演習 3 演習
* ワークショップ演習 3 演習 * 装丁技法演習 1 演習

* 壁画技法演習 4 演習
* コンピュータグラフィックス演習 1 演習

017319
* キャラクター制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＡ            3
* 形態表現演習 3 * ヒーリング・クリエイションＢ            3
* 絵本制作演習 3 * ヒーリング・クリエイションＣ            3
* 子どもの道具デザイン演習Ａ 3 * ヒーリング・クリエイションＤ            3
* 壁画制作演習 3
* 子どもの道具デザイン演習Ｂ 3

69

学科共通科目

必
 

修

専攻・領域

専門科目

学
部
共
通
科
目

Ｅ群

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

学
科
専
門
科
目

卒業所要単位計

124

＊…専門科目時間帯（実技時間帯） 必…学部共通科目の必修科目

実技

6

30

4
(注１)

2

12

科    目    区    分
科    目    名名    目    科名    目    科科    目    名

１        年        次 ４       年        次３        年        次２        年        次

選
択
必
修

15

54

3

3

演習

演習

演習

4

必
　
修

選
　
択

3

選
択
必
修

2

2 講義

講義

28

94

合 計

39

8
（注４）

4

40

3

3 

＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
履修方法については研究室の指示に従うこと。
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アート・デザイン表現学科 ファッションテキスタイル表現領域

１．教育内容
ファッションテキスタイル領域では、社会に求められる衣服と素材、ファッションとテ
キスタイルの知識や技術を学ぶとともに、女性の視点を生かしたデザインやアート活動
および制作を行います。また、住、空間、ことばと文字、伝統と先端、哲学、心理学、
生態学などの、知識と技術、理論と体験の学びを通して、考える力、生きる力を養うと
ともに、独自の視点に立って研究する自発性を促し、次世代を担う人材育成を目指します。
女子美術大学は、1900年の創立以来一貫して衣服教育を行い、確固とした技術を伝えて
きました。表現手段や形態は変わっても、社会との繋がりを重視した教育は今も受け継
がれています。
アートとデザインは、人の心を豊かにするもの、幸せに生きるためのものと捉え、アー
トの持つ「人を幸せにする力」を衣服やテキスタイルで表現し、伝えます。また、本領
域では、アートの思考をデザインで表現するトレーニングを行います。
東京都心にある利便性を生かし、地域や施設、産官学が連携してプロジェクト活動を行
うとともに、共同研究、共同開発へと繋げ、企業や教育施設や地域施設へのユニフォー
ムの提供など積極的に進めています。

２．カリキュラム編成の特徴
［1年次］基礎課程（アート＆デザインを学ぶ）
　 素材からデザイン・制作までの一連のクリエーションを学びます。植物や食材から染め
る技法を習得し、テキスタイルデザインから制作までを行います。更に、染めた布を用
いてスカート・シャツの設計・製図を学び、衣服制作へとつなげます。

［2年次］基礎課程（アート＆デザインを学ぶ）
　 作品の企画立案を行い、空間と衣服の関係を深めます。テキスタイルデザインでは、シ
ルクスクリーンや、ウール素材の縮絨等の技法を習得します。ファッションデザインで
はテキスタイルデザインで習得した技術を生かし、ワンピース・ジャケット制作、バッ
グ等の小物やアクセサリー制作を行い、パフォーマンスなどを取り入れた効果的な演出
による作品発表を行います。

［3年次］応用課程：専門領域を選ぶ
　　　　　　　　　（ 各自が将来に生かす領域「アート」か「デザイン」を選び学ぶ）
　 ファッション＋テキスタイルの応用演習・実習を行うことにより、より高度な表現技術
を習得し、各自の専門性を深めます。アート・デザインクラス共通の「場を着る」とは
何かというテーマを追求します。アートクラスは、考察とコンセプト立案、作品制作を
通して、衣服造形活動について学び、デザインクラスは、「場と衣服」の関係を明らかにし、
販売につながる製品としての作品を制作します。

［4年次］応用課程、卒業制作
　 アートとデザインのそれぞれの視点から、各自が志向する研究領域をベースとしたプロ
ジェクトを実践しながら、コンセプトから企画立案し、効果的な作品発表をするための
演出・構成なども学びます。アートクラスは、ギャラリーやアートに関わる施設、地域
社会とのコミュニケーションやエデュケーションを通して、各自制作テーマを考察しな
がら思考を重ね制作活動を行います。デザインクラスは、市場調査から作品企画の立案
とプレゼンテーションを行い、作品制作へと繋げます。後期は４年間の集大成として独
自性あるアートとデザイン作品の制作を行い、ショー、パフォーマンス、展示空間を効
果的に演出し、発表します。



111

教育目標

ファッションテキスタイル表現領域では、企画から制作、効果的なプレゼンテーションができ
る力を養い、企業との連携や、人と触れ合うフィールドワークなどの体験を通して、実社会の
中でアートとデザインが果たす役割や価値を学ぶことを通して、女性の感性を生かしたアート
とデザインを追求するプロフェッショナルな人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次は、「食と衣」をテーマに、衣服表現に必要な天然の繊維と染料による素材制作や
衣服制作の基礎知識と技術を学ぶ。

・２年次は、ファッションテキスタイルとしての専門領域の基礎知識と技術を習得する。「場
と衣」「住・空間と衣」をテーマに身体・衣服との関係を追及し作品制作を行う。また、コミュ
ニケーション能力、プレゼンテーション能力を高め、効果的な演出・構成を目指した発表を
行う。

・３年次は、ファッション＋テキスタイルの応用の演習および実習を行うことにより、考える
力を引き出すとともに、高度な表現技術を習得し、各自のテーマの専門性を深めていく。地
域社会、医療関連施設、企業等のコラボレーションやプロジェクトに参加し、社会との実
践的な活動を行う。

・４年次は、各自の専門性、可能性を追求した作品制作及び企業や外部とのコラボレーショ
ンやプロジェクト、ワークショップの活動に取り組み、４年間の集大成として研究成果の発
表を行う。
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注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注２．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注３． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、３単

位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履
修方法については研究室の指示に従うこと。

芸術学部　アート・デザイン表現学科	ファッションテキスタイル表現領域	カリキュラム表

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜
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態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 伝 2端先・統 講 2学態生義 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 ファッション文化論 2 講義 心とアートの心理学 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習 子ども発達論 2 講義

宇宙・人間・アート 2 講義
アート表現論 2 講義
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義

6861
国際交流文化概論A 2 講義
国際交流文化概論B 2 講義

2
メディア概論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義 （1～4年次）
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
キャラクター文化論 2 講義
カラーセラピー概論 2 講義
絵本芸術論 2 講義
子どもの福祉デザイン概論 2 講義 （2～4年次）
現代文化概論 2 講義
映像文化概論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義 （3～4年次）
芸術療法概論 2 講義
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義

* 造形基礎演習
* 素材基礎演習 5 演習 * ファッション演習A 3 演習 * ファッションテキスタイルⅠＡ 4 実技 * ファッションテキスタイルⅡ 5 実技

5 演習 * ファッション演習B 3 演習 * ファッションテキスタイルⅠＢ 5 実技 * 着物文化演習 2 演習
* テキスタイル演習A 2 演習 * アートディレクション演習 2 演習 * 卒業制作 10 実技
* テキスタイル演習B 2 演習 身体衣服論 2 講義
* 感覚発達演習 2 演習
* 子ども発達演習 2 演習
* コンピュータデザイン演習 2 演習

91116101
124

4

56

94

38

学
科
専
門
科
目

必
　
修

選
択
必
修

2

6

30

4
(注１)

2

12

科    目    区    分

学
部
共
通
科
目

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群

科    目    名
卒業所要単位計

３        年        次

名    目    科名    目    科

４       年        次

科    目    名

次        年        ２次        年        １

必…学部共通科目の必修科目＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

専攻・領域

専門科目

合 計

30

6
（注２）

56

必
　
修

学科共通科目

選
　
択

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計4単位必修。
注２．指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、３

単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履
修方法については研究室の指示に従うこと。

芸術学部　アート・デザイン表現学科	ファッションテキスタイル表現領域	カリキュラム表

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 伝 2端先・統 講 2学態生義 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 ファッション文化論 2 講義 心とアートの心理学 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習 子ども発達論 2 講義

宇宙・人間・アート 2 講義
アート表現論 2 講義
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義

6861
国際交流文化概論A 2 講義
国際交流文化概論B 2 講義

2
メディア概論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義 （1～4年次）
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
キャラクター文化論 2 講義
カラーセラピー概論 2 講義
絵本芸術論 2 講義
子どもの福祉デザイン概論 2 講義 （2～4年次）
現代文化概論 2 講義
映像文化概論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義 （3～4年次）
芸術療法概論 2 講義
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義

* 造形基礎演習
* 素材基礎演習 5 演習 * ファッション演習A 3 演習 * ファッションテキスタイルⅠＡ 4 実技 * ファッションテキスタイルⅡ 5 実技

5 演習 * ファッション演習B 3 演習 * ファッションテキスタイルⅠＢ 5 実技 * 着物文化演習 2 演習
* テキスタイル演習A 2 演習 * アートディレクション演習 2 演習 * 卒業制作 10 実技
* テキスタイル演習B 2 演習 身体衣服論 2 講義
* 感覚発達演習 2 演習
* 子ども発達演習 2 演習
* コンピュータデザイン演習 2 演習

91116101
124
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56

94

38
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目

必
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選
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通
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目

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群

科    目    名
卒業所要単位計

３        年        次

名    目    科名    目    科

４       年        次

科    目    名

次        年        ２次        年        １

必…学部共通科目の必修科目＊…専門科目時間帯（実技時間帯）

専攻・領域

専門科目

合 計

30

6
（注２）

56

必
　
修

学科共通科目

選
　
択
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アート・デザイン表現学科 アートプロデュース表現領域

１．教育内容
アートとは、アーティストが「作品」を作るだけではなく、それを受け止める「観客」
がいて、はじめてその素晴らしさが姿を表す世界です。アートプロデュース表現領域で
は、アーティストが生み出す優れた作品を広く世界に発信し、人間の幸福につながる、アー
トによる「社会貢献」の可能性を、理論と実践を通して追求していきます。
そのため、美術を中心に、音楽、演劇、映像など、さまざまな領域のジャンルについて「アー
ティスト」の立場でその表現技法を身につけるとともに、「観客」の立場に立ち、さまざ
まな表現を通した発信、コミュにケーションの手法を学び、それらを立体的につなげ社
会に開いていく技術を、実践を通して学びます。
例えば、美術作品を作ったり、見ることが好きで、同じように音楽を聴くことが好きな
人は、どうしたらその２つの表現を結びつけ、さらに大きな喜び、驚きに変えていくの
かを考える。子どもが好きな人ならば、子どもたちが毎日遊びに行きたくなるような美
術館はどのようなものかを考える。日本独自の文化を、広く世界の人々と分かち合うた
めのプロジェクトを考える。そうした自由な発想を大切にしながら、総合力のあるアー
トプロデューサー、キュレーター、ファシリテーターとしての基礎を体得することを目
指します。

２．カリキュラム編成の特徴
［1年次］
前期では、アート・デザイン表現学科共通の基礎実技として、コンピュータグラフィック、
絵画、工芸、立体の基礎表現を学びます。後期では、空間表現、映像表現、Webデザイ
ンなど、プロデュースの発想力を支えるための表現技術を習得します。

［2年次］
美術、音楽、演劇、映像のアートプロデュースに関わる基礎的演習を行います。中でも、
美術と通した教育の場づくりについて、また、美術館以外のアートプロジェクトなど、
今日的なアートへの社会的ニーズに呼応するための実践的なマネジメントの基礎を習得
します。また、国際文化を学び、持続可能な多様性を尊重する意識を持つための授業な
ど、幅広い学びの場を設けます。

［3年次］
2年時に学んだ理論と実践をさらに深めます。特に、美術館、アートフェスティバル等
におけるキュレーション、展示技術を学ぶ演習科目など、将来のキャリア形成を視野に
入れた実践的な授業を実施します。

［4年次］
前期では、３年次までに学んだ理論と実践を踏まえ、4年生全員で取り組む総合的なアー
トプロジェクトの企画・実施を行います。後期では、ゼミ形式による卒業制作・研究に
取り組みます。一人一人の学びの集大成として、自身で設定した個別のテーマ、目標に
基づいた作品制作、あるいはプロジェクト研究等の成果を、展覧会形式で発表します。
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教育目標

アートプロデュース表現領域では、女性の視点に立ち、展覧会を中心に音楽、演劇、映像な
どに関わる、様々なアートプロデュースの基礎を学び、アートを通して、社会と人間をつなぐ
ことを喜びとする社会貢献について理解を深め、複雑化・国際化する社会に対応できるアー
トプロデューサー、コーディネーター、ファシリテーターとなる人材の育成を教育目標とする。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

教育目標に到達すべく、以下のカリキュラムを編成する。

・１年次は、美術に関する基本的知識・技術、アートプロデュースの基礎を学ぶ。

・２年次は、美術を中心に、音楽、演劇、映像に関わる基礎理論と実技を学び、あわせて様々 
な国の在日大使館とのコラボレーションとして、国際文化交流の演習を行い、国際的な
視点に立ったアートプロデュースを学ぶ。

・３年次は、より専門性を深めながら、美術、音楽、演劇、映像を統合したイベントの企画
立案し、社会貢献としてのアートプロデュースを学ぶ。

・４年次は、前期に３年次に企画した総合イベントを広く社会に発表し、後期は４年間の集
大成として、卒業研究（制作）を行う。
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芸術学部　アート・デザイン表現学科　アートプロデュース表現領域　カリキュラム表

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注２．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。
注３． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、７

単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。
履修方法については研究室の指示に従うこと。

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜
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態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 国際交流文化概論A 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 国際交流文化概論B 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習 * 現代文化概論 2 講義

宇宙・人間・アート 2 講義 * 映像文化概論 2 講義
アート表現論 2 講義
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

20161
メディア概論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義 （1～4年次）
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
キャラクター文化論 2 講義
カラーセラピー概論 2 講義
絵本芸術論 2 講義
子どもの福祉デザイン概論 2 講義
伝 2端先・統 講義
ファッション文化論 2 講義
子ども発達論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義
芸術療法概論 2 講義
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義

2学態生 講義
心とアートの心理学 2 講義

* コミュニケーションデザイン演習Ａ 2 演習 * アートプロデュース演習Ⅰ 2 演習 * アートプロデュース演習Ⅱ 2 演習 * 総合アートプロデュース実習 5 実技
* コミュニケーションデザイン演習Ｂ 2 演習 * アートマネージメント演習Ⅰ 2 演習 * アートマネージメント演習Ⅱ 2 演習 * 卒 演01究研業 習
* 映像基礎演習 2 演習 * ミュージアムスタディ演習Ⅰ 2 演習 * ミュージアムスタディ演習Ⅱ 2 演習
* 空間基礎演習 2 演習 * ミュージアム・エデュケーション演習Ⅰ 2 演習 * ミュージアム・エデュケーション演習Ⅱ 2 演習

* 音楽プロデュース演習Ⅰ 2 演習 * 音楽プロデュース演習Ⅱ 2 演習
* 舞台芸術プロデュース演習Ⅰ 2 演習 * 舞台芸術プロデュース演習Ⅱ 2 演習
* アートコミュニケーション演習 2 演習 * ヒーリング・アートプロジェクト演習 3 演習

5151418

12

科    目    名

4

３        年        次
卒業所要単位計

科    目    名科    目    名

次        年        ２次        年        １

124

＊…専門科目時間帯（実技時間帯） 必…学部共通科目の必修科目

４       年        次

6

30

4
(注１)

2

42

14
（注２）

学
科
専
門
科
目

選
　
択

科    目    名

学
部
共
通
科
目

Ｅ群

Ａ群

科    目    区    分

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

94

5252

28

合 計

（2～4年次）

（3～4年次）

学科共通科目

必
　
修

必
　
修

専攻・領域

専門科目

注１．Ｂ群の「外国語コミュニケーション」から２単位を選択必修とし、４単位以上を修得すること。
　　　外国人留学生は「日本語Ⅰ」２単位、「日本語Ⅱ」２単位の計4単位必修。
注２． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得した単位は、７

単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。
＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を参照すること。履
修方法については研究室の指示に従うこと。

芸術学部　アート・デザイン表現学科　アートプロデュース表現領域　カリキュラム表

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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態形位単態形位単態形位単態形位単

義講2ミゼ習学礎基必

* アート・デザイン表現基礎演習Ａ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅰ 2 演習 * アート・デザイン表現演習Ⅱ 2 演習
* アート・デザイン表現基礎演習Ｂ 2 演習 国際交流文化概論A 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｃ 2 演習 国際交流文化概論B 2 講義
* アート・デザイン表現基礎演習Ｄ 2 演習 * 現代文化概論 2 講義

宇宙・人間・アート 2 講義 * 映像文化概論 2 講義
アート表現論 2 講義
ミュージアムスタディ概論 2 講義
アートプロデュース概論 2 講義

20161
メディア概論 2 講義
ヒーリング・デザイン概論 2 講義
癒しの文化論 2 講義 （1～4年次）
ファッションデザイン史 2 講義
ファッション＆テキスタイル概論 2 講義

メディアアート概論 2 講義
演出概論 2 講義
メディアコミュニケーション論 2 講義
キャラクター文化論 2 講義
カラーセラピー概論 2 講義
絵本芸術論 2 講義
子どもの福祉デザイン概論 2 講義
伝 2端先・統 講義
ファッション文化論 2 講義
子ども発達論 2 講義
ファシリテーションデザイン概論 2 講義
プレゼンテーション技法論 2 講義

メディア文化論特講 2 講義
デジタル知的財産概論 2 講義
メディアマネージメント論 2 講義
コンテンツプロデュース論 2 講義
芸術療法概論 2 講義
空間デザイン概論 2 講義
アンケート調査・分析法 2 講義

2学態生 講義
心とアートの心理学 2 講義

* コミュニケーションデザイン演習Ａ 2 演習 * アートプロデュース演習Ⅰ 2 演習 * アートプロデュース演習Ⅱ 2 演習 * 総合アートプロデュース実習 5 実技
* コミュニケーションデザイン演習Ｂ 2 演習 * アートマネージメント演習Ⅰ 2 演習 * アートマネージメント演習Ⅱ 2 演習 * 卒 演01究研業 習
* 映像基礎演習 2 演習 * ミュージアムスタディ演習Ⅰ 2 演習 * ミュージアムスタディ演習Ⅱ 2 演習
* 空間基礎演習 2 演習 * ミュージアム・エデュケーション演習Ⅰ 2 演習 * ミュージアム・エデュケーション演習Ⅱ 2 演習

* 音楽プロデュース演習Ⅰ 2 演習 * 音楽プロデュース演習Ⅱ 2 演習
* 舞台芸術プロデュース演習Ⅰ 2 演習 * 舞台芸術プロデュース演習Ⅱ 2 演習
* アートコミュニケーション演習 2 演習 * ヒーリング・アートプロジェクト演習 3 演習
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共創デザイン学科
1．教育内容
複雑化し、変化し続ける社会課題に、一人の力、一つのスキルで解決に導くこと、新しい
価値を創造することは難しく、多様な才能や個性を巻き込み「共に」ものごとを「創り上
げていく力」が必要です。そして、多くの女性が持つ他者への共感力やしなやかなコミュ
ニケーション力は、「共創」を生み出すための重要な基礎力と言えます。
共創デザイン学科では、多様な他者と共に構想し、共に成長しながら目標に導いていく「共
創型リーダーシップ」を身に付けるための3つの特徴的な教育を行います。
創造力の基礎となるデザイン教育を踏まえた上で、多様な領域の人々と共創するための「共
創教育」。そして、さまざまなライフイベントを乗り越えるための折れない心を育成する
「ライフマネジメント教育」。さらに、これらの学びを統合し、応用しながら、ビジネスの
現場で実践する力を身につける「産官学連携による実学」を行います。また、「共創教育」「ラ
イフマネジメント教育」「産官学連携による実学」を1年生から循環させ、学んだことをす
ぐに実践する生きた教育を４年間通して積み上げます。

2. カリキュラム編成の特徴
（1）共創教育

［1～ 2年次］
自ら創り出す力、周囲を巻き込む力を身につけるための基礎を養います。
デザイン全般、テクノロジー、マーケティングなどのベーシックカリキュラムである「共
創デザイン演習I-A ～ G」「共創デザイン演習II-A ～ E」「共創デザイン選択演習II-A ～ D」
を通して、多様なクリエイティビティの基礎となる創出力と開拓力を養い、共創の基本
となる思考を可視化する力、コミュニケーション力やリーダーシップのための基礎力を
身につけます。また、プロジェクトデザインの基礎カリキュラム「共創デザイン実践」
を通して、共創型プロジェクトに参加するための技術や知識、マインドセットを幅広く
習得します。さらに、多数の講義授業・演習授業を通して、自己ブランディングや、伝
統文化・芸能、表現伝達のテクニックなど多様な知識を身につけます。

［３年次］
１～ 2年次で身につけた基礎力を踏まえ、3年次ではビジネス、ブランディング、マー
ケティング・プランニング、サービスデザイン、そして、複数のデザイン領域を統合し
て課題に取り組むクリエイティブインテグレーションなど、各自が将来を見据えて選択
することができる複数のカリキュラムで専門性の向上を図ります。また、「知財・ファ
イナンシャル概論」を学ぶことで、独立した個人として社会で活動するための基礎力を
身につけます。

［4年次］
冒頭の授業では、卒業制作・研究のための準備としてテーマを探究する時間を設け、そ
の後、3年次までの学びを踏まえ、約１年間を通してゼミ形式による卒業制作・研究に
取り組みます。各自の学びの集大成として、テーマ設定から制作・研究、発表までを主
体的に実施します。作品制作のほか、主体的に社会とつながるプロジェクト実践、学ん
できたことをさらに深める研究など、多様な取り組み内容が考えられます。

（2）ライフマネジメント教育
1年次から４年間を通し、折れない心と自身を高め続けることのできるマインドを養います。
「ライフマネジメント論」や、社会人教育との連携による「自律的キャリア教育」など、自
信を持って社会に出ていくためのアイデンティティ形成のためのカリキュラムや、困難を
乗り越えるための回復力や柔靭性を養い、ストレスの本質を理解することでストレスとの
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上手な付き合い方を身につけるストレスマネジメントカリキュラムを実施します。さら
に、失敗を恐れず、未知への一歩を踏み出すことを楽しめるマインド。新たな機会や可能
性を生み出す未来への楽観的な思考を身につけます。

（3）産官学連携による実学
1年次から４年間を通し、社会・ビジネスの現場で生きていく力を養います。
共創教育、ライフマネジメント教育の学びを踏まえて、それらを統合し、応用することを
多種多様な企業や自治体との連携プロジェクトを経験しながら身に付けていきます。
多様な連携プロジェクトは、企業や自治体の抱える課題や未来構想など、年次を追うごと
に高度な内容に取り組み、社会貢献意識を高めると共に実力アップを図ります。

教育目標

共創デザイン学科は、伝達や用途などの目的や機能を理解し、デザインする能力をベースに、 
異分野の学びを身につけ、企業、自治体や消費者をはじめとする多様な立場の人々と協働して、
社会に貢献する新しい価値を共に創り上げることのできる能力を備えた人財「共創型リーダー」
の養成を教育目標とする。
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ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー 授業科目

共
創
デ
ザ
イ
ン
学
科　

学
科
専
門
科
目

共創デザイン学科においては、以下を
学位授与の条件とします。

教育目標に到達すべく、
学科共通科目を通して、
デザインを主軸に、ビ
ジネス、テクノロジー
を横断的に学び、実
践型プロジェクトに取
り組むことで、多様な
人々と共創する力を身
に付け、専門領域での
表現に反映できるカリ
キュラムを編成します。

【知識・理解】
（教養力・基礎
的専門性）

デザインに関する基
礎的知識と技能を活
用する能力を身に付
けている。

デザイン分野における
基本的な理論と技法に
関する理解とともに、
デザイン分野の職業に
関する倫理や社会的意
義について理解する科
目を配置する。

1年次
【講】共創デザイン概論 / 【演】共創デザイン演習Ⅰ−C /
【演】共創デザイン演習Ⅰ−E / 【演】ドローイング演習 /
【演】デザイン基礎集中演習
2年次
【選演】共創デザイン選択演習Ⅱ−A / 【選演】共創デザイン選択演習Ⅱ−B
【講】人間工学（スペース&プロダクト）/
【講】ソーシャルグッドネスデザイン論
3年次
【講】知財・ファイナンシャル概論【選演】共創デザイン選択演習Ⅲ−A /
【選演】共創デザイン選択演習Ⅲ−B

【関心・意欲・
態度】（主体性・
開拓力・チーム
ワーク・柔靭性）

デザインの諸活動の
実践により課題に主
体的に向き合い、多
様な立場の人と協働
して解決方法を創造
する能力と態度を身
に付けている。

デザイン活動を通して
多様な立場の人々との
協働作業を主導する姿
勢、また、これらの協
働により、高付加価値
の商品やサービスを共
に創りだす能力を養う
科目を配置する。

1年次
【講】コミュニケーション特論Ⅰ / 【演】共創デザイン演習Ⅰ−A
2年次
【講】コミュニケーション特論Ⅱ / 【講】コミュニケーション特論Ⅲ /
【講】感性異分野共創論Ⅰ / 【演】共創デザイン演習Ⅱ−F
3年次
【講】ファシリテーション論 / 【講】感性異分野共創論Ⅱ /
【認定】留学認定科目A～ E

【関心・意欲・
態度】
（主体性・開拓
力・ チームワー
ク・柔靭性）

デザインの諸活動の
実践を通して、生涯
にわたり生じる様々
なライフイベントや
困難な課題を柔軟な
思考と強靭な意思を
もって乗り越え、自
己成長を続けられる
能力と態度を身に付
けている。

デザインの諸活動の実
践を通して、自己のア
イデンティティを確立
しその個性を磨き続け
る意欲と、生涯にわた
り自己成長を継続でき
る態度を養う科目を配
置している。

1年次
【講】ライフマネジメント論Ⅰ / 【演】自律的キャリア教育
2年次
【講】ライフマネジメント論Ⅱ−A / 【講】ライフマネジメント論Ⅱ−B
3年次
【講】ライフマネジメント論Ⅲ−A / 【講】ライフマネジメント論Ⅲ−B
4年次
【講】ライフマネジメント論Ⅳ−A / 【講】ライフマネジメント論Ⅳ−B
1年次～ 3年次
【実】産官学連携実践

【思考・判断】（総
合的判断力・創
出力）

デザインの理論や
手法を始めとした知
識・技能を総合して
社会を洞察し、デザ
インで解決すべき課
題を見出して、その
解決策を構想する
能力を身に付けてい
る。

デザイン活動に必要な
独自の観察力や洞察力
を高める理論と技法の
修得のもと、それらを
総合して見出した課題
に対して、適切かつ効
果的なデザイン手法を
活用する能力を養う科
目を配置する。

1年次
【講】ビジネスデザイン概論
【演】共創デザイン演習Ⅰ−B / 【演】共創デザイン演習Ⅰ−D /
【演】共創デザイン演習Ⅰ−F / 【演】共創デザイン演習Ⅰ−G /
【演】共創デザイン演習Ⅰ−H【講】インクルーシブデザイン論 /
【演】プログラミング演習
2年次
【講】行動デザイン論【演】共創デザイン演習Ⅱ−A /
【演】共創デザイン演習Ⅱ−B /【演】共創デザイン演習Ⅱ−C /
【演】共創デザイン演習Ⅱ−D /【演】共創デザイン演習Ⅱ−E
【選演】共創デザイン選択演習Ⅱ−C / 【選演】共創デザイン選択演習Ⅱ−D
3年次
【演】共創デザイン演習Ⅲ−A / 【演】共創デザイン演習Ⅲ−B
【選演】共創デザイン選択演習Ⅲ−C / 【選演】共創デザイン選択演習Ⅲ−D
【選演】共創デザイン選択演習応用Ⅲ−Aa・Ab /
【選演】共創デザイン選択演習応用Ⅲ−Ba・Bb /
【選演】共創デザイン選択演習応用Ⅲ−Ca・Cb /
【選演】共創デザイン選択演習応用Ⅲ−Da・Db /
【選演】共創デザイン選択演習応用Ⅲ−Ea・Eb

【技能・表現】
（創出力・実装力）

デザインの理論や
手法を始めとした知
識・技能を総合的に
活用し実践型の学
びを通して、商品や
サービスなどの新た
な価値を創造する能
力とより良い社会の
実現に取り組むこと
ができる態度を身に
付けている。

産官学連携・地域連携
等のプロジェクトの実
施により多様な立場の
人々との協働による高
付加価値の商品企画や
構想立案に関する体験
を通して、講義や演習
で得た知識と技能の総
合化を図る科目を配置
する。

1年次
【実】共創デザイン実践Ⅰ
2年次
【実】共創デザイン実践Ⅱ
3年次
【実】共創デザイン実践Ⅲ
4年次
【実】共創デザイン実践Ⅳ / 【実】卒業研究
1～ 3年次
【演】産官学連携演習
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芸術学部　共創デザイン学科　カリキュラム表

注１．外国人留学生は「日本語A」1単位、「日本語B」1単位の2単位を必修とし、合計6単位以上を修得すること。
注２．英語系から２単位以上必修とし、合計４単位以上を修得すること。



127

注３． 指定単位数を超えて修得した単位は、卒業所要単位に含まれない。他学科の学科共通科目の一部を履修することができ、修得
した単位は7単位を上限に学科共通科目・選択科目に卒業所要単位として算入できる。

＊ 印の科目は時間割に表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目であり、各専攻・領域のスケジュール表を
参照すること。履修方法については研究室の指示に従うこと。
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美術学科、デザイン・工芸学科

学 芸 員 養 成 課 程

博物館法に基づく博物館（美術館、歴史博物館、科学博物館等を含む）には、資料の収集・保管・展示や調査
研究などにあたる専門職員として、学芸員を必ず置くことが定められています。本学では学芸員資格を、博物館法
施行規則の定めるところに基づく所定の科目・単位を修得した方で、芸術学部卒業時に学士の学位とあわせて、
学芸員資格証明書を授与しています。学芸員養成課程は全学科に開設しておりますが、1年次の「博物館概論」
の単位を修得し、その成績の上位の者のみが「博物館に関する科目」を履修することができます。また、４年次の
「博物館実習」は、履修する年度の４月の時点で博物館に関する必修科目をすべて修得済みであることが履修の
条件となります。学芸員養成課程の説明会は、１年次の４月に行ないます。希望者は必ず出席してください。

授　　業　　科　　目 博物館法施行規則による
科目・必要単位

本学が定め
る必要単位 開講年次 備　　考

博
物
館
に
関
す
る
科
目

生 涯 学 習 概 論 2 2 1 半期・必修

博 物 館 概 論
（アートを社会と生活に生かす）※

2 2 1 半期・必修

博 物 館 資 料 論 2 2 2 半期・必修

博 物 館 展 示 論 2 2 2 半期・必修

博 物 館 教 育 論 2 2 2 半期・必修

博 物 館 資 料 保 存 論 2 2 3 半期・必修

博 物 館 経 営 論 2 2 3 半期・必修

博物館情報・メディア論 2 2 3 半期・必修

博 物 館 実 習
（事前・事後指導を含む）  　

3 3 4 通年・必修

選　

択　

科　

目

文 化 人 類 学 2

1～ 4 2 単位選択
必修

比 較 文 化 論 2

文 化 遺 産 学 2

芸 術 文 化 政 策 論 2

西 洋 美 術 史 概 説 2

1～ 4 8 単位選択
必修

西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

西 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2

西 洋 美 術 史 特 論 Ｃ 2

日 本 美 術 史 概 説 2

日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｃ 2

東 洋 美 術 史 概 説 2

東 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

東 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2

現 代 美 術 論 2

古 美 術 研 究 2 3

※ 修得した「博物館概論」は学部共通科目として卒業所要単位に含めることができる。ただし、再履修は認めら
れない。

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜
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美術学科、デザイン・工芸学科

学 芸 員 養 成 課 程

博物館法に基づく博物館（美術館、歴史博物館、科学博物館等を含む）には、資料の収集・保管・展示や調査
研究などにあたる専門職員として、学芸員を必ず置くことが定められています。
本学では学芸員資格を、博物館法施行規則の定めるところに基づく所定の科目・単位を修得した方で、芸術学部
卒業時に学士の学位とあわせて、学芸員資格証明書を授与しています。
学芸員養成課程は全学科に開設しておりますが、1年次の「博物館概論」の単位を修得し、その成績の上位の者
のみが「博物館に関する科目」を履修することができます。
また、４年次の「博物館実習」は、履修する年度の４月の時点で博物館に関する必修科目をすべて修得済みであ
ることが履修の条件となります。
学芸員養成課程の説明会は、１年次の４月に行ないます。希望者は必ず出席してください。

授　　業　　科　　目 博物館法施行規則による
科目・必要単位

本学が定め
る必要単位 開講年次 備　　考

博
物
館
に
関
す
る
科
目

生 涯 学 習 概 論
（学部共通科目Ａ群）※

2 2 1 半期・必修

博 物 館 概 論
（学部共通科目Ｄ群）※

2 2 1 半期・必修

博 物 館 資 料 論 2 2 2 半期・必修

博 物 館 展 示 論
（学部共通科目Ｄ群）※

2 2 2 半期・必修

博 物 館 教 育 論
（学部共通科目Ｄ群）※

2 2 2 半期・必修

博 物 館 資 料 保 存 論 2 2 3 半期・必修

博 物 館 経 営 論 2 2 3 半期・必修

博物館情報・メディア論 2 2 3 半期・必修

博 物 館 実 習
（事前・事後指導を含む）  　

3 3 4 通年・必修

選　

択　

科　

目

文 化 人 類 学 2

1～ 4 2 単位選択
必修

比 較 文 化 論 2

文 化 遺 産 学 2

芸 術 文 化 政 策 論 2

西 洋 美 術 全 史 4

1～ 4 8 単位選択
必修

西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

西 洋 美 術 史 特 論 B 2

日 本 美 術 全 史 4

日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2

東 洋 美 術 史 概 論 2

東 洋 美 術 史 特 論 2

日 本 近 代 美 術 論 2

現 代 美 術 論 2

古 美 術 研 究 2 3

※ 修得した「博物館概論」は学部共通科目として卒業所要単位に含めることができる。ただし、再履修は認めら
れない。

※ 修得した「生涯学習概論」「博物館展示論」「博物館教育論」は学部共通科目として卒業所要単位に含めるこ
とができる。

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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アート・デザイン表現学科（メディア表現領域・ヒーリング表現領域・ファッションテキスタイル表現領域）

学 芸 員 養 成 課 程

博物館法に基づく博物館（美術館、歴史博物館、科学博物館等を含む）には、資料の収集・保管・展
示や調査研究などにあたる専門職員として、学芸員を必ず置くことが定められています。本学では学
芸員資格を、博物館法施行規則の定めるところに基づく所定の科目・単位を修得した方で、芸術学部
卒業時に学士の学位とあわせて、学芸員資格証明書を授与しています。学芸員養成課程は全学科に開
設しておりますが、「ミュージアムスタディ概論」の単位を修得し、その成績の上位の者のみが「博物
館に関する科目」を履修することができます。また、4年次の「博物館実習」は履修する年度の4月の
時点で博物館に関する必修科目をすべて修得済みであることが条件となります。学芸員養成課程の説
明会は、1年次の4月に行います。希望者は必ず出席してください。なお、都合により、科目の開設形
態が集中授業となる場合があります。

科　　目 博物館法施行規則による
科目・必要単位

本学が定め
る必要単位 開講年次 備　　考

博
物
館
に
関
す
る
科
目

生 涯 学 習 概 論 2 2 1 半期・必修

ミュージアムスタディ概論
（学科共通科目）※

博物館概論　　2 2 1
アート・デザイン表現学科
学科共通科目
選択科目映 像 文 化 概 論

（学科共通科目）※
博物館情報・
メディア論　2 2 3

博 物 館 資 料 論 2 2 2 半期・必修

博 物 館 展 示 論 2 2 2 半期・必修

博 物 館 教 育 論 2 2 2 半期・必修

アートプロデュース概論
（学科共通科目）※

博物館経営論　2 2 1
アート・デザイン表現学科
学科共通科目
選択科目

博 物 館 資 料 保 存 論 2 2 3 半期・必修

博 物 館 実 習
（事前・事後指導を含む）  　

3 3 4 通年・必修

選　

択　

科　

目

文 化 人 類 学 2

1～ 4 2 単位選択
必修

比 較 文 化 論 2

文 化 遺 産 学 2

芸 術 文 化 政 策 論 2

西 洋 美 術 史 概 説 ２

1～ 4 8 単位選択
必修

西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

西 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2

西 洋 美 術 史 特 論 Ｃ 2

日 本 美 術 史 概 説 ２

日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｃ 2

東 洋 美 術 史 概 説 2

東 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

東 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2

現 代 美 術 論 2

古 美 術 研 究 2 3

※ 「生涯学習概論」「博物館展示論」「博物館教育論」は学部共通科目として卒業所要単位に含めることができる。
※ 「ミュージアムスタディ概論」「映像文化概論」「アートプロデュース概論」は学科共通科目として卒業所要単
位に含めることができる。

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜
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アート・デザイン表現学科（メディア表現領域・ヒーリング表現領域・ファッションテキスタイル表現領域）

学 芸 員 養 成 課 程

博物館法に基づく博物館（美術館、歴史博物館、科学博物館等を含む）には、資料の収集・保管・展
示や調査研究などにあたる専門職員として、学芸員を必ず置くことが定められています。
本学では学芸員資格を、博物館法施行規則の定めるところに基づく所定の科目・単位を修得した方で、
芸術学部卒業時に学士の学位とあわせて、学芸員資格証明書を授与しています。
学芸員養成課程は全学科に開設しておりますが、「ミュージアムスタディ概論」の単位を修得し、その
成績の上位の者のみが「博物館に関する科目」を履修することができます。
また、4年次の「博物館実習」は履修する年度の4月の時点で博物館に関する必修科目をすべて修得済
みであることが条件となります。
学芸員養成課程の説明会は、1年次の4月に行います。希望者は必ず出席してください。
なお、都合により、科目の開設形態が集中授業となる場合があります。

科　　目 博物館法施行規則による
科目・必要単位

本学が定め
る必要単位 開講年次 備　　考

博
物
館
に
関
す
る
科
目

生 涯 学 習 概 論
（学部共通科目Ａ群）※

2 2 1 半期・必修

ミュージアムスタディ概論
（学科共通科目）※

博物館概論　　2 2 1
アート・デザイン表現学科
学科共通科目
選択科目映 像 文 化 概 論

（学科共通科目）※
博物館情報・
メディア論　2 2 3

博 物 館 資 料 論 2 2 2 半期・必修

博 物 館 展 示 論
（学部共通科目Ｄ群）※

2 2 2 半期・必修

博 物 館 教 育 論
（学部共通科目Ｄ群）※

2 2 2 半期・必修

アートプロデュース概論
（学科共通科目）※

博物館経営論　2 2 1
アート・デザイン表現学科
学科共通科目
選択科目

博 物 館 資 料 保 存 論 2 2 3 半期・必修

博 物 館 実 習
（事前・事後指導を含む）  　

3 3 4 通年・必修

選　

択　

科　

目

文 化 人 類 学 2

1～ 4 2 単位選択
必修

比 較 文 化 論 2

文 化 遺 産 学 2

芸 術 文 化 政 策 論 2

西 洋 美 術 全 史 4

1～ 4 8 単位選択
必修

西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

西 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2

日 本 美 術 全 史 4

日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2

東 洋 美 術 史 概 論 2

東 洋 美 術 史 特 論 2

日 本 近 代 美 術 論 2

現 代 美 術 論 2

古 美 術 研 究 2 3

※ 「生涯学習概論」「博物館展示論」「博物館教育論」は学部共通科目として卒業所要単位に含めることができる。
※ 「ミュージアムスタディ概論」「映像文化概論」「アートプロデュース概論」は学科共通科目として卒業所要単
位に含めることができる。

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）
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アート・デザイン表現学科（アートプロデュース表現領域）

学 芸 員 養 成 課 程

博物館法に基づく博物館（美術館、歴史博物館、科学博物館等を含む）には、資料の収集・保管・展
示や調査研究などにあたる専門職員として、学芸員を必ず置くことが定められています。
本学では学芸員資格を、博物館法施行規則の定めるところに基づく所定の科目・単位を修得した方で、
芸術学部卒業時に学士の学位とあわせて、学芸員資格証明書を授与しています。
アートプロデュース表現領域では 、博物館に関する科目の大部分を卒業に必要な専門科目の中に組み
込んでいます。
なお、都合により、科目の開設形態が集中授業となる場合があります。

科　　目 博物館法施行規則による
科目・必要単位

本学が定め
る必要単位 開講年次 備　　考

博
物
館
に
関
す
る
科
目

生 涯 学 習 概 論 2 2 1

ミュージアムスタディ概論 博物館概論　　2 2 1
アートプロデュース表現領域
学科共通科目
必修科目

アートプロデュース概論 博物館経営論　2 2 1

空 間 基 礎 演 習 博物館展示論　2 2 1 アートプロデュース表現領域
学科専門科目

専攻・領域専門科目
必修科目ミュージアムスタディ演習Ⅰ 博物館資料論　2 2 2

映 像 文 化 概 論 博物館情報・
メディア論　2 2 2

アートプロデュース表現領域
学科共通科目
必修科目

ミュージアム・エデュケーション演習Ⅰ 博物館教育論　2 2 2

アートプロデュース表現領域
学科専門科目

専攻・領域専門科目
必修科目

ミュージアムスタディ演習Ⅱ 博物館資料
保存論　2 2 3

総合アートプロデュース実習 博物館実習　　3 5 4

選　

択　

科　

目

文 化 人 類 学 2

1～ 4 2 単位選択
必修

比 較 文 化 論 2

文 化 遺 産 学 2

芸 術 文 化 政 策 論 2

西 洋 美 術 史 概 説 ２

1～ 4 8 単位選択
必修

西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

西 洋 美 術 史 特 論 Ｂ ２

西 洋 美 術 史 特 論 Ｃ 2

日 本 美 術 史 概 説 ２

日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｃ 2

東 洋 美 術 史 概 説 2

東 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

東 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2

現 代 美 術 論 2

古 美 術 研 究 2 3

対象：2023年度入学生（23●●●●）〜
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アート・デザイン表現学科（アートプロデュース表現領域）

学 芸 員 養 成 課 程

博物館法に基づく博物館（美術館、歴史博物館、科学博物館等を含む）には、資料の収集・保管・展
示や調査研究などにあたる専門職員として、学芸員を必ず置くことが定められています。
本学では学芸員資格を、博物館法施行規則の定めるところに基づく所定の科目・単位を修得した方で、
芸術学部卒業時に学士の学位とあわせて、学芸員資格証明書を授与しています。
アートプロデュース表現領域では 、博物館に関する科目の大部分を卒業に必要な専門科目の中に組み
込んでいます。
なお、都合により、科目の開設形態が集中授業となる場合があります。

科　　目 博物館法施行規則による
科目・必要単位

本学が定め
る必要単位 開講年次 備　　考

博
物
館
に
関
す
る
科
目

生 涯 学 習 概 論
（学部共通科目Ａ群）※

2 2 1 半期・必修

ミュージアムスタディ概論 博物館概論　　2 2 1
アートプロデュース表現領域
学科共通科目
必修科目

アートプロデュース概論 博物館経営論　2 2 1

空 間 基 礎 演 習 博物館展示論　2 2 1 アートプロデュース表現領域
学科専門科目

専攻・領域専門科目
必修科目ミュージアムスタディ演習Ⅰ 博物館資料論　2 2 2

映 像 文 化 概 論 博物館情報・
メディア論　2 2 2

アートプロデュース表現領域
学科共通科目
必修科目

ミュージアム・エデュケーション演習Ⅰ 博物館教育論　2 2 2

アートプロデュース表現領域
学科専門科目

専攻・領域専門科目
必修科目

ミュージアムスタディ演習Ⅱ 博物館資料
保存論　2 2 3

総合アートプロデュース実習 博物館実習　　3 5 4

選　

択　

科　

目

文 化 人 類 学 2

1～ 4 2 単位選択
必修

比 較 文 化 論 2

文 化 遺 産 学 2

芸 術 文 化 政 策 論 2

西 洋 美 術 全 史 4

1～ 4 8 単位選択
必修

西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2

西 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2

日 本 美 術 全 史 4

日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2

日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2

東 洋 美 術 史 概 論 2

東 洋 美 術 史 特 論 2

日 本 近 代 美 術 論 2

現 代 美 術 論 2

古 美 術 研 究 2 3

※「生涯学習概論」は学部共通科目として卒業所要単位に含めることができる。

対象：〜 2022年度入学生（22●●●●）



ダブルコース（副専攻）一覧

コース名

西洋美術史コース

日本美術史コース

色彩学コース

芸術表象コース

芸術人類学コース

芸術と法コース
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ダブルコース（副専攻）について

美術学科及びデザイン・工芸学科の学生を対象にダブルコース（副専攻）を開設します。興味
のある学生は、各コースの概要紹介及び履修方法等を確認してください。履修したいコースの
科目を１・２年次に履修することをお奨めします。
 

●ダブルコース（副専攻）について
ダブルコース（副専攻）とは、各専攻で学んでいる芸術分野と
は別に、もう１つの分野の学習成果をダブルコース（副専攻）と
して認証する制度です。各所属の専門分野の枠をこえて、自分
の興味・関心に基づいて自主的に学んでいくものです。美術学
科及びデザイン・工芸学科の学生はチャレンジすることができま
す。所属する専攻の芸術分野を第一に学ぶと同時に、その他の
分野も学ぶことで、主専攻の補強、主専攻以外の強みの獲得
につながり、新しい創造や発想を後押しする機会ともなります。
本学ではダブルコース（副専攻）として右のコースを用意してい
ます。

●対象学生：美術学科及びデザイン・工芸学科の学生になります。

●履修方法
ダブルコース（副専攻）から学びたいコースを選び、そのコースの芸術文化オープンゼミⅠ
＜２年次＞（選択）、芸術文化オープンゼミⅡ＜３年次＞（コア科目）、芸術文化オープンゼ
ミⅢ＜４年次＞（コア科目）を指定年次に修得するとともに、選択科目で指定された単位を
１～ 4年次で修得してください。なお、履修登録はWeb履修登録期間に行なってください。
また、抽選科目となりますので、抽選希望登録をする際は、下記履修上の注意をよく読み、
自分の希望するゼミが履修可能かどうか確認をしてください。

●履修上の注意
芸術文化オープンゼミは、Ⅱ、Ⅲを通して同一コースを履修する必要があります。中には、
Ⅰも同一コースを履修する必要があるものもあります。各コースの紹介、およびシラバス
をよく読み履修してください。
※芸術文化専攻の学生は、履修方法について研究室の指示に従ってください。

●修了条件
ダブルコース（副専攻）修了として認定されるためには次の３点を満たす必要があります。

①各コースで定められた修了要件を満たしていること
コア科目8単位＋選択科目8単位＝16単位以上の修得

②修了希望申請書を提出していること
③所属専攻で卒業が認定されること

たとえ各コースでの修了要件を満たしていても卒業できなければ修了とはなりません。ま
た、修了要件を満たし、卒業できたとしても事前に「ダブルコース（副専攻）修了証交付願」
を提出していない場合には修了として認定されません。

●修了希望申請書
ダブルコース（副専攻）修得には、4年次の定められた期間に「ダブルコース（副専攻）
修了証交付願」を教育支援センターに提出する必要があります。これを提出していない学
生は修了として認定されません。なお、認定された学生には「ダブルコース（副専攻）修
了証」を発行します。

●注意事項
・ダブルコース（副専攻）の認証は本学独自の制度になります。
・ダブルコース（副専攻）修得のための必要科目に関しては、再試験の対象とはなりません。



　 科目名 単位 修得
単位

コア科目
8 単位 
＋ 

選択科目
8単位以上 

＝  
合計 16
単位以上
修得

選
択
科
目

学 西洋美術史特論A 2 2 単位 
以上学 西洋美術史特論B 2

学 芸術学（西洋美術史特論C） 2

4 単位 
以上

学 現代美術論 2
学 美学 2
学・デ 印刷概論 2
美 ヴィジュアルスタディーズA 2
美 ヴィジュアルスタディーズB 2
美 技法史 2
学 文化遺産学 2
美 芸術文化オープンゼミⅠ 2

2 単位 
以上

美 芸術文化ゼミⅠ※ 2
美 芸術人類学 2
美 創作活動と法 2
美 色彩文化概論 2

コア 
科目

美 芸術文化オープンゼミⅡ
（西洋美術史コース） 4 4 単位

美 芸術文化オープンゼミⅢ
（西洋美術史コース） 4 4 単位

学 ･･･ 学部共通科目、美 ･･･ 美術学科 学科共通科目
デ･･･デザイン・工芸学科 学科共通科目　　　　　
※･･･芸術文化専攻のみ　　　　　　　　　　　　

　 科目名 単位 修得
単位

コア科目
8 単位 
＋ 

選択科目
8単位以上 

＝  
合計 16
単位以上
修得

選
択
科
目

学 日本美術史特論A 2

2 単位 
以上

学 日本美術史特論B 2
学 東洋美術史概論（東洋美術史概説） 2
学 東洋美術史特論（東洋美術史特論Ａ） 2
学 日本近代美術論（日本美術史特論Ｃ） 2
学 芸術学（西洋美術史特論Ｃ） 2

4 単位 
以上

デ 日本服装史 2
デ 文様史 2
学 古美術研究 2
美 ヴィジュアルスタディーズA 2
美 ヴィジュアルスタディーズB 2
美 技法史 2
学 文化遺産学 2
美 芸術文化オープンゼミⅠ 2

2 単位 
以上

美 芸術文化ゼミⅠ※ 2
美 芸術人類学 2
美 創作活動と法 2
美 色彩文化概論 2

コア 
科目

美 芸術文化オープンゼミⅡ
（日本美術史コース） 4 4 単位

美 芸術文化オープンゼミⅢ
（日本美術史コース） 4 4 単位

学 ･･･ 学部共通科目、美 ･･･ 美術学科 学科共通科目
デ･･･デザイン・工芸学科 学科共通科目　　　　　
※･･･芸術文化専攻のみ　　　　　　　　　　　　
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●各コースの紹介

＜西洋美術史コース＞　

西洋美術は人間の行為をイメージなどで再現す
ることを目的としてきました。つまりそれは古
代ギリシア・ローマ神話、聖書さらに歴史にお
けるある出来事に人間たちがどのようにかかわ
りそしてまたどのような結末を迎えたのかを時
代と空間を超え、今まさに誰が誰になにをした
のかを視覚的にリアルに再現し、鑑賞者をそれ
に追体験させることでした。したがって、西洋
美術の歩みを辿ることは、人間とは何かを知る
ことにほかなりません。

＜日本美術史コース＞

美術史では、イメージの歴史とともに、人類の
感性と知性にまつわる歴史を学びます。日本美
術の学びは、研究を志す人だけでなく、実技を
学ぶ人にとっても創作のヒントにとどまらず、
日本文化のcoolな魅力の再発見や、今日の私た
ちのアイデンティティについて思いを巡らすこ
とに繋がります。美術作品を鑑賞し、美術書を
読んで自らの思考を言葉や文章で表現すること
は、感性と知性を具える社会人としての自己形
成にも大いに役立つことでしょう。



　 科目名 単位 修得
単位

コア科目
8 単位 
＋ 

選択科目
8単位以上 

＝  
合計 16
単位以上
修得

選
択
科
目

学 芸術学（西洋美術史特論Ｃ） 2
2 単位 
以上学 現代美術論 2

学 現代美学 2
美 アートプラクティスⅠ 2 2 単位 

以上美 アートプラクティスⅡ 2
美 アートアクティヴィティＡ 2 2 単位 

以上美 アートアクティヴィティＢ 2

美 芸術文化オープンゼミⅠ
（芸術表象コース） 2

2 単位 
以上

美 芸術文化ゼミⅠ※１ 2
美 デザイン批評Ａ 2
美 デザイン批評Ｂ 2
美 ヴィジュアルスタディーズA 2
美 ヴィジュアルスタディーズB 2
美 芸術人類学 2
美 創作活動と法 2
美 色彩文化概論 2

コア 
科目

美 芸術文化オープンゼミⅡ
（芸術表象コース）※２ 4 4 単位

美 芸術文化オープンゼミⅢ
（芸術表象コース） 4 4 単位

学 ･･･ 学部共通科目、美 ･･･ 美術学科 学科共通科目
※１･･･芸術文化専攻のみ
※２･･･「芸術文化オープンゼミⅡ（芸術表象コース）」

を履修するためには、「芸術文化オープンゼミⅠ
（芸術表象コース）」を修得済みである必要があ
ります。

　 科目名 単位 修得
単位

コア科目
8 単位 
＋ 

選択科目
8単位以上 

＝  
合計 16
単位以上
修得

選
択
科
目

学 色彩学（色彩学ＡまたはＢ）※１ 4 2 単位 
以上学 造形心理学 2

学・デ 印刷概論 2 2 単位 
以上デ 伝統染織文化論 2

美 ヴィジュアルスタディーズA 2

4 単位 
以上

美 ヴィジュアルスタディーズB 2
美 視覚心理学 2
美 配色調和論 2
美 色彩文化論 2
美 カラーキャリアⅠ 2
美 カラーキャリアⅡ 2
美 芸術人類学 2
美 創作活動と法 2

美 芸術文化オープンゼミⅠ
（色彩学コース） ※１ 2

美 芸術文化ゼミⅠ ※２ 2

コア 
科目

美 芸術文化オープンゼミⅡ
（色彩学コース） ※３ 4 4 単位

美 芸術文化オープンゼミⅢ
（色彩学コース） 4 4 単位

学 ･･･ 学部共通科目、美 ･･･ 美術学科 学科共通科目
デ･･･デザイン・工芸学科 学科共通科目
※１･･･２年次以降に「芸術文化オープンゼミⅠ（色彩学

コース）」の履修を希望する場合、「色彩学（色
彩学ＡまたはＢ）」「視覚心理学」「造形心理学」
のいずれか一科目を履修する必要があります。

※２･･･芸術文化専攻のみ
※３･･･「芸術文化オープンゼミⅡ（色彩学コース）」を

履修するためには、「芸術文化オープンゼミⅠ（色
彩学コース）」を修得済みである必要があります。
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＜色彩学コース＞

色彩学では色彩や視覚に関わる分野を広く学び
ます。配色調和理論，カラーシステム，色彩心
理学，色彩工学，そしてそれらの基礎学問など
を身に付け、作品制作や将来の進学や就職に有
用な勉強を進めます。また色彩検定やカラー
コーディネータなどの資格に挑戦する場合にも
有効な勉強です。広い視点から学ぶことにより
色彩の知識がより深まるばかりでなく，美術や
色彩全般に対する理解がより深まることが期待
されます。

＜芸術表象コース＞

芸術表象では、現代のアートにかかわる理論や
知識について学びます。また、ときに最新の理
論を実際に実践してみることで、表現すること
の意味や、それをデザインすること、運営する
ことに関する実際的な知を育みます。現代の
アートは、「もの」の制作だけでなく、「こと」
の創造を重視しています。こうした現代のアー
トのエッセンスは、将来、どのような分野であっ
ても、アクティヴに、創造的に活動しようと考
えている人には役に立つことでしょう。



　 科目名 単位 修得
単位

コア科目
8 単位 
＋ 

選択科目
8単位以上 

＝  
合計 16
単位以上
修得

選
択
科
目

学 文化人類学 2 2 単位 
以上学 比較文化論 2

美 芸術人類学 2 2 単位 
以上美 芸術民俗学 2

学 言語学 2
2 単位 
以上学 コミュニケーション論 2

学 文化遺産学 2
美 芸術文化オープンゼミⅠ 2

2 単位 
以上

美 芸術文化ゼミⅠ※ 2
デ 工芸史Ａ （染織） 2
デ 工芸史Ｂ （陶ガラス） 2
学・デ 印刷概論 2
デ 日本服装史 2
デ 文様史 2
デ 伝統染織文化論 2

コア 
科目

美 芸術文化オープンゼミⅡ
（芸術人類学コース） 4 4 単位

美 芸術文化オープンゼミⅢ
（芸術人類学コース） 4 4 単位

学 ･･･ 学部共通科目、美 ･･･ 美術学科 学科共通科目
デ･･･デザイン・工芸学科 学科共通科目　　　　　
※･･･芸術文化専攻のみ　　　　　　　　　　　　

　 科目名 単位 修得
単位

コア科目
8 単位 
＋ 

選択科目
8単位以上 

＝  
合計 16
単位以上
修得

選
択
科
目

美 芸術政策と法 2 2 単位 
以上美 創作活動と法 2

学 政治学 2

2 単位 
以上

学 法学 2
学 日本国憲法（法学（日本国憲法）） 2
学 芸術と知的財産権（アートと法入門） 2
学 女性と法 2
デ デザインと法 2
学 現代社会概説（国際関係論） 2

4 単位 
以上

学 美学 2
学 現代美学 2
学 芸術学（西洋美術史特論Ｃ） 2
学 日本近代美術論（日本美術史特論Ｃ） 2
学 現代美術論 2
学 デザイン史（デザイン史Ａ） 2
学 環境論 2
学 文化遺産学 2
学 芸術文化政策論 2
学・デ 印刷概論 2
美 芸術文化オープンゼミⅠ 2
美 芸術文化ゼミⅠ※ 2

コア 
科目

美 芸術文化オープンゼミⅡ
（芸術と法コース） 4 4 単位

美 芸術文化オープンゼミⅢ
（芸術と法コース） 4 4 単位

学 ･･･ 学部共通科目、美 ･･･ 美術学科 学科共通科目
デ･･･デザイン・工芸学科 学科共通科目　　　　　
※･･･芸術文化専攻のみ　　　　　　　　　　　　
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＜芸術人類学コース＞

芸術人類学は、文化人類学・民俗学の学問領域
のなかで、芸術との関わりを重視する領域研究
を指します。芸術は人類の定義にも関わる、人
類にとって本質的な意味をもつものといってい
いのですが、そうした認識の上にたって、研究
を進めます。生活文化のなかに芸術的側面を見
いだそうとする姿勢が重要です。生活儀礼や祭
りなど、現場に触れることもまた大切です。こ
うした具体例から芸術的なるものを導きだして
いく手法を学びます。

＜芸術と法コース＞

「芸術と法」では、まず創作活動に関わる法知識
を学びます。著作権トラブル、意匠権取得の可
否など、法的な問題に直面する可能性はますま
す増えています。アーティストとしてのみなら
ず、サポートする立場（ギャラリスト、学芸員、
弁理士、意匠調査官など）としても、卒業後大
いに役立つことでしょう。また、社会のより多
くの人が芸術と関われるようなルール（法）づ
くりについても創造する側から学びます。芸術・
芸術家の持つ大きな力・役割を再認識すること
が目的です。
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■授業支援システム《履修登録》
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■授業支援システム　《履修登録》
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○上限単位
　１年間で履修できる
　単位数の上限

○対象単位
　現在、履修登録している
　単位数
　※卒業要件外の単位数
　　は含まれません。

○登録単位
　現在、履修登録している
　単位数
　※卒業要件外の単位数
　　も含まれます。

■授業支援システム　《履修登録》
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■授業支援システム　《履修登録》
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■授業支援システム

履修登録

画面１　履修登録入力

クリックすると、エラーの詳細が別

ウィンドウで表示される。
エラー表示が無くなるよう修正する。
エラーを無くさないと履修登録を確
定できません。

エラーの詳細を表示します。

エラーが無くなったら、「表示内容で登

録」をクリックする。

■授業支援システム　《履修登録》
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■授業支援システム　《履修登録》
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■授業支援システム　《履修登録》

146



■授業支援システム　《履修登録》
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１、ポータル画面より、抽選授業希望登録を起動します。

２、抽選グループを選択します。

画面１　抽選グループ一覧

■授業支援システム　《抽選授業希望登録》
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■授業支援システム

抽選授業希望登録

３、抽選授業の希望を登録します。
グループ内の抽選授業の希望順位を登録します。１グループ内で当選する授業は原則１つです。
当選した抽選授業は履修登録済となり、取り消す場合は、履修登録画面から選択のチェックをはずしてください。
（「美術選択実技・演習A、B」「美術共通実技・演習Ａ、Ｂ」「デザイン工芸選択実技Ａ、Ｂ」等、
　　一部の抽選科目は取り消しできません）

グループで指定されている希望順位全てまたは希望順位以内で、「希望順位」を登録します。
「登録確定」をクリックすると希望内容を登録し、画面１　抽選グループ一覧に戻ります。
「登録中止」をクリックすると希望内容を破棄し、画面１　抽選グループ一覧に戻ります。

画面２　抽選授業希望登録

「登録内容を印刷する」をクリックすると、抽選希望登録内容をＰＤＦ形式で表示します。

ポータルサイトの利用が終わったら、画面の「ログアウト」をクリックして終了します。

データ保存する。印刷する。

希望順位を登録し、抽選グ
ループ一覧に戻る。

※「第〇希望以内で登録

（任意）」の場合は希望

する科目がなければ全て

順位を入れる必要はない。

ただし、当選確率は下が

る。

※「必須」の場合は指定

希望順位を登録せず、抽選
グループ一覧に戻る。

授業名をクリックするとその授業のシラ
バスが表示されます。

■授業支援システム　《抽選授業希望登録》
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１、ポータル画面より、授業抽選結果を起動します。

２、抽選結果を確認します。

画面１　抽選授業結果確認

■授業支援システム　《抽選授業結果》

150



１、ポータル画面より、シラバス閲覧を起動します。

２、シラバス検索条件を入力します。

画面１　シラバス検索

■授業支援システム　《シラバス閲覧》
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■　授業支援システム

　シラバス閲覧

３、シラバスを表示します。
検索結果一覧が表示されるので、閲覧するシラバスの授業科目名をクリックします。
科目区分で絞り込み検索をする場合は、閲覧したい区分を選択し、「科目区分で検索」をクリックします。

画面２　検索結果一覧

画面３　授業内容
「シラバス検索TOPに戻る」で、画面１　シラバス検索に戻ります。

「検索結果一覧に戻る」で、画面2　検索結果一覧に戻ります。

「ページの先頭に戻る」で、画面３　授業内容画面の先頭に戻ります。

ポータルサイトの利用が終わったら、画面右上の「ログアウト」をクリックして終了します。

科目区分で絞り込み検索をする場合は、

閲覧したい区分を選択し、
「科目区分で検索」をクリックします。

画面１ シラバス検索に戻ります。 画面２ 検索結果一覧に戻ります。 このページの先頭に戻ります。

授業科目名を

クリックすると

シラバスが

表示されます。

■授業支援システム　《シラバス閲覧》
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Webレポート提出の手順について■授業支援システム　《Webレポート提出の手順について》
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Web出欠登録の手順について
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Ｑ ＆ Ａ

履修登録について

Ｑ．後期の科目も前期に履修登録するのですか。
Ａ．その通りです。きちんと履修計画を立てて登録してください。

Ｑ．同一名称の科目を複数履修登録できますか。
Ａ．履修の手引Ｐ.20を参照してください。

Ｑ．以前に単位修得した科目を、再度、履修することはできますか。
Ａ．単位修得した科目を、再度、履修することはできません。・

詳細については、Ｐ.20を参照してください。

Ｑ．学部共通科目の卒業所要単位（30単位）は4年間かけて履修すれば良いのですか。
Ａ．その通りです。ただし、4年次になると就職活動や卒業制作等で忙しくなることもあり

ます。できるだけ3年次までに学部共通科目の卒業所要用単位を修得することをおす
すめします。

Ｑ．現在2年次生で、教職課程を取っていますが、1年次の教職科目の単位を修得できません
でした。2年次で再履修することはできますか。
Ａ．再履修してください。再履修する科目が他の科目と時間割で重複する場合は、他学科の

クラスを履修しても問題ありません。ただし、2年次の必修科目と重複する場合は、必
修科目を優先してください。また、3年次生が1･2年次の教職科目の単位を修得できな
かった場合も同様です。

Ｑ．他学科の学科共通科目の選択科目から履修できる科目は、どこに記載されていますか。
Ａ．「時間割」に記載しています。

Ｗeb履修について

Ｑ．アクティブ・アカデミーのパスワードを紛失した場合はどうしたらよいですか。
Ａ．	・杉並キャンパスは2号館地階の図書館カウンターへ、相模原キャンパスは図書館3階

事務室（情報システム担当）まで申し出てください。

Ｑ．抽選登録するのを忘れた場合はどうしたらよいですか。
Ａ．抽選結果発表後、残席のある科目を先着順で履修登録できます。ただし、美術選択実技・

美術選択演習、デザイン・工芸選択実技を登録し忘れた場合は教育支援センターに申し
出てください。

Ｑ．反対校地の他学科提供科目はどのように履修登録するのですか。
Ａ．	履修の手引　Ｐ.115を参照してください。
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Ｑ．取りたい科目がポータルサイトの画面上に表示されません。
Ａ．次のことをまず確認してください。・

・ ・曜日時限は合っているか。・
・ ・過去に単位修得した科目ではないか。・
・ ・科目の年次指定で、自分の学年が対象になっているか。・
上記にあてはまっていて表示されない場合は、システムエラーの可能性がありますので、
教育支援センターに連絡してください。

Ｑ．アクティブ・アカデミーの「お知らせ・連絡事項・休講情報」は携帯電話への転送設定がで
きますか？
Ａ．可能です。設定することをおすすめします。詳細は履修の手引　P.139を参照してくだ

さい（プロフィール変更）。

Web 出欠登録について

Ｑ．自分のユーザー IDとパスワードが分からないor忘れてしまった場合…
Ａ．「図書美術館グループ」の情報システム担当（図書館事務室）までお問い合わせください。

Ｑ．学内Wi-Fiに接続出来たが、出欠登録専用サイトにアクセスできない場合…
Ａ．出欠登録専用サイトのURLを打ち込む際に、下記誤入力をしている場合が考えられます

ので、よく確認をしながらURLを打ち込んでください。
⇒よくある誤入力…【URLの最初、httpsの「s」が抜けている】、【「．」が抜けている】、
【URLの最後に「/」を入れ忘れている】等

Ｑ．�出欠登録完了後、出欠登録画面に【出席】と表示されたのに、後日Active	Academyの
Mylnformation－修学ポートフォリオ－「出欠情報」で確認すると、出席になっていなかっ
た場合
Ａ．このような場合は、至急教育支援センターの窓口へ来てください。
【重要】出欠登録後、該当科目に【出席】が表示されたら、なるべくその場でActive・

Academyの出欠情報に反映されているか確認しておいてください。（※念の
為、登録完了が表示された画面をスクリーンショット等で保存しておくと、窓口
で事情が説明しやすいかと思います。）

Ｑ．Google	meetまたはclassroom等に接続できない（授業に参加できない）
Ａ．デバイスや回線の不具合によるものが多く、大学側・教員側ではサポートすることが出来

ない場合が散見されます。学生の皆さんはこれまでの経験を活かし、以下のように受講
する体制を整えてください。・
・ ・出欠登録画面は時間に余裕を持って画面を開いておく

・ ・ ・・主に使用するPCの他に、予備としてスマートフォンやタブレットにmeetや
classroomアプリケーションをインストールしておき、PCが不安定の際は他のデバ
イスからも接続できる状態にする

・ ・ ・・主に使用するWi-Fi回線の他に、携帯電話の通信（４G等）回線を利用する（スマー
トフォンにも出欠登録画面をブックマークしておく）

・ ・ ・・可能であれば、テザリングサービス（スマートフォンをWi-Fiルーターの代わりとする）
を使用できるようにしておく

Ｑ．授業に出席しているにも関わらず、ActiveAcademyの出欠登録を忘れてしまった場合
Ａ．担当教員または教育支援センターに申し出があっても、自身の不注意や通信環境による

出欠の未登録（欠席）、登録遅れ（遅刻）については一切対応致しませんので、そのよう
なことがないよう、くれぐれも出席登録を忘れないようにしてください。
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Ｑ．classroomのクラスコードが分からない場合…
Ａ．作成・運用は授業担当教員が行っているため、教育支援センターではクラスコードを把

握していません。授業担当教員に確認してください。

Ｑ．課題や資料の配信は何を使用しているか。
Ａ．Google・classroom、Google・forms、ActiveAcademy等の使用が考えられます。

授業科目ごとに運用が異なりますので、課題の提出方法は、必ず担当教員の指示に従っ
てください。

そ	の	他

Ｑ．授業を行う教室はどこでわかりますか。
Ａ．時間割表に記載があります。なお、教室が変更される場合もありますので、掲示板でも

確認してください。

Ｑ．授業概要（シラバス）を見たいのですが。
Ａ．ポータルサイトのトップ画面に表示されている「シラバス」をクリックして、授業概要（シ

ラバス）を検索してください（履修の手引　P.151を参照）。

Ｑ．成績証明書に不合格科目の成績も記載されますか。
Ａ．成績証明書には単位修得した科目の成績のみ記載されます。

Ｑ．親戚に不幸があったので、忌引きの手続きをしたいのですが。
Ａ．女子美には忌引きの制度はありません。ただし、追試験の理由には該当します（履修の

手引　Ｐ.8,・13を参照）。

Ｑ．実技時間帯に履修したい科目があるのですが、できますか。
Ａ．実技時間帯に他の科目を履修することは認められません。ただし、卒業年次生で卒業に

必要な科目である場合、研究室の許可があれば認められることもあります。

Ｑ．学期末試験に学生証を忘れました。
Ａ．教育支援センターの窓口で「受験許可書」を発行しますので、申し出てください。

Ｑ．ケガのため、1ヶ月程入院することになりました。何か手続きは必要ですか。
Ａ．特に手続きはありません。なお、欠席していた期間の授業内容については、担当教員に

確認をしてください。

Ｑ．自分の出席回数を知りたいのですが。
Ａ．出席回数は各自で記録して下さい。Webを利用して出席確認を行う授業は、ポータルサイ

ト「修学ポートフォリオ」メニューから確認することができます。

Ｑ．オフィスアワーとは何ですか。
Ａ．先生に自由に質問、相談できる時間帯です。利用の一覧表は４月にポータルサイトで配信され

ていますので、参考にしてください。

※ポータルサイトにリンクしている「履修に関するＱ＆Ａ」も参考にしてください。
　https://www.joshibi.net/aa/risyu_QA.pdf
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